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本マニュアルで使用されている注記および注意事項

• 注 ： これら注記では重要なヒン ト 、 指針、 アドバイスが提供されます。

• 重要事項 ： これらの注記では、 不便または問題状況を回避するために役立つ重要な
情報またはアドバイスが提供されます。

• 注意 ： これらの注記は、 プログラム、 デバイスまたはデータに損傷が生じる可能性
を示します。 「注意」 注記は、 損傷が生じる可能性がある指示または状況の直前に記
載されています。

• 注意 ： これらの注意事項は、 危険の可能性がある状況を示しています。 「注意」 状況
は、 危険の可能性がある手順または状況の説明直前に記載されています。

• 危険 ： これらの注意事項は、 致命的な危険の可能性または非常に危険性が高い状況
を示しています。 「危険」 注意事項は、 致命的な危険の可能性または非常に危険性が
高い手順または状況の説明直前に記載されています。

重要事項

本文書内の注意および危険に関する記述文には、 段落の最初に番号が付けられています。
この番号は、 「IBM Safety Information」 冊子内の注意または危険についての記述文の英語

版と翻訳版を相互参照する際に使用します。

例えば、 注意記述文が番号 1 で始まっている場合は、 「IBM Safety Information」 冊子に記

述 1 と して対応する注意記述文の翻訳文が記載されます。

本文書に含まれる注意および危険に関する記述内容すべてを熟読してから 、 記載された指
示内容を実行してく ださい。 サーバーまたはオプショ ン装置に安全に関する注意事項情報
が添付されている場合は、 装置をインスト ールする前に、 それらも熟読してく ださい。

騒音レベル測定

本アプライアンスの測定騒音レベルは 44.7 dB(A) です。

Die arbeitsplatzbezogene Geräuschemission des Gerätes beträgt 44,7 dB(A).

 



記述 1

危険

記述 8:

注意 ：

絶対に、 以下のラベルが付いている電源または部品にかけてあるカバーを外さないで
ください。

このラベルが付いているコンポーネン トの内部には危険なレベルの電圧、 電流、 エネ
ルギーが存在します。 これらのコンポーネン ト内に修理可能な部品はありません。 そ
れらの部品のいずれかに問題があると思われる場合は、 サービス技術者に連絡して く
ださい。

電源、 電話、 通信ケーブルからの電流は危険です。

電気シ ョ ックを受ける危険を避けるために ：

• 落雷中は、 ケーブルの接続、 接続解除、 さらに本製品の設置、 メンテナン

ス、 または再設定を行わないこと。

• 電源コードはすべて、 正し く配線、 接地処理された電源コンセン トに接続す

ること。

• 本製品に取り付ける機器は、 正し く配線されたコンセン トに適切に接続する

こと。

• できるだけ、 両手を使わず片手だけで信号ケーブルの接続、 接続解除を行う

こと。

• 火災、 水害、 または構造的な損傷を受けた形跡が見られる場合には、 絶対に

機器のスイッチを入れないこと。

• 設置および設定手順に特定的な記載がない限り、 装置のカバーを開ける前に

は、 取り付けられている電源コード、 通信システム、 ネッ トワーク、 および
モデムの接続を解除すること。

• 本製品または取り付けられている装置を設置したり、 移動したり、 カバーを

開く ときには、 次表の記載に従ってケーブルの接続、 接続解除を行う こと。

接続するには ： 接続を解除するには ：

1. すべてをオフにする。 1. すべてをオフにする。

2. 最初に、 すべてのケーブルを装置に取り付

ける。

2. 最初に、 コンセン トから電源コードを取り

外す。

3. 信号ケーブルをコネクタに取り付ける。 3. 信号ケーブルをコネクタから取り外す。

4. 電源コードをコンセン トに取り付ける。 4. すべてのケーブルを装置から取り外す。

5. 装置のスイッチをオンにする。
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1

章

1 製品概要

IIBM® Global 2x16 Console Manager （GCM2） およびIBM Global 4x16 Console Manager
（GCM4） の各アプラ イアンスでは、 デジタルおよびアナログのKVMに関するスイ ッチ

ング ・ テク ノ ロジーが最新のケーブル管理と統合され、 3人または4人までのユーザーに

よる同時アクセスを提供します。 バーチャル ・ メディ アもサポート されます。 ユーザが

リモー ト またはローカルに接続されている と、 アプラ イアンスは、 アプラ イアンスに取

り付けられているターゲッ ト ・ デバイス とユーザとの間でKVM情報を伝送します。

リ モー ト 管理および リ モー ト ・ ア クセスのオプシ ョ ンには、 統合されたWebインター

フェイスおよびリモー ト ・ コンピュータにインス トール可能なVCSク ラ イアン ト ・ ソフ

ト ウ ェアが含まれます。 ローカル管理およびローカル ・ ア クセスのオプシ ョ ンには、

OSCAR®インターフェイスが含まれます。 このインターフェイスは、 アプラ イアンスの

ローカル ・ ユーザーKVMポートに接続可能なモニタ、 キーボードおよびマウスから使用

できます。 シ リ アル ・ ポー ト に接続可能な端末を介してコンソール ・ メニューにアクセ
スするこ と もできます。

各アプラ イアンスには、 サーバーやルーターなどのターゲッ ト ・ デバイスを接続するた
めのポート が16あ り ます。 ターゲッ ト ・ デバイスをデイジー ・ チェーン接続する こ とに

よ り、 最大256台のターゲッ ト ・ デバイスを管理できます。 またアプライアンスをさ らに

テ ィア接続で追加する こ とができ、 2048台までのターゲッ ト ・ デバイスをサポート でき

ます。

特性・ 特長

このアプライアンスはラ ッ ク収納可能なKVMスイ ッチで、 アナログ （ローカル） 接続お

よびデジタル （ リ モー ト ） 接続をサポー ト し ます。 ビデオ解像度は、 リ モー ト ・ ユー
ザー用に最高1280 x 1024までサポート されています。

GCM2アプライアンスは、 2人のリモート ・ ユーザー用のKVM-over-IPアクセス、 および1
人のローカル ・ ユーザーと 2人までのリモート ・ ユーザー用のバーチャル ・ メディア機能

をサポー ト します。 GCM4アプラ イアンスは、 4人の リ モー ト ・ ユーザー用のKVM-over-
IPアクセス、 および1人のローカル ・ ユーザーと 4人までの リモー ト ・ ユーザー用のバー

チャル ・ メディア機能をサポート します。
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図 1.1 ： GCM2／GCM4アプライアンス

ユーザーは、 1000BASE-Tイ ーサネッ ト ・ ポート を介し てリ モート で、 ま た、 ロ ーカ

ル・ ユーザー・ ステーショ ンを介し て直接、 接続さ れたタ ーゲッ ト ・ デバイ スにアク

セスできます。

標準のLAN接続を介し た IPアク セスによ り 、 世界中どこ から でも タ ーゲッ ト ・ デバイ

スを管理できます。

どちら の機種のアプラ イ アンスにも 、 1台のロ ーカル・ ユーザー・ ス テーショ ン用の

USBポート およびPS/2ポート があり ます。 USBコネク タ と PS/2コネク タを混在さ せるこ

と ができます。 例えばUSBキーボード と PS/2マウスを接続できます。

ターミナル ・ エ ミ ュレーシ ョ ン ・ プログラムを実行するコンピューターまたは端末を構

成ポートに接続し、 ファームウェアの更新やその他の構成を行な う こ とができます。

4つの使用可能なUSBポー ト のいずれかにCDド ラ イブなどのUSB メディ ア ・ デバイスを

接続し、 バーチャル ・ メディア ・ サポート を提供できます。

承認と認証

次のよ う に、 承認と認証を構成して、 ローカル ・ データベース、 LDAP、 または両方の

組合せを使用するこ とができます。

• ローカル認証はプライマリ またはバッ ク アッ プの認証方法と して常に使用されます。

これらは無効にはできません。

• ローカル ・ データベースまたはLDAPは、 認証と承認確認の両方に使用できます。

• LDAPは認証のみに使用でき、 承認の確認にはローカル・ データベースを使用します。

SNMP

管理者は、 アプラ イ アン スにア ク セスする よ う SNMP （Simple Network Management
Protocol） マネージャーを構成でき、 また指定したSNMPサーバーに ト ラ ップが送信され

るよ う ト ラ ップを構成できます。
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バーチャル ・ メディア

バーチャル ・ メディアがサポート されるので、 CDデバイス、 フラ ッシュ ・ ス ト レージ ・

デバイ ス、 ディ ス ク ・ ス ト レージ ・ デバイ スなどのUSB メデ ィ ア ・ デバイ スを使用し

て、 ターゲッ ト ・ デバイス と共有する こ とができます。 バーチャル ・ メディアが機能す

るには、 ターゲッ ト ・ デバイスが、 バーチャル ・ メディア変換オプシ ョ ン （VCO） ケー

ブルでアプラ イアンスに直接接続されていな くてはな り ません。 デイジー ・ チェーン接

続されたターゲッ ト ・ デバイス、 またはテ ィア接続されたアプラ イアンスに接続された

ターゲッ ト ・ デバイスでは、 バーチャル ・ メディアはサポート されません。

共有する メディア ・ デバイスは、 アプライアンスの4つのUSBポートのいずれか、 または

リ モー ト ・ コンピュータのUSBポート のどちらかに接続できます。 リ モー ト で追加され

た メディ アをターゲッ ト ・ デバイ ス と共有するには、 Webインターフェ イ スまたは リ

モー ト ・ コンピュータにインス ト ールされたバーチャル ・ コン ソール ・ ソ フ ト ウ ェア

（VCS） ク ラ イアン ト ・ ソフ ト ウェアを使用します。

バーチャル ・ メディア機能を使用する と、 ユーザーは、 オペレーテ ィ ング ・ システムの

アップグレード、 CDからの起動、 アプ リ ケーシ ョ ンのインス トール、 BIOSのアップグ

レード、 システムのバッ クアップなどの操作をターゲッ ト ・ デバイス上で行な う こ とが

できます。

変換オプシ ョ ン ・ ケーブル 

変換オプシ ョ ン （CO） ケーブルは、 各ターゲッ ト ・ デバイスに接続するインテ リ ジェン

ト ・ インターフェイスです。 COケーブルのファームウェアは、 Webインターフェイス、

OSCARインターフェイス、 VCS、 またはコンソール ・ メニューを使用してアップグレー

ドできます。

COケーブルのモデルは、 PS/2ポート またはUSBポート を使用してターゲッ ト ・ デバイス

をサポート し ます。 次の COケーブル のタイプのいずれかを各ターゲッ ト ・ デバイスに

接続する必要があ り ます。

• IBM 250 mm KVM変換オプシ ョ ン （KCO） ケーブル － PS/2とVGAコネクター

• IBM 1.5 M KVM変換オプシ ョ ン （KCO） ケーブル － PS/2とVGAコネクター

• IBMバーチャル・ メ ディ ア変換オプショ ン （VCO） ケーブル － USB２ と VGAコネクター

注 ： バーチャル ・ メディアをサポートするには、 ターゲッ ト ・ デバイスがVCOケーブルに接続されている必要

があり、 VCOケーブルがアプライアンスに直接接続されている必要があります。 デイジー ・ チェーン接続され

たターゲッ ト ・ デバイス、 またはテ ィア接続されたアプライアンスに接続されたターゲッ ト ・ デバイスでは、

バーチャル ・ メディアはサポート されません。

• IBM USB変換オプシ ョ ン （UCO） ケーブル － USBとVGAコネクター
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図 1.2 ： COケーブルの例

CAT5ケーブルは、 最適なデジタル ・ ディ スプレイ解像度とビデオ設定を実現しつつケー

ブル量を大幅に減らすこ とができます。 各COケーブルの組み込みメモ リーによ り、 固有

の識別コードおよび各追加ターゲッ ト ・ デバイスについて構成可能なオプシ ョ ン名が保

存され、 構成が簡素化されます。

このインテ リ ジェンス機能がCOケーブルに統合されたこ とによってセキュ リ テ ィが強化

され、 ケーブル配線の変更によるターゲッ ト ・ デバイスへの不正アクセスが防止されま

す。 各COケーブルは、 ターゲッ ト ・ デバイスから直接給電されます。

COケーブルのキープアライブ機能がキーボードをエ ミ ュレート し、 アプラ イアンスの電

源がオフの場合やCOケーブルと スイ ッチとの間の接続が切断された場合でも、 サーバー

のロ ッ クアップを防止します。

各KCOケーブルおよびUCOケーブルには、 CAT5ケーブルを接続するためのRJ-45ポート

が2つあ り ます。 各VCOには1つのRJ-45ポー ト があ り ます。 RJ-45ポー トは次の方法で使

用します。

• CAT5ケーブルは、 ターゲッ ト ・ デバイスの COケーブルにある RJ-45ポート 、 および独

立型またはティ ア接続されたアプライアンスのARIポート に接続する必要があり ます。

• ターゲッ ト ・ デバイスが単一のARIポートからデイジー ・ チェーン接続されている場

合、 CAT5ケーブルは、 ターゲッ ト ・ デバイスに接続されたKCOまたはUCOの2番目

のRJ-45ポー ト に接続する必要があ り ます。 CAT5 ケーブルの も う 一方の端は、

チェーン内の次のターゲッ ト ・ デバイスに接続されたKCOケーブルまたはUCOケー

ブルの1番目のRJ-45ポートに接続する必要があ り ます。

• KCOまたはUCOケーブルを使用してポートに接続されるターゲッ ト ・ デバイスが1台
のみの場合、 またはターゲッ ト ・ デバイスがデイジー ・ チェーンの最後の場合、 接

続されたKCOケーブルまたはUCOケーブルの2番目のRJ-45ポー ト にターミ ネーター

を接続する必要があ り ます。

UCOまたはVCOケーブル 

KCOケーブル 
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図 1.3 ： UCOケーブルのRJ-45ポートに接続されたCAT5ケーブルとターミネーター

OSCARグラフ ィ カル ・ インターフェイス

ローカル ・ ユーザー ・ ステーシ ョ ンのユーザーはOSCARインターフェイスを使用できま

す。 このインターフェ イ スには、 ス イ ッチング ・ システムを構成する メ ニューやター

ゲッ ト ・ デバイスを選択する メ ニューがあ り ます。 個別の名前、 eID （電子ID） または

ポート番号別にターゲッ ト ・ デバイスを一覧表示にできます。 OSCARインターフェイス

の使い方については 章 3 を参照して ください。

セキュリテ ィ

管理者は、 OSCARインターフェイスを構成してパスワード と ス ク リーン ・ セーバーを設

定する こ とによ り、 スイ ッチング ・ システムへのアクセスを制限できます。 管理者が指

定した時間枠内にユーザーが何も操作を行わないと、 ス ク リーン ・ セーバーが機能し、

正しいパスワードを入力しないとアクセスが許可されなくな り ます。

作動モード

OSCARユーザー ・ インターフェ イ スでは、 管理者はターゲッ ト ・ デバイ スのブロード

キャス ト 、 スキャン、 スイ ッチ、 および共有オペレーシ ョ ン ・ モードを構成できます。

ビデオ

アプラ イアンスは、 アナログのVGA、 SVGAおよびXGAビデオ用に最適な解像度を提供

します。 アプラ イアンス と ターゲッ ト ・ デバイスを隔てているケーブルの長さによ り ま

すが、 最大1280 x 1024の解像度での表示が可能です。

CAT5ケーブル

ターミネーター
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フラッシュ ・ アップグレード可能

アプラ イアンスのフ ァームウ ェアは、 Webインターフェ イ ス、 OSCARインターフェ イ

ス、 VCS、 またはコン ソール ・ メ ニューを使用してよ り新しいバージ ョ ンにア ップグ

レードできます。

ファームウェアのアップグレードの詳細については、 付録 A を参照して ください。

ネッ トワーク接続を使ったアプライアンスのアクセス

アプラ イアンスではイーサネッ ト 上の通信にTCP/IPが使用されます。 ネッ ト ワーク ・

ポー ト は1000BASE-T イーサネ ッ ト にまで対応し ています。 10BASE-T と ス イ ッ チ

100BASE-Tイーサネッ ト も使用でき ます。 ネ ッ ト ワーク ・ ポー ト を介して、 管理者と

ユーザーはスイ ッチング ・ システムにデジタル ・ アクセスするこ とができます。

ターゲッ ト ・ デバイスへのアクセス

ユーザーがOSCAR、 WebインターフェイスまたはVCSにアクセスすると 、 このユーザーが

表示と 管理を許可されているすべてのターゲッ ト ・ デバイスのリ スト が表示されます。 リ

スト からターゲッ ト ・ デバイスを選択すると 、 KVMセッショ ンが作成され、 選択したター

ゲッ ト ・ デバイスのビデオが「 ビデオ・ ビューアー」 ウィ ンド ウに表示されます。

注 ： ビデオ ・ ビューアーを使用するには、 JRE 5.0 update 11がコンピュータにインス トールされている必要が

あります。
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アプライアンス構成の例

図 1.4 ： アプライアンス構成の例

表 1.1 ： GCM2とGCM4アプライアンスのモデル比較

モデル ポート リモート  
ユーザー

ローカル 
ユーザー

ローカル ・ バーチャル ・ メ

ディア ・ セッシ ョ ン

リ モ ー ト ・ バ ー チ ャ ル ・ メ

ディア ・ セッシ ョ ン

GCM2 16 2 1 1 2

GCM4 16 4 1 1 4

リモート・ユーザー

GCM2 または GCM4 アプライアンス

イーサ

リモート・ユーザー

 ターゲッ ト・デバイスの 
ラ ック

ローカル・ユーザー

バーチャル・メディア

デバイス

ネッ ト
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章

2 インストール

この章では、 アプラ イアンスをセッ ト アップおよび構成するための以下のタスクについ

て説明します。

1. アプラ イアンスを開梱してコンポーネン ト全部が正しい状態で揃っている こ と を確

認します。 詳細については 「必要なアイテム （ページ11） 」 を参照して ください。

2. 接続する各ターゲッ ト ・ デバイスで、 必要に応じてマウス設定を調整します。 詳細

については 「マウス／カーソル設定に対して必要な調整 （ページ12） 」 を参照して

ください。

3. 「安全に関する注意事項 （ページ13） 」 を読んで指示に従ってください。

4. アプラ イアンスをラ ッ クに収納します。 詳細については 「アプラ イアンスのラ ッ ク

収納 （ページ15） 」 を参照して ください。

5. 電源、 アプラ イアンス、 ローカル ・ ユーザー ・ ステーシ ョ ン、 ターゲッ ト ・ デバイ

ス、 およびイーサネッ ト 間のすべてのハード ウ ェア接続を行います。 以下のセク

シ ョ ンを参照して ください。

• アプライアンスへのハード ウェアの接続 （ページ17）

• デイジー ・ チェーン接続 （ページ19）

• アプライアンスのティア接続 （ページ19）

「ク イ ッ ク ・ インス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド」 も参照して ください。

6. 電源を入れ、 すべての接続が作動し ている こ と を確認し ます。 詳細については

「イーサネッ ト接続の確認 （ページ19） 」 を参照して ください。

7. アプラ イアンスへの接続を構成します。 詳細については 「構成オプシ ョ ン とデフォ

ルト認証 （ページ24） 」 を参照して ください。
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下図は、 アプライアンスの構成の一例です。

図 2.1 ： アプライアンスの基本構成

デジタル・ユーザー

電源

ネッ ト

コード

ローカル・ユーザー

ARI ポート

1-16

Cat5
ケーブル

 

* ターゲッ ト ・ デバイスとのバーチャル ・ メディア ・ セッ

シ ョ ンを有効にするには、 ターゲッ ト ・ デバイスにVCO
ケーブルが接続されていなければなりません。 バーチャ

ル ・ メデ ィ アがチェーン接続されたターゲッ ト ・ デバイ

ス上にある場合や、 ターゲッ ト ・ デバイスがテ ィ ア接続

されたアプライアンスやバーチャル ・ メデ ィ アをサポー

ト し ないスイ ッ チに接続されている場合は、 バーチャ

ル ・ メディア ・ セッシ ョ ンはサポート されません。

ターゲッ ト・デバイス 1-16

バーチャル・メディア・デバイス *

周辺機器

VCO、 KCO または UCO

ワーク
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必要なアイテム

アプラ イアンスをインス トールする前に、 必要なアイテムが全部揃っている こ と を確認

して ください。 下記のアイテムがアプライアンスの同梱品と して含まれています ：

• 電源コード  

• ラ ッ ク収納用金具 

• マニュアル類が収録されたCD 

• Virtual Console Softwareインス トール用CD 

• ク イ ッ ク ・ インス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド

• 1-Uフ ィ ラー ・ パネル 

• ターミネーター （16個）

この他に次のアイテムも必要です ：

• プラス ド ラ イバー

• 接続するターゲッ ト ・ デバイス1台につき IBM変換オプシ ョ ン （KCO、 UCO、 または

VCO） ケーブルとCAT5ケーブルを各1本

• ティア接続するスイ ッチごとに1本のCATケーブル

• KCOを使用してティ ア接続されるスイッチごとに1本のIBM KVM変換オプショ ン （KCO）

オペレーティ ング・ システム、 ブラウザ、 およびJREの必要条件

ターゲッ ト ・ デバイスでは次のいずれかのオペレーティ ング ・ システムで稼動している

必要があ り ます。

• Microsoft® Windows® 2000 ServerおよびAdvanced Server

• Microsoft Windows XP ProfessionalおよびStandardの32ビッ ト ・ エディシ ョ ン

• Microsoft Windows Server 2003 Web、 Standard、 およびEnterprise、 32ビッ ト ・ エディ

シ ョ ン

• Microsoft Windows Server 2003 Enterprise IA64、 Standard、 およびEnterprise EM64Tエ
ディシ ョ ン

• Microsoft Windows Vista StandardおよびEnterpriseの32ビッ ト ・ エディシ ョ ン

• Microsoft Windows Vista StandardおよびEnterpriseのEM64Tエディシ ョ ン

• Red Hat® Enterprise Linux® 3.0、 4.0、 および5.0、 IA32およびEM64T、 WS、 ES、 およびAS

VCSを稼動している ク ラ イアン ト ・ コンピューターでは次のいずれかのオペレーティ ン

グ ・ システム ・ バージ ョ ンで稼動している必要があ り ます。

• Microsoft Windows 2003 Server （Service Pack 1） Web、 Standard、 およびEnterprise
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• Microsoft Windows XP Professional （Service Pack 2）

• Microsoft Windows Vista Business

• Microsoft Windows 2000 Professional （Service Pack 4）

• Red Hat Enterprise Linux 3.0、 4.0、 および5.0 WS、 ES、 およびAS

• SUSE Linux Enterprise Server 9、 およびServer 10

Webインターフェイスへのアクセスに使用するコンピューター、 およびVCS稼動のク ラ

イアン ト ・ コンピューターには、 次のいずれかのブラウザがインス トールされていなけ

ればなり ません。

• Internet Explorer 7.0以降

• Netscape 7.0以降

• Firefox 2.0以降

Webインターフェイスへのアクセスに使用するコンピューター、 およびVCS稼動のク ラ

イアン ト ・ コンピューターには、 Java Runtime Environment JRE 5.0 update 11がインス トー

ルされていなければな り ません。 （JREのバージ ョ ンが正し く ないと ビデオ ・ ビ ュー

アーーは作動しません。 ）

マウス／カーソル設定に対して必要な調整

ローカル ・ マウスの動作と リモー ト ・ カーソル （ポインター） の表示を同期させるため

に、 スイ ッチ ・ システムへのアクセスに使用する各リ モー ト ・ コンピューター、 および

各ターゲッ ト ・ デバイスでマウス設定を修正する必要があ り ます。

マウスのプロパテ ィで、 カーソルの加速 （ 「ポインター速度」 と称されている こ と もあ

り ます） が 「遅く」 または 「なし」 に設定されていて、 「既定のボタンに移動」 が無効

になっているこ とを確認します。

特殊なカーソルは使用しないでください。 また、 カーソルを視認できるかど うかに関す

るオプシ ョ ン （ポインターの軌跡、 Ctrlキーを押すとカーソル位置が表示される、 カーソ

ルの影付け、 カーソルの非表示など） がオフになっているこ とを確認して ください。

注 ： カーソルの同期の問題に対処するには、 「ビューアーー」 ウィ ン ドウの 「ツール」 － 「シングル ・ カーソ

ル ・ モード」 コマンドを使用して、 参照中のターゲッ ト ・ デバイスのカーソルとスイッチ ・ システムにアクセ

スしているコンピュータ上のカーソルとの間でコン ト ロールを手動で切り換えるこ とができます。 ビュー

アーーについての説明は、 「VCSインス ト レーシ ョ ン／ユーザー ・ ガイ ド」 に記載されています。
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安全に関する注意事項

機器を安全に操作するために下記のガイ ド ラ インを遵守して ください。

記述 1

危険

電源、 電話、 通信ケーブルからの電流は危険です。

電気シ ョ ックを受ける危険を避けるために ：

• 落雷中は、 ケーブルの接続、 接続解除、 さらに本製品の設置、 メンテナン

ス、 または再設定を行わないこと。

• 電源コードはすべて、 正し く配線、 接地処理された電源コンセン トに接続す

ること。

• 本製品に取り付ける機器は、 正し く配線されたコンセン トに適切に接続する

こと。

• できるだけ、 両手を使わず片手だけで信号ケーブルの接続、 接続解除を行う

こと。

• 火災、 水害、 または構造的な損傷を受けた形跡が見られる場合には、 絶対に

機器のスイッチを入れないこと。

• 設置および設定手順に特定的な記載がない限り、 装置のカバーを開ける前に

は、 取り付けられている電源コード、 通信システム、 ネッ トワーク、 および
モデムの接続を解除すること。

• 本製品または取り付けられている装置を設置したり、 移動したり、 カバーを

開く ときには、 次表の記載に従ってケーブルの接続、 接続解除を行う こと。

接続するには ： 接続を解除するには ：

1. すべてをオフにする。 1. すべてをオフにする。

2. 最初に、 すべてのケーブルを装置に取り

付ける。

2. 最初に、 コンセン トから電源コードを取り

外す。

3. 信号ケーブルをコネクタに取り付ける。 3. 信号ケーブルをコネクタから取り外す。

4. 電源コードをコンセン トに取り付ける。 4. すべてのケーブルを装置から取り外す。

5. 装置のスイッチをオンにする。



14        Global Console Managerインスレーシ ョ ン／ユーザーガイ ド

記述 8:

注意 ：

絶対に、 以下のラベルが付いている電源または部品にかけてあるカバーを外さないで
ください。

このラベルが付いているコンポーネン トの内部には危険なレベルの電圧、 電流、 エネ
ルギーが存在します。 これらのコンポーネン ト内に修理可能な部品はありません。 そ
れらの部品のいずれかに問題があると思われる場合は、 サービス技術者に連絡して く
ださい。

一般な指示

• サービス ・ マークを確認し、 その指示に従います。

• アプラ イアンスのマニュアルに記載されている以外の修理、 メ ンテナンス作業は行

わないでください。

• 電光マーク付きの三角形記号が付いているカバーを開 く と、 感電の危険があ り ま

す。 これらの格納区画内の部品については、 訓練を受けたサービス技術者だけが修

理を行います。

• 本アプラ イアンスには修理可能な部品は含まれていません。 アプラ イアンスを開け

よ う と しないでください。

• 次のいずれかの状態が発生した場合は、 電源コンセント から アプラ イアンスの電源

ケーブルを抜いて、 部品を交換するか、 認定サービス業者に問い合わせてく ださい。

• 電源ケーブル、 延長コード、 またはコネク ターが破損した。

• 製品内部に物体が落ちてしまった。

• アプライアンスが浸水した。

• アプライアンスが落下したか、 または破損した。

• 操作手順に従ってもアプライアンスが正し く作動しない。

• アプラ イアンスは暖房器具や熱源から離して設置して ください。 また、 冷却用の通

気孔をふさがないでください。

• アプラ イアンス ・ コンポーネン ト に食べ物や液体をこぼさないで ください。 また、

湿潤環境ではアプラ イアンスを操作しないでください。 アプラ イアンスが浸水した

場合、 ト ラブルシューテ ィ ング ・ ガイ ドの適用できる項を参照するか、 認定サービ

ス業者にお問い合わせください。

• 本アプライアンス との併用は、 認定されている機器のみと して ください。
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• カバーを外す／内部コンポーネン ト にアクセスする際は、 アプラ イアンスが常温に

戻ってから行ってください。

• 必ず電気定格ラベルに記載の外部電源タイプを用いてアプラ イアンスを作動させて

ください。 電源タ イプの要件がはっき り しない場合は、 認定サービス業者またはお

近くの電力会社にお問い合わせください。

• モニターおよび接続機器の電気定格が現在の設置場所の電源に適合している こ と を

確認して ください。

• 必ず本アプライアンスに付属の電源ケーブルのみを使用して ください。

• 感電を避けるため、 アプラ イアンスおよび周辺機器の電源ケーブルは、 正しい方法

でアース処理されたコンセン ト に接続して ください。 これらの電源ケーブルは、 正

し く アースするために、 三本脚コネク ターが使用されています。 アダプター ・ コネ

クターを使用した り、 アースピンをケーブルから取り外した り しないでください。

• 延長ケーブルおよびケーブルタ ップは定格に従って使用して く ださい。 電源ス ト

リ ップに接続されている製品全部の合計定格アンペアが、 電源ス ト リ ップの最大定

格アンペアの80%を超えていないこ とを確認して ください。

• 突発的に起き る一時的な電力の増減からアプラ イアンスを保護するために、 サー

ジ ・ サプレ ッサー、 ラ イン ・ コンディ シ ョ ナー、 または無停電電源装置 （UPS） を

使用して ください。

• アプラ イアンスのケーブルおよび電源ケーブルは慎重に配置して ください。 ケーブ

ルは踏んだりつまずいた りする こ とのない形で配線して ください。 ケーブルには何

も載せないでください。

• 電源ケーブルやコネク ターは改造しないで ください。 設置場所での電気的改修につ

いては、 有資格の電気技術者または地域の電力会社にお問い合わせください。 必ず

使用の地域および国の配線規定に従って ください。

アプライアンスのラッ ク収納

アプラ イアンスや他のコンポーネン ト をラ ッ クに設置する前に （まだ設置を行っていな

い場合） 、 まずラ ッ クを最終設置箇所に固定します。 機器をラ ッ クの底部から設置して

いき、 上に向かって作業を続けて ください。 ラ ッ クに不均一な負荷あるいは過負荷をか

けないよ う注意して ください。

全般的なガイド ライン

• 特定の注意事項および手順については、 ラ ッ クに付属の取り付け用マニュアルを参

照して ください。

• 周辺温度の上昇 ： 密閉型ラ ッ ク ・ アッセンブ リ内では、 ラ ッ ク内の作動温度が室温

よ り高く なる こ とがあ り ます。 ユニッ ト の定格最高周辺温度を超えないよ うに注意

して ください。
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• 気流の減少 ： 機器の安全な作動に必要な適切な気流量が維持できる よ う、 十分配慮

して機器をラ ッ クに取り付けてください。

• 機械的負荷： 機器をラ ッ ク に注意して収納し、 不均一な機械的荷重により 危険な状態

が生じるこ と がないよう してく ださい。

• 回路の過負荷 ： 装置を電源回路に接続する際は十分注意し、 回路の過負荷が過電流

保護装置と給電用配線に及ぼす影響に十分留意して く ださい。 最大電流について

は、 機器の銘板に記載された定格を守ってください。

• 確実なアース接地 ： ラ ッ クに収納された装置については、 常時確実なアース接地を

確保して ください。 分岐回路に対し直接接続以外に給電接続を行う場合は （例えば

テーブルタ ップの使用） 、 特に注意を払ってください。

アプライアンスをラック側面に垂直に設置する方法

アプライアンスを垂直に設置するには、 以下の手順を行います ：

1. アプライアンスのそれぞれの側面に付いているネジを外します。

2. L型ブラケッ トの小さい穴とアプライアンスのネジ穴とを合わせてください。

3. プラスのド ライバーを使用し、 8/32 x 1/2インチのなべ頭ねじ2本を使用して、 取付金

具を両側と もアプライアンスに締め付けます。

4. 各ブラケッ ト の溝の長い穴を、 ラ ッ クの対応する穴の組に合わせて、 アプラ イアン

ス ・ アッセンブ リ をラ ッ クに収納します。 次に、 コンビネーシ ョ ン六角頭ネジをブ

ラケッ ト の溝と ラ ッ クの穴を通して差し込みます。 歯付き六角フランジ ・ ナッ ト を

ネジに被せ、 締め付けます。

ラ ッ クの側面コンパート メ ン トの上／下側支柱の取り付け穴は、 50.8 cmから57.3 cm
の間隔を持たせて離しておく必要があ り ます。 ラ ッ クの側支柱が移動可能なタイプ

で、 側支柱の位置を移動する必要がある時は、 あらかじめ、 この設定のためのス

ペースを と っておかなければな り ません。 このスペースがまだ決められていない場

合は、 ラ ッ ク付属の説明書を参照して ください。

図 2.2 ： アプライアンスの垂直方向の設置
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1Uラ ック収納スペースにアプライアンスを水平方向に設置する方法

注： アプライアンスを1-Uスペースに水平方向に取り付ける場合は、 フ ィ ラー ・ パネルをラ ッ クの前に配置す

る必要があります。

アプライアンスを水平に設置するには、 以下の手順を行います ：

1. アプライアンスの各側面に付いているネジを外します。

2. 各取付金具の 「長い側」 にある穴とスイ ッチのネジ穴を合わせます。

3. プラスのド ライバーを使用し、 8/32 x 1/2インチのなべ頭ねじ2本を使用して、 取付金

具を両側と もアプライアンスに締め付けます。

4. 4 個のケージ ・ ナッ ト またはク リ ップ ・ ナッ ト を、 ラ ッ クのラ ッ ク取付フランジに取

り付けます。 この時ナッ トは、 ラ ッ クの内側になるよ うにします。

5. 各取付金具の 「短い側」 の穴が、 機器のラ ッ クの合わせ穴に正し く合 う よ う にし

て、 アプラ イアンス ・ アセンブ リ をラ ッ クに収納します。 コンビネーシ ョ ン六角頭

ネジをブラケッ ト の溝とマウン ト ・ レールの穴を通して差し込み、 ケージナッ ト ま

たはク リ ップナッ ト まで差し込みます。

図 2.3 ： アプライアンスの水平方向の設置

アプライアンスへのハードウェアの接続

アプライアンスを接続して電源をオンにするには、 以下の手順で行います ：

1. ス イ ッチ ・ システムの一部を構成する ターゲッ ト ・ デバイ スの電源をオフにし ま

す。 付属の電源コードの一端をアプラ イアンスの背面に接続し、 コードのも う一方

の端をAC電源に接続します。

2. VGA モニター、 キーボード、 およびマウスのケーブルをラベル付きのポートにそれ

ぞれ接続します。
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PS/2またはUSBのキーボード ・ コネク ターとマウス ・ コネク ターを混在させる こ と

ができます。 キーボード とマウスの両方をインス トールしないと、 キーボードが正

し く初期化されません。 DVIモニターやEGAモニターは接続しないで ください。 簡

単に識別できるよ うにケーブルにラベルを付けておきます。

3. ターゲッ ト ・ デバイスを接続します。

a. ターゲッ ト ・ デバイスに対する適切な機種のCO （KCO、 UCO、 またはVCO） ケー

ブルを用意します。

b. COケーブルをターゲッ ト ・ デバイスに接続します。

c. CAT5パッチ ・ ケーブル （4対、 10 mまで） の一端をCOケーブルのRJ-45ポートに

接続します。

d. COに接続されたCAT5ケーブルのも う一方の端を、 ターゲッ ト ・ デバイスの後面

にあるARIポートに接続します。 直接に接続するターゲッ ト ・ デバイスすべてに

ついて、 a ～ d の手順を繰り返します。

e. 各KCOまたはUCOの2番目のRF-45ポートにターミネーターを接続します。 ただ

し、 このポートに別のターゲッ ト ・ デバイスをデイジーチェーン接続する場合を

除き ます。 複数のターゲッ ト ・ デバイ スをチェーン接続する場合は、 「デイ

ジー ・ チェーン接続 （ページ19） 」 の手順に従ってください。

4. イーサネッ ト ・ ネッ ト ワークからの CAT5 パッチ ・ ケーブルをアプライアンス後面の

LANポートに接続します。

5. コンソール ・ メニュー ・ インターフェイスを使用して設定構成やファームウェアの

アップグレード を行な う予定の場合には、 ス ト レー ト ・ スルー ・ シ リ アル ・ ケーブ

ルを使用し、 端末エ ミ ュ レーシ ョ ン ・ ソ フ ト ウ ェ アを実行する端末またはコ ン

ピューターを、 アプラ イアンスの背面パネルの構成ポート に接続します。 この端末

は、 9600bps、 8ビッ ト 、 1ス ト ップ ・ ビ ッ ト 、 パ リ テ ィなし、 フロー ・ コン ト ロール

なしに設定して ください。

6. ローカル・ バーチャル・ メ ディ アを有効化するには、 USB メ ディ ア・ デバイスをアプ

ライアンスのUSBポート に接続します。

7. 各ターゲッ ト ・ デバイスをオンにしてから 、 アプライアンスの電源をオンにします。

8. アプライアンスは約 1 分後に初期化を完了し、 OSCAR グラフ ィカル ・ ユーザー ・ イ

ンターフェイス （GUI） の 「Free」 タグをローカル ・ ユーザー ・ ステーシ ョ ンのモニ

ターに表示します。

9. アプラ イアンスへのアクセスを構成します。 詳細については 「構成オプシ ョ ン とデ

フォルト認証 （ページ24） 」 を参照して ください。
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イーサネッ ト 接続の確認

システムの電源をオンにした後、 イーサネッ ト ・ ポー ト の横のLEDを確認します。 右側

の緑色のLEDは 「リ ンク」 表示用です。 ネッ ト ワークへの有効な接続が確立されたと き

に点灯し、 ポー ト にアクテ ィブビテ ィがある と きには点滅します。 左側の黄色／緑色の

LEDは、 イーサネッ ト接続の通信速度 （100 Mbps 時 - 黄色、 1000 Mbps時 － 緑色） を表

します。

デイジー・ チェ ーン接続

各ARIポー ト から16台までのターゲッ ト ・ デバイ スをデイジー ・ チェーン接続でき ま

す。 したがって、 単一のGCM2またはGCM4アプラ イアンスで最大256台のターゲッ ト ・

デバイスを管理できます。

ターゲッ ト ・ デバイスをデイジー ・ チェーン接続するには、 以下の手順で行います ：

1. CAT5 ケーブルの一方の端を、 ターゲッ ト ・ デバイスに接続された KCO または UCO
ケーブルの2番目のRJ-45ポートに接続します。

2. このケーブルのも う一方の端を、 チェーン接続されるターゲッ ト ・ デバイスの KCO
またはUCOケーブルの最初のRJ-45ポートに接続します。

3. チェーン接続されるすべてのターゲッ ト ・ デバイスについて 1～2 までの手順を繰り

返します。

4. チェーンの最後まできたら、 チェーンの最後の KCO または UCO ケーブルの 2番目の

RJ-45ポートにターミネーターを追加します。

アプライアンスのティ ア接続

GCM2およびGCM4アプライアンスをティア接続して、 同じスイ ッチング ・ システムの一

部と して256台までのターゲッ ト ・ デバイスを統合できます。 互換性のある以前のモデル

のKVMスイ ッチもテ ィ ア接続でき、 単一のGCM2またはGCM4アプラ イアンスから最大

2048台のターゲッ ト ・ デバイスの管理が可能になり ます。

GCM2またはGCM4アプライアンスはカスケード ・ デバイス （テ ィア接続されたアプライ

アンス、 またはテ ィ ア接続されたレガシー ・ ス イ ッチ） を自動検出し ますが、 管理者

は、 Webインターフェイス、 VCS、 またはOSCARインターフェイスを使用してカスケー

ド ・ デバイス上のポート数を指定する必要があ り ます。

これらの設定構成オプシ ョ ンの詳細については、 「構成オプシ ョ ン とデフォル ト 認証

（ページ24） 」 を参照して ください。 Webインターフェイスを使用してポー ト数を指定

する方法については、 「カスケード ・ デバイスの名前とチャンネル数を指定するには、

以下の手順で行います （ページ55） 」 を参照して ください。
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図 2.4 ： テ ィアド （テ ィア接続された） アプライアンス （1台） でのアプライアンスの設定構成

ローカル ・ ユーザー

GCM2アプライアンス （メイン）

ARIポート

プライマリ ・ ターゲッ ト ・ デバイス

テ ィ ア ド （セカンダリ）

LCM2アプラアンス

セカンダリ ・ ターゲッ ト ・ デバイス

ACIポート
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メ インのGCM2あるいはGCM4の各ARIポー ト は、 CAT5ケーブルを使用して次のいずれ

かの方法で互換性のある別のスイ ッチに接続できます。

• 別のGCM2／GCM4アプライアンスまたは以前のモデルのスイ ッチのACIポートに接

続する。

• 以前のモデルのスイッチのローカル・ ユーザー・ ポート に接続されたKCOに接続する。

図 2.5 ： 以前のモデルのアプライアンスのティア接続 

テ ィア接続されているアプラ イアンスに接続されたすべてのターゲッ ト ・ デバイスが、

メ イン ・ アプライアンスのターゲッ ト ・ デバイス ・ リ ス トに一覧表示されます。

GCM2 または GCM4 アプライアンス

KCOケーブル 

CAT5 ケーブル CAT5 ケーブル CAT5 ケーブル

CAT5 ケーブル

ローカル ・ ユーザー 

 

CAT5 ケーブル

CAT5 ケーブル

KCOケーブル 
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以下の以前のモデルのスイ ッチは、 GCM2／GCM4アプライアンス と互換性があ り ます。

• IBM NetBAYTM 1x4 Console Switch 

• IBM NetBAY 2x8 Console Switch 

• IBM NetBAY ACT Remote Console Manager 

• IBM NetBAY ACT Local Console Manager 

• IBM 1x8 Console Switch 

• IBM 2x16 Console Switch

以前のモデルのスイ ッチをティア接続する場合、 GCM2／GCM4アプライアンスがティア

の最上位の1次 （メ イン） アプライアンスになるよ うにして ください。 リ ス トに挙げた以

前のモデルのアプライアンスでは、 2レベルまでのティア接続がサポート されます。

複数のGCM2／GCM4アプライアンスをティア接続するには、 以下の手順で行います ：

1. 2台目のGCM2またはGCM4アプライアンスを、 メ インGCM2／GCM4アプライアンス

と同じラ ッ クに収納します。

2. すべてのターゲッ ト ・ デバイスを接続します。

3. CAT5 ケーブルの一端を、 ティア接続されたアプライアンスの ACI ポートに取り付け

ます。

4. CAT5ケーブルのも う一方の端を、 1次 （メ イン） アプライアンスのARIポートの1つ
に接続します。

5. Web インターフェイス、 VCS、 または OSCAR インターフェイスを使用して、 ティア

接続されたアプライアンスのポート数を指定します。

以前のモデルのアプラ イアンスをGCM2／GCM4アプラ イアンスにテ ィ ア接続するに

は、 以下の手順で行います ：

1. 以前のモデルのアプラ イアンスを、 アプラ イアンスに付属の手順説明に従って メ イ

ンGCM2／GCM4アプライアンス と同じラ ッ クに収納します。

2. ティア接続されたアプライアンスに CO ケーブルで接続するには、 以下の手順で行い

ます ：

a. CO ケーブルのキーボード、 モニター、 マウスの各コネクターを、 ティア接続さ

れたアプライアンスのローカル ・ ユーザー ・ ポートに取り付けます。

b. CAT5ケーブルの一端を、 COケーブルの端に取り付けます。

c. ティア接続されたアプライアンスに CO ケーブルで接続する場合は、 ティア接続

の最後のアプラ イアンスに接続されているCOケーブルの2番目のRJ-45ポー ト

に、 ターミネーターを取り付けます。
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3. ティア接続されたアプライアンスに CAT5 ケーブルで接続するには、 以下の手順で行

います ：

a. CAT5 ケーブルを、 ティア接続されたアプライアンスの RJ-45 コネクター （ACI
ポート ） に直接接続します。

b. CAT5 ケーブルのも う 一方の端を、 アプラ イ アンス後面の ARI ポート に接続し

ます。

4. 該当のデバイスに付属の手順説明に従って、 テ ィ ア接続されたアプラ イアンスに接

続されているターゲッ ト ・ デバイスのスイ ッチを一旦オフにしてから再びオンにし

ます （電源を入れ直します） 。

5. CO ケーブルを使用している場合は、 ティア接続されたアプライアンスでスイ ッチの

オフ／オン操作 （電源の入れ直し） を行い、 ローカル ・ ポート でCOケーブルを認識

できるよ うにします。

6. Web インターフェイス、 VCS、 または OSCAR インターフェイスを使用して、 ティア

接続のアプライアンスのポート数を指定します。

7. すべてのアプライアンスについて手順2～6を繰り返します。

最大数のターゲッ ト ・ デバイスを使用する場合のティ ア接続構成

最大数である2048台のターゲッ ト ・ デバイスをティア接続するには、 1台のGCM2または

GCM4アプライアンスのARIポートに、 16台のIBM Local 2x8 Console Manager （LCM2） ア

プライアンスを接続する必要があ り ます。

LCM2の2次アプライアンスの8つのARIポートからは、 8台のIBM 2x16 Console Switchアプ

ラ イアンスをテ ィア接続するか、 16台のターゲッ ト ・ デバイスをデイジー ・ チェーン接

続するこ とができます。

最大数 （2048台） のターゲッ ト ・ デバイスを構成するには、 以下の手順で行います ：

1. CAT5ケーブルを使用して、 1台のGCM2／GCM4アプライアンスの16のARIポートそ

れぞれを、 16台のLCM2アプライアンスのACIポートに接続します。

表 2.1 ： 2048台 （ターゲッ ト ・ デバイスの最大数） を使用する以前のモデルのスイッチ構成 

1次 （メイン） 2次 3次

GCM2またはGCM4 16台までのLCM2 2x8アプ ラ イ

アンス

 8台の2x16コンソール ・ スイッチ ・ アプライア

ンス （それぞれに16台のターゲッ ト ・ デバイ

スを接続）

-または-
各ARIポートからデイジー ・ チェーン接続され

た16台のターゲッ ト ・ デバイス
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2. 各LCM2アプライアンスのARIポートに、 追加アプライアンスをティア接続するか、

追加ターゲッ ト ・ デバイスをチェーン接続します。

• 別レベルのアプライアンスをティア接続するには ： CAT5 ケーブルを使用して、

テ ィ ア接続の各LCM2アプラ イアンスの8つのARIポー ト それぞれを、 8台の2x16
コンソール ・ スイ ッチ ・ アプライアンスのACIポートに接続します。

• 2 次ティアからターゲッ ト ・ デバイスをデイジー ・ チェーン接続するには ： 16 台

のターゲッ ト ・ デバイスのチェーンを、 テ ィア接続の各LCM2アプライアンスの

8つのARIポートそれぞれに接続します。

構成オプショ ンとデフォルト 認証

このセクシ ョ ンでは、 ローカルと リモー ト の構成オプシ ョ ン、 および各オプシ ョ ンにア

クセスするために必要なデフォル ト認証について比較します。 アプラ イアンスには、 デ

フォル ト のユーザー ・ アカウン ト が構成されています。 デフォル ト ・ ユーザー ・ アカウ

ン トのユーザー名は 「Admin」 で、 パスワードはあ り ません。

注 ： セキュ リテ ィのため、 いずれかの構成オプシ ョ ンに初めてアクセスしたら直ちにAdminアカウン トにパス

ワードを設定して ください。

ローカル ・ オプシ ョ ン と リ モー ト ・ オプシ ョ ンの一方または両方を使用して、 スイ ッチ

ング ・ システム内のターゲッ ト ・ デバイスへのユーザー ・ アクセスを構成します。

ローカル構成オプシ ョ ン

デフォル ト では、 シ リ アル構成ポートに接続されたローカル ・ ユーザー ・ ステーシ ョ ン
または端末にアクセス可能なユーザーは、 OSCARインターフェイスおよびコンソール ・

メニューを使用できます。

表 2.2 ： ローカル構成オプシ ョ ン

オプシ ョ ン アクセス方法 デフォルト認証 認証の構成方法

OSCAR イ ン ター

フェイス

詳細に ついて は

「章 4」 を参照し

てく ださい。

アプライアンスに接続された

キーボー ド、 モニ ター、 マ

ウス

なし。 Print Screenキーを

押してアクセスします。

ス ク リ ーン ・ セーバーの設定、

Adminへのパスワード設定、 他の

アカウン トやパスワードの作成

コ ン ソ ー ル ・ メ

ニュー

詳細に ついて は

「章 5」 を参照し

てく ださい。

アプライアンスの構成ポー

ト に接続 さ れた、 端末 エ

ミ ュレーシ ョ ン ・ プログラ

ムを使用する端末またはコ

ンピューター

なし。 端末を接続し ま

す。 Console メ イン・ メ

ニューが表示されるまで

Enterキーを押します。

コンソール ・ パスワードを設定し

ます。
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リモート構成オプシ ョ ン

リ モー ト構成オプシ ョ ンは、 VCSク ラ イアン ト ・ ソフ ト ウェアまたは統合されたWebイ
ンターフェイスを使用してアプラ イアンスにネッ ト ワーク ・ アクセスできるコンピュー
ターで使用可能です。

アプライアンスのIPアドレスの設定構成

Webインターフェイスにアクセスするには、 ブラ ウザにアプラ イアンスのIPアド レスを

入力します。 管理者は、 コンソール ・ メニュー、 OSCARインターフェイスまたはVCSを
使用して、 IPア ド レスを事前に構成して ください。 DHCPと静的IPア ド レスの両方がサ

ポート されていますが、  静的IPアドレスをご使用になるこ とをお勧めします。

OSCARインターフェ イ スを使用してIPア ド レスの設定、 アクセスの制限、 およびター

ゲッ ト ・ デバイス名の指定を行な うには、 次の手順で行ないます ：

1. ローカル ・ ユーザー ・ ステーシ ョ ンのキーボードで Print Screen キーを押します。 メ

イン ・ ウ ィ ン ド ウにOSCARインターフェイス ・ ウ ィ ン ド ウが表示され、 接続されて

いるターゲッ ト ・ デバイスがポート番号別に一覧表示されます。

2. 設定 → 名前 を順にク リ ッ ク します。 「名前」 ウ ィンド ウが表示されます。

3. 各ターゲッ ト ・ デバイスの名前を入力します。

4. OK をク リ ッ ク し、 メ イン ・ ウ ィ ンド ウに戻り ます。

5. 設定 → セキュ リ ティの順にク リ ッ ク します。

表 2.3 ： リモート構成オプシ ョ ン

オプシ ョ ン アクセス方法 デフォルト認証 認証の構成方法

Webインターフェイ

ス

詳 細 に つ い て は

「章 3」 を参照し て

く ださ い。

アプライアンスのIPアドレスを

設定した後、 アプライアンスへ

のネッ トワーク ・ アクセスを有

するコンピューターで、 サポー

ト されるブラウザにIPアドレス

を入力します。

Webインターフェイスにア

クセスするには、 ユーザー

名とパスワード を使用して

ログインする必要がありま

す。 デフォルト のユーザー

名はAdminで、 パスワード

は <なし > です。

ターゲッ ト ・ デバイスに

アクセスする場合もログ

インが必要です。

Adminへのパスワー ド を

設定し ます。 他のアカウ

ン ト を作成しパスワード

を設定します。

VCS
「VCSインスト レー

ショ ン／ユーザー・

ガイド 」 参照

サポート されるコンピューター

でVCS ク ラ イアン ト を イ ンス

トールして起動します。

VCS Explorerにはログイン

は不要です。 ターゲッ ト ・

デバイスにアクセスするに

は、 ユーザー名とパスワー

ド を使用してログインする

必要があります。

VCSを使用してアプラ イ

アンスをまず検出してか

ら構成し ます。 ユーザー

を作成し、 パスワー ド お

よびターゲッ ト ・ デバイ

スへのアクセス権を指定

します。



26        Global Console Managerインスレーシ ョ ン／ユーザーガイ ド

6. 新規 フ ィールドをダブルク リ ッ ク し、 Adminのパスワードを入力します。

7. スク リーンセーバー有効化 チェッ クボッ クスを選択します。

8. 待ち時間 フ ィールドに、 秒数を入力します。

9. OK をク リ ッ ク し、 メ イン ・ ウ ィ ンド ウに戻り ます。

10.  設定 → ネッ ト ワーク  の順にク リ ッ ク します。

11. ネッ ト ワーク速度、 伝送モード、 およびIPアドレスを設定します。

12. OK をク リ ッ ク して設定内容を保存します。

13. ESC キーを押し、 メ イン ・ ウ ィ ンド ウに戻り ます。

14. OSCARインターフェイスを終了するには、 ESC キーを押します。

Webインタ ーフェ イスでのユーザー・ アカウント およびユーザー・
デバイス・ アクセスの構成

Webインターフェイスを使用してユーザー ・ アカウン ト の構成やターゲッ ト ・ デバイス

へのアクセス権指定を行うには、 次の手順で行ないます ：

1. アプライアンスのIPアドレスをブラウザに入力します。

2. Webインターフェイスにログインします。

3. 構成 タブをク リ ッ ク します。

4. 左側のメニューから  ユーザー をク リ ッ ク します。

5. ユーザーの追加 ボタンをク リ ッ ク します。

6. ユーザー名とパスワードを指定します。

7.  ユーザー ・ アクセス権の設定 をク リ ッ ク します。

8. デバイス名 （1つまたは複数） の横にあるチェッ クボッ クスを選択します。

9. 保存 をク リ ッ クすると 、 デバイスに対するユーザーのアクセス権が有効になり ます。

10. すべてのユーザーを設定するまで 5～9 の手順を繰り返します。

11. Webインターフェイスを終了するには、 ログアウ ト  をク リ ッ ク します。
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3 Webインターフェイスの使用方法

統合型のWebインターフェイスには、 アプラ イアンスにネッ ト ワーク ・ アクセスできる

コンピューターからアクセスします。 ユーザーは、 サポート対象のブラウザでアプラ イ

アンスに指定されている IPアド レスを入力し、 指示に従ってWebインターフェイスにロ

グインします。

管理者は、 Webインターフェイスを介してあらゆるシステム ・ ステータス とシステム設

定構成を参照でき ます。 ユーザーは、 Webインターフェ イ スを介してビデオ ・ ビ ュー

アーの起動、 ターゲッ ト ・ デバイス とのKVMセッシ ョ ンやバーチャル ・ メディア ・ セッ

シ ョ ンの確立、 および一定のシステム構成情報の表示を行う こ とができます。

サポート 対象のブラウザ

Webインターフェイスには以下のブラウザからアクセスできます ：

• Microsoft Internet Explorer 6.0以降

• Firefox 2.0以降

• Netscape 7.0以降

Webインタ ーフ ェ イスを使用するためのGCM2およびGCM4アプラ

イアンスのアッ プグレード

GCM2およびGCM4アプライアンスは、 最新バージ ョ ンのVCSを使用して、 Webインター

フェイスをサポートするファームウェア ・ バージ ョ ンにアップグレードする必要があ り

ます。 このセクシ ョ ンで詳述されている以下のタスクを実行して ください ：

• 最新バージョ ンのVCSソ フト ウェアをコンピューターにダウンロード してインスト ー

ルします。

• TFTP サーバーまたは VCS ク ラ イアン ト ・ コンピューターにアプライアンス ・ ファー

ムウェアをダウンロード します。
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• VCS アプライアンス管理パネル （AMP） のファームウェア ・ アップグレード ・ ツー

ルを使用して、 GCM2およびGCM4の各アプラ イアンス上のファームウェアを、 Web
インターフェイスをサポートするバージ ョ ンにアップグレード します。

• VCS 移行ウィ ザード と 再同期ウィ ザード を使用して、 アッ プグレード したアプライア

ンスを移行および再同期化します。

注 ： GCM2またはGCM4アプライアンスをアップグレード して移行すると、 Webインターフ ェ イスあるいは

VCSを使用してアプライアンスとそのターゲッ ト ・ デバイスを管理できるようになります。 VCSの使用の詳細

については、 「VCSインス ト レーシ ョ ン／ユーザー ・ ガイ ド」 を参照して ください。

VCSを起動してアプライアンスのAMPにアクセスするには、 以下の手順で行います ：

1. 最新バージ ョ ンの VCS をク ラ イアン ト ・ コンピューターにダウンロード してインス

トールします。

2. VCS を起動します。 （例では、 ソフ ト ウェアはデフォルトのロケーシ ョ ンにインス

トールされているものと します。 ）

• Microsoft Windowsオペレーティ ング・ システムの場合、 スタート  → プログラム  →
IBM Virtual Console Software を選択します。

• Linux オペレーティ ング・ システムの場合、 /usr/lib/IBM_Virtual_Console_Software/
に移動して、 ./IBM_Virtual_Console_Software と 入力します。

3. 「VCS Explorer」 ウ ィ ン ド ウで、 アプライアンス  を選択します。

4. アップグレードするアプラ イアンスを リ ス ト から選択します。 またログインしてい

ない場合は、 アプライアンスのログイン ・ ウ ィ ンド ウが表示されます。

5. 必要な場合にはログインして ください。 AMPが開きます。

アプライアンス ・ ファームウェアのアップグレードは以下の手順で行います ：

1. Web イ ンタ ーフェ イ スのサポート を含むバージョ ンのファ ームウ ェアを、 http://
www.ibm.com/support/ eitherから 、 VCSを 実行し ている コ ン ピ ュ ータ ーま たは

TFTPサーバーにダウ ンロ ード し ます。

2. 「 VCSアプライアンス」 ウィ ンド ウでアプライアンスを選択し、 ツール タブをク リ ッ

ク します。

3. アプラ イアンスの設定構成およびアプラ イアンスのユーザー ・ データベース ・ フ ァ

イルを保存します。 「アプラ イアンス構成ファ イルの管理 （ページ63） 」 と 「ユー

ザー ・ データベースの管理 （ページ65） 」 を参照して ください。

4. アプラ イアンス ・ フ ァームウェアをアップグレード します。 詳細については 「ツー

ル」 からのアプラ イアンス ・ フ ァームウェアのアップグレード （ページ60） を参照

して ください。
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注 ： アプライアンスの移行フラグがデータベースに設定されてアップグレード と再同期が完了するまでは、

AMPを閉じないで ください。

5. アップグレード の各手順を実行し、 すべてのアプライアンスをアップグレード します。

6. OK をク リ ッ ク してAMPを終了します。

7. アップグレード したアプライアンスの移行と再同期を行います。

アップグレード したアプライアンスの移行は以下の手順で行います ：

1. VCS Explorerで、 ツール → 移行 を選択します。 移行ウ ィザードが表示されます。

2. 次へ をク リ ッ ク します。 利用可能なアプラ イアンスの一覧にアッ プグレード したア

プラ イアンスが表示さ れます。

3. アップグレード されたアプラ イアンスが一覧に表示されない場合は、 次の手順を実

行して ください ：

a. キャンセル をク リ ッ ク して移行ウ ィザードを閉じます。

b. キャンセル をク リ ッ ク してツール ・ タブを閉じ、 AMPを終了します。

c. アプラ イアンスを選び、 アップグレード したアプラ イアンスを検出できる よ う

APMを再び開きます。

d. ツール → 移行 をク リ ッ ク します。

e. 次へ をク リ ッ ク します。

4. 移行する各アプライアンスを選択して > をク リ ッ ク し、 利用可能なアプライアンス

リ ス トから移行するアプライアンス  リ ス トにアプライアンスを移動します。

5. ローカル・ データベースのアプライアンス情報を使用するには、 ローカル データベー

スの情報を使用する  チェッ ク ・ ボッ ク スを選択します。

6. 次へ をク リ ッ ク します。 「 移行ウィ ザード の処理を終了中」 ウィ ンド ウが表示さ れ

ます。

7. 完了 をク リ ッ ク してウ ィザードを終了します。
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移行したアプライアンスの再同期は以下の手順で行います ：

1. VCS Explorerで、 アプライアンスの名前を右ク リ ッ ク します。 再同期 ボタンが表示

されます。

2. 再同期 ボタンをク リ ッ ク し ます。 アプラ イアンスの再同期ウィ ザード が表示さ れ

ます。

3. 次へ をク リ ッ ク し ます。 警告と 2つのチェッ ク ・ ボッ ク スのあるページが表示さ れ

ます。

4. 警告を読み、 必要に応じてチェッ ク ・ ボッ ク スのオプショ ンをオンにして次へ をク

リ ッ ク し ます。 「 アプラ イ アンスの再同期ウィ ザード の処理を終了中」 のメ ッ セー

ジが表示さ れます。

5. 完了 をク リ ッ ク して終了します。

アプラ イ アンスのWebイ ンタ ーフェ イ ス ・ サポート を削除する には、 以下の手順で行

います：

1. Webインターフェイスで該当のアプライアンスを選択します。

2. Webインターフェイスの ファ ームウェア・ アッ プグレード  機能を使用して、 Webイ
ンターフェイスをサポート していない旧バージ ョ ンのファームウェアをインス トー

ルします。 詳細については 「アプラ イアンスのソフ ト ウェア ・ バージ ョ ン と フ ァー

ムウェア ・ バージ ョ ンの表示 （ページ55） 」 を参照して ください。

3. 「VCS Explorer」 ウ ィ ン ド ウで ユニッ ト  をク リ ッ ク し、 アプライアンスの名前を右

ク リ ッ ク してポップアップ ・ メニューの 削除 を選択し、 はい をク リ ッ ク して確定し

ます。

4. 「 VCS Explorer」 ウィ ンド ウで、 ユニッ ト  → 新規アプラ イアンス  を選択します。 新

規アプライアンス・ ウィ ザード の手順に従って、 アプライアンスを再び追加します。
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Webインターフェ イス・ ウィ ンド ウ

このセクシ ョ ンでは各タブの概要、 パスの付番規則、 「再起動が必要です」 ボタンにつ

いて説明します。

図 3.1 ： 「接続」 タブが選択され、 「再起動が必要です」 ボタンが表示された状態のWebインターフ ェ イス ・

ウィンドウ

Webインターフェイスには 「接続」 、 「設定構成」 、 「状態」 、 「ツール」 の4つのタブ

があ り ます。

• 接続 － ターゲッ ト ・ デバイスに接続します。 詳細については 「ターゲッ ト ・ デバイ

スへの接続 （ページ34） 」 を参照して ください。

• 状態 － セッ ショ ン状態を表示し 、 セッ ショ ンを接続解除します。 詳細については

「セッシ ョ ン状態の表示と接続解除 （ページ37） 」 を参照してく ださ い。
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• 設定構成 － アプライアンスのネッ ト ワーク ・ パラ メーター、 KVMセッシ ョ ンのパラ

メーター （タ イ ムアウ ト 、 暗号化、 共有オプシ ョ ン） 、 ユーザー ・ アカウン ト、

ユーザーのターゲッ ト ・ デバイスへのアクセス、 SNMP、 サーバー、 COケーブルな

どの設定構成を行います。 詳細については 「アプラ イアンス ・ パラ メーターの表示

と設定に関する概要 （ページ38） 」 を参照して ください。

• ツール － アプライアンスの再起動、 アプライアンス とCOケーブルのファームウェ

アのアップグレード、 アプラ イアンス構成ファ イルの保存と復元、 アプラ イアンス

およびユーザー ・ データベースの保存と復元などを行います。 詳細については

「ツールの使用法 （ページ59） 」 を参照して ください。

パス ・ コラムのポート番号

ターゲッ ト ・ デバイスがメ イン ・ アプラ イアンスに直接接続されている場合は、 アプラ

イ アン スのポー ト 番号がパス ・ コ ラ ムに表示されます。 例えば、 図 3.1 では、 ACER
XPPROとい う名前のサーバーのパス ・ コ ラムで、 このサーバーがポート 08に接続されて

いるこ とが示されています。

メ イン ・ アプライアンスからティア接続されているGCM2アプライアンスやGCM4アプラ

イアンス、 およびレガシー ・ ス イ ッチは、 カスケード ・ デバイ ス と呼ばれます。 ター

ゲッ ト ・ デバイスがカスケード ・ デバイスに接続されている場合は、 メ イン ・ アプラ イ

アンスのポート番号が左に表示され、 その後にダッシュ、 CH、 そしてターゲッ ト ・ デバ

イスの接続先カスケード ・ デバイスのポート （チャンネル） 番号が続きます。

図 3.1 では、 「180ES PORT2」 の名前のサーバーに対して 「01- CH 02」 がパス欄に表示

されており、 「180ES PORT2」 が、 プラ イマ リ ・ アプラ イアンスのポー ト 01に接続され

たカスケード ・ デバイスのポート （チャンネル） 02に接続されている こ と を示していま

す。

「再起動が必要です」 ボタン

再起動を要する変更を管理者が行った場合、 図 3.1 のよ うにウ ィ ン ド ウの右下に 「要再

起動」 ボタンが表示されます。 管理者は、 設定構成の変更中いつでも、 または変更が完

了した時点で、 「再起動が必要です」 ボタンを ク リ ッ ク してシステムを再起動できま

す。 変更は、 再起動を実行するまでは有効にな り ません。 管理者がツールから再起動す

る方法の詳細については、 「 「ツール」 からのアプラ イアンスの再起動 （ページ59） 」

も参照して ください。
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ビデオ・ ビューアーー

ユーザーが 「接続」 タブで リ ス ト から ターゲッ ト ・ デバイスを選択する と、 「ビデオ ・

ビューアーー」 ウ ィ ン ド ウが開きます。 ログインしているユーザーはターゲッ ト ・ デバ

イスのデスク ト ップにアクセスできます。

ビデオ ・ ビューアーーが稼動するには、 リモート ・ コンピューターにJava実効環境 （JRE
1.5.0_11） がインス トールされている必要があ り ます。

ローカル ・ マウスの動作と リモー ト ・ カーソル （ポインター） の表示を同期させるため

に、 スイ ッチ ・ システムへのアクセスに使用する各リ モー ト ・ コンピューター、 および

各ターゲッ ト ・ デバイスでマウス設定を修正する必要があ り ます。 詳細については 「マ

ウス／カーソル設定に対して必要な調整 （ページ12） 」 を参照して ください。

注 ： カーソルの同期の問題に対処するには、 「ビューアーー」 ウ ィ ン ドウの 「ツール」 - 「シングル カーソル

モード」 コマンドを使用して、 参照中のターゲッ ト ・ デバイスのカーソルとスイッチ ・ システムにアクセスし

ているコンピュータ上のカーソルとの間でコン ト ロールを手動で切り替えることもできます。 ビューアーの詳

細については、 「VCSインスト レーシ ョ ン／ユーザー ・ ガイ ド」 を参照して ください。

ユーザー・ アクセス権

アクセス権には、 「ユーザー」 、 「ユーザー管理者」 、 「アプライアンス管理者」 の3種
類があ り ます。 ユーザー ・ アカウン ト に割 り当てられているアクセス権 （レベル） に

よって、 ユーザーがアクセスできるターゲッ ト ・ デバイスがどれか、 またユーザーが既

存のKVMセッシ ョ ンをプ リ エンプ ト でき るかど う か、 既存のKVMセッシ ョ ンをステル

ス ・ モードで表示できるかど うかが決ま り ます。 アクセス権は、 ユーザーがアプラ イア

ンスに対して実行できる設定構成の種類にも影響します。

表 3.1 ： ユーザー ・ アクセス権

実行可能なアクシ ョ ン ユーザー

ユーザー

管理者

アプライアンス

管理者

プリエンプ ト ・ モードが有効な場合は、 他の

ユーザー ・ セッシ ョ ンをプリエンプ ト できま

す。 ステルス ・ モードが有効な場合、 ステル

ス ・ モー ド で プ ラ イ マ リ ・ ユーザー ・ セ ッ

シ ョ ンを閲覧できます。

注 ： プ リ エンプ ト が適用されるのはリ モー

ト ・ ユーザーのみです。

不可
同 等 ま た は そ れ

以下
すべて

ネッ ト ワーク ・ パラ メーターとグローバル ・

パラ メーターの設定 （セキュ リテ ィ モード、

タイムアウト、 SNMP） 。

 不可 不可 可
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Webインターフェイスへのアクセスは以下の手順で行います ：

1. アプライアンスの IP アドレスをブラウザに入力します。 ログイン ・ ウ ィ ンド ウが表

示されます。

2. ユーザー名とパスワードを入力し、 OK をク リ ッ ク します。 「接続」 タブが選択され

た状態でWebインターフェイス ・ ウ ィ ンド ウが表示されます。

Webインターフェイスの終了は以下の手順で行います ：

注 ： 管理者が 「アクテ ィ ビテ ィ なしのためタイムアウ ト （アイ ドル ・ タ イムアウ ト） 」 を指定している場合

は、 アクテ ィ ビテ ィなしに指定した時間が経過すると、 アクセス ・ タイプにかかわらずユーザーは自動時にロ

グアウト されます。

手動でログアウト するには、 Webインターフェイス右上の ログアウト  をク リ ッ ク します。

ターゲッ ト ・ デバイスへの接続

接続 タブをク リ ッ クする と、 GCM2またはGCM4アプラ イアンスに直接接続またはデイ

ジー ・ チェーン接続されているか、 あるいはカスケード ・ デバイ スに接続またはデイ

ジー ・ チェーン接続されている ターゲッ ト ・ デバイ スの リ ス ト が表示されます。 ター

ゲッ ト ・ デバイスの名前をク リ ッ クする と、 KVMセッシ ョ ンが作成されます。

ファームウェアの再起動／アップグレード。  不可 不可 可

ユーザー ・ アカウン トの設定構成。  不可 可 可

ターゲッ ト ・ デバイス状態のモニター。  不可 可 可

ターゲッ ト ・ デバイスへのアクセス。  管理者が指定 可 可

表 3.1 ： ユーザー ・ アクセス権 （続き）

実行可能なアクシ ョ ン ユーザー

ユーザー

管理者

アプライアンス

管理者
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セッ ショ ン共有オプショ ン

セッシ ョ ン共有は、 管理者と、 アプラ イアンス管理者またはユーザー管理者のアクセス

権を持つ他のユーザーが設定構成できます。 ターゲッ ト ・ デバイス との間に最初のKVM
セッシ ョ ンを確立したユーザーは、 プラ イマ リ ・ ユーザーと呼ばれます。 別の （セカン

ダ リ ） ユーザーがこの同じターゲッ ト ・ デバイス とのKVMセッシ ョ ンを開始しよ う と し

た場合、 セカンダ リ ・ ユーザーに与えられるオプシ ョ ンは次の2つの条件によ り異なって

きます ：

• ユーザーのアクセス権

• 接続のグロ ーバル （全体的） な共有ができ る よ う 管理者が構成を行ってある かど

う か

自動／共有／エクス クルーシブ接続、 およびステルス接続の構成はすべて、 接続の

共有が有効になっている場合にのみ可能です。

アクセス権とセッシ ョ ン ・ タ イプの詳細については、 「ユーザーとユーザー ・ アクセス

権の設定の構成 （ページ45） 」 を参照して ください。

表 3.2 ： セッシ ョ ン共有の定義

用語 定義

共有の自動化 
セカンダリ ・ ユーザーは、 プラ イマ リ ・ ユーザーからの許可を得な く てもKVM
セッシ ョ ンを共有できます。

エクスクルーシブ接続 
プライマリ ・ ユーザーは、 KVMセッシ ョ ンを共有不可のエクスクルーシブ （排他

的） 接続として指定できます。

ステルス接続

ステルス接続では、 KVMセッシ ョ ンを他のユーザーに気づかれずに参照すること

ができます。 アプラ イアンス管理者のアクセス権を持つセカンダリ ・ ユーザー

は、 どのKVMセッシ ョ ンに対してでもステルス接続を確立できます。 ユーザー管

理者の権限をもつセカンダリ ・ ユーザーは、 自分のアクセス権がプラ イマリ ・

ユーザーと同等かそれ以上の場合にはステルス接続を確立できます。 ステルス接

続の権限は、 プリエンプ トの権限の下のレベルです。

プリエンプ ト ・ モード

アプライアンス管理者のアクセス権を持つセカンダリ ・ ユーザーは、 セッシ ョ ン

をプリエンプ トするこ とができます。 ユーザー管理者のアクセス権を持つセカン

ダリ ・ ユーザーは、 自分のアクセス権がプライマリ ・ ユーザーと同等かそれ以上

の場合にのみ、 セッシ ョ ンをプリエンプ トできます。
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Webインターフェイスを使用してターゲッ ト ・ デバイスに接続するには、 以下の手順で

行います ：

1. 1 つまたは複数のデバイスへのアクセスを許可されているユーザー ・ レベルで、 Web
インターフェイスにログインします。 接続 タブがアクテ ィブになった状態でWebイ
ンターフェイスが表示されます。

2. ターゲッ ト ・ デバイスの名前をク リ ッ ク します。 ビデオ セッシ ョ ン  ビューアー情報

ダイアログが一瞬表示され、 続いてステータス ・ ダイアログが表示されます。

3. 他のユーザーがターゲッ ト ・ デバイス との KVM セッシ ョ ンをすでに確立していない

場合は、 「ビデオ ・ ビューアーー」 ウ ィンド ウが表示されます。

• 他のユーザーがターゲッ ト ・ デバイス との間にアクティブな KVM セッシ ョ ンを

確立しており、 かつ共有が許可されていない場合、 あるいはポートのセッシ ョ ン

数を超えている場合は、 メ ッセージ ・ ウ ィンド ウが表示されてターゲッ ト ・ デバ

イスへのアクセスが拒否されます。

• 共有が許可されている場合は、 自身のアクセス権に準じて、 またセッシ ョ ン共

有、 セッシ ョ ン ・ プ リエンプ ト、 ステルス接続が有効であるかによって、 いくつ

かのオプシ ョ ンがあ り ます。

• アプラ イアンス管理者のアクセス権がある場合は、 任意のセッシ ョ ンの共有、

セッシ ョ ンのプリエンプ ト 、 またはステルス ・ モードでのセッシ ョ ンのモニター

が可能です。

• ユーザー管理者のアクセス権がある場合は、 自身のアクセス権がプラ イマ

リ ・ ユーザーのアクセス権以上である場合にのみセッシ ョ ンの共有、 プ リエ

ンプ ト 、 またはステルス ・ モードでのセッシ ョ ンのモニターが可能です。

• 管理者がエクスクルーシブ接続を有効にしており、 プラ イマ リ ・ ユーザーが

セッシ ョ ンに対してエクスクルーシブ ・ モードを設定している場合は、 アプ

ライアンス管理者のアクセス権がない限りセッシ ョ ンを共有できません。

4. 管理者がエクス クルーシブ ・ セッシ ョ ンを有効にしている場合は、 ビデオ ・ ツール
バーのツール ・ メ ニューでエク ス クルーシブ ・ モードのオプシ ョ ンを選択でき ま
す。 エクスクルーシブ ・ モードのステータス記号がツールバーに表示されます。

5. デバイ ス との間にバーチャル ・ メデ ィ ア ・ セ ッシ ョ ンを開始するには、 ビデオ ・
ビューアーー ・ ツールバーでツール → バーチャルメディア を順にク リ ッ ク します。

「バーチャル ・ メディ ア ・ セッシ ョ ン」 ウ ィ ン ド ウが開き、 バーチャル ・ メディ ア
と してマップ可能なコンピューターの物理ド ライブが表示されます。

6. マップする ド ラ イブの隣にある  マッピング済み チェッ ク ・ ボッ クスを選択します。

詳細については、 「VCSインス ト レーシ ョ ン／ユーザー ・ ガイ ド」 のビデオ ・ ビュー

アーーに関する章を参照して ください。 制約と制限の詳細については、 「バーチャ

ル ・ メディア （ページ108） 」 も参照して ください。

7. KVMセッショ ンを終了するには、 ツールバーで ファイル → 終了 をク リ ッ ク します。
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セッ ショ ン状態の表示と接続解除

状態 タブが選択されており使用可能であれば、 管理者、 ならびにアプライアンス管理者

またはユーザー管理者のアクセス権を持つ他のユーザーは、 アクテ ィブな各KVMセッ

シ ョ ンの状態、 セッシ ョ ンのタ イプ、 ユーザー名、 ユーザーのIPア ド レス、 COケーブ

ル ・ タ イプ、 接続先ターゲッ ト ・ デバイスの名前を表示する こ とができます。 管理者で

あれば、 ユーザー ・ セッシ ョ ンの接続解除も可能です。

セッシ ョ ン状態の表示とセッシ ョ ンの接続解除は、 以下の手順で行います ：

1. アプラ イアンス管理者またはユーザー管理者のアクセス権を持つユーザーと して、

Webインターフェイスにログインします。

2. 状態 タブをク リ ッ ク します。 状態 ウィ ンド ウが表示されます。 ユーザーのリ スト と 、

各ユーザーの接続情報が表示されます。

図 3.2 ： 「状態」 ウィ ンドウ

3. ユーザー ・ セッシ ョ ンの接続解除は以下の手順で行います。

a. セッシ ョ ンのチェッ ク ・ ボッ クス （1つまたは複数） を選択します。

b. セッショ ンの接続解除 ボタンをク リ ッ クします。 確認ウィ ンド ウが表示されます。

c. OK をク リ ッ ク します。 「ツール」 ウ ィ ンド ウが表示されます。
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アプライアンス・ パラメ ーターの表示と設定に関する概要

構成 タブが選択されている場合、 管理者、 ならびにアプラ イアンス管理者およびユー

ザー管理者のアクセス権を持つ他のユーザーは、 アプラ イアンスの情報を表示するこ と

ができます。 アプラ イアンス管理者のアクセス権を持つユーザーであれば、 アプラ イア

ンスの設定構成も可能です。 設定構成の内容は、 左メニューでオプシ ョ ンを選択した場

合に表示されるウ ィンド ウで指定します。

図 3.3 ： 左メニュー ・ オプシ ョ ンと 「アプライアンス」 ウィ ンドウが表示された状態の 「構成」 タブ

アプライアンス情報の表示は以下の手順で行います ：

1. アプラ イアンス管理者またはユーザー管理者のアクセス権を持つユーザーと して、

Webインターフェイスにログインします。

2. 構成 → アプライアンス  をク リ ッ クする と、 製品タイプ、 名前、 説明、 eID、 MACア

ド レス、 デジタ イザー （サポー ト されているデジタル ・ ユーザー数） 、 ARIポー ト

数、 ローカル ・ ユーザー ・ ポート数が表示されます。
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ネッ ト ワーク・ パラ メ ータ ー、 KVMセッ ショ ン、 バーチャ ル・ メ

ディ ア、 認証の構成

構成 タブが選択されている場合、 管理者、 ならびにアプラ イアンス管理者のアクセス権

を持つ他のユーザーは、 ネッ ト ワーク ・ パラ メーター、 KVMセッシ ョ ン、 バーチャル ・

メディア ・ セッシ ョ ン、 ユーザー、 認証などについてアプラ イアンスの設定を構成する

こ とができます。

ネッ ト ワーク ・ パラ メーターの構成は以下の手順で行います ：

1. アプライアンス管理者のアクセス権を持つユーザーと して、 Web インターフェイスに

ログインします。

2. 構成 → アプライアンス  → ネッ ト ワークをク リ ッ ク して、 MACアド レスの表示、 LAN
速度の設定、 DHCPの有効／無効の切り 替えを行います。

3. DHCPを無効にする場合は、 固定IPアドレス、 サブネッ ト ・ マスク、 ゲート ウェイ IP
アドレス と、 オプシ ョ ンで最大3つのDNSサーバーのIPアドレスを指定します。

4. 保存 をク リ ッ ク します。

セッシ ョ ンの設定の構成は以下の手順で行います ：

1. アプライアンス管理者のアクセス権を持つユーザーと して、 Webインターフェイス

にログインします。

2. 構成 → アプライアンス  → セッシ ョ ン を順にク リ ッ ク します。

図 3.4 ： アプライアンスの 「セッシ ョ ン」 ウィ ンドウ
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3. 以下の手順で 「ビデオ ・ セッシ ョ ン」 の各パラ メーター設定を構成します。

a. セッ ショ ン・ タイムアウト  チェッ ク ・ ボッ ク スを選択し、 アクティ ビティ なしで

何分が経過したらビデオ・ セッ ショ ンを終了するかを指定します。

b. ビデオ ・ セッシ ョ ンのプ リエンプシ ョ ン ・ タイムアウ ト  チェッ ク ・ ボッ クスを

選択し、 5～120の範囲で秒数を入力します。 これは、 プ リ エンプ ト の警告メ ッ

セージを送信してからビデオ ・ セッシ ョ ンがプ リエンプ ト （接続解除） されるま

での遅延時間です。 プ リ エンプシ ョ ン ・ タ イムアウ ト が有効になっていない場

合、 プリエンプ ト操作は警告なしに行われます。

注 ： ビデオ ・ セッシ ョ ンのパラメーターに対する変更は、 これ以降のセッシ ョ ンに対してのみ有効です。

4. ウィ ンド ウの「 暗号化」 領域で以下の手順を実行して、 暗号化（ 128、 DES、 3DES、
AES） の設定を構成します。 ビデオの暗号化はオプショ ンになっていますが、 「 キー

ボード ／マウス」 の暗号化レベルは少なく と も 1つを選択する必要があり ます。

a. 「ビデオ」 の各チェッ ク ・ ボッ クスで暗号化を 1 つまたは複数選択するか、 何も

選択しないままにします。

b. 「キーボード／マウス」 の各チェッ ク ・ ボッ クスで暗号化を 1 つまたは複数選択

します。

5. KVMセッシ ョ ンの共有の設定を構成するには、 共有モードの有効化 チェッ ク ・ ボッ

クスを選択して以下の手順を行います。

a. セカンダ リ ・ ユーザーがプライマ リ ・ ユーザーからの許可を要請せずにKVM
セッシ ョ ンを共有できるよ うにする場合は、 自動 チェッ ク ・ ボッ クスを選択し

ます。

b. プライマ リ ・ ユーザーがセッシ ョ ンの共有を禁止できるよ うにする場合は、 エク

スクルーシブ チェッ ク ・ ボッ クスを選択します。

c. 管理者がステルス ・ モードでセッシ ョ ンをモニターできるよ うにする場合は、 ス

テルス  チェッ ク ・ ボッ クスを選択します。

d. アプライアンスがキーボード とマウスの制御をプライマ リ ・ ユーザーからセカン

ダ リ ・ ユーザーに移行するまでの経過時間を指定するには、 コン ト ロールタイム

アウ トの入力 フ ィールドに1～5秒の値を入力します。

6. 「ログイン ・ タイムアウ ト 」 を指定するには、 20～120秒の値を入力します。 ログイ

ン ・ タ イムアウ トでは、 LDAPサーバーがログイン要求に応答するまでの許容時間を

指定します。 デフォル トは30秒ですが、 WANの環境によってはこれよ り長い時間を

指定すべき場合もあ り ます。
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7. Web インターフェイスに「 アクティ ビティ なしのためタイムアウト （ アイド ル・ タイ

ムアウト ） 」 を設定するには、 10～60分の値を入力します。 ユーザーがインターフェ

イス内を移動しないか何も変更しないままでこの指定時間が経過すると 、 ユーザーは

Webインターフェイスからログアウト されます。

8. 保存 をク リ ッ ク します。

バーチャル ・ メディアの設定の構成は以下の手順で行います ：

1. アプライアンス管理者のアクセス権を持つユーザーと して、 Webインターフェイス

にログインします。

2. 構成 → アプライアンス  → バーチャル ・ メディア を順にク リ ッ ク します。 アプライ

アンスに直接接続されているか、 またはVCOケーブルを使用してバーチャル ・ メ

ディ アをサポートするテ ィア接続のアプラ イアンスに接続されているターゲッ ト ・

デバイスが、 「バーチャルメディア」 ウ ィ ンド ウに リ ス ト されます。

図 3.5 ： アプライアンスの 「認証」 ウィ ンドウ
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3. 「セッシ ョ ンコン ト ロール」 で以下の手順を実行します。

a. 関連する KVM セッシ ョ ンが終了した後でもバーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ン

を継続できるよ うにする場合は、 KVMセッシ ョ ンのロ ッ ク  チェ ッ ク ・ ボッ クス

を選択します。 このオプシ ョ ンが必要になるのは、 例えば、 バーチャル ・ メディ

ア ・ セッシ ョ ン中にオペレーティング ・ システムのアップグレードが開始されて

いて、 KVMセッシ ョ ンでのアクテ ィ ビテ ィなしによるタ イムアウ ト指定枠よ り

長くな りそ う な場合などです。

b. バーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンを KVM セッシ ョ ンにロ ッ クする場合は、

KVM セッシ ョ ンのロ ッ ク  チェッ ク ・ ボッ クスを選択します。

c. プライマ リ ・ ユーザーがエクスクルーシブにバーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ン

を確立できるよ うにする場合は、 予約セッシ ョ ンの有効化 チェ ッ ク ・ ボッ ク ス

を選択します。 予約セッシ ョ ンは、 関連するKVMセッシ ョ ンが終了しても有効

な状態を維持できます。

d. 共有バーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンを許可する場合は、 予約セッシ ョ ンの有

効化 チェッ ク ・ ボッ クスの選択を解除します。

e. バーチャル・ メ ディ アに対する読み取り 専用アクセスの有効／無効を切り 替えるに

は、 読み取り 専用アクセス  チェッ ク ・ ボッ クスを選択、 または選択解除します。

4. 「暗号化レベル」 で 「128」 、 「DES」 、 「3DES」 、 「AES」 のチェ ッ ク ・ ボッ クス

を1つまたは複数選択するか、 何も選択しないままにします。

5. 保存 をク リ ッ ク します。

注 ： バーチャル ・ メディア使用の制約の詳細については、 「バーチャル ・ メディア （ページ108） 」 を参照して

ください。

認証の設定の構成は以下の手順で行います ：

1. アプライアンス管理者のアクセス権を持つユーザーと して、 Web インターフェイスに

ログインします。

2. 構成 → アプライアンス  → 認証 を順にク リ ッ ク します。
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図 3.6 ： アプライアンスの 「認証」 ウィ ンドウ

3. ローカル ・ データベースを使用する認証を指定する場合は、 ローカル認証の使用

チェッ ク ・ ボッ クスを選択して、 保存 をク リ ッ ク します。

4. LDAPを使用する認証を指定する場合は、 LDAP認証の使用 チェッ ク ・ ボッ クスを選

択し ます。 ラジオ ・ ボタンが有効にな り、 ローカル ・ データベース とLDAPデータ

ベースのチェ ッ ク順序を指定できます。 ウ ィ ン ド ウの 「認証パラ メーター」 領域も

有効になり ます。

注 ： ローカル認証はプライマリまたはバックアップの認証方法と して常に使用されます。 これらは無効にはで

きません。

5. ローカル ・ データベースの情報を先に使用する  か LDAPデータベースの情報を先に

使用する  のラジオ ・ ボタンを選択します。

6. LDAP を認証のみに使用し、 ローカル ・ データベースを承認チェッ クに使用する場合

は、 認証のみにLDAPを使用 チェッ ク ・ ボッ クスを選択します。

7. サーバー タブをク リ ッ ク し、 「プラ イマ リ ・ サーバー」 およびオプシ ョ ンの 「セカ

ンダ リ ・ サーバー」 の各領域で1つまたは2つのLDAP対応ディ レク ト リ ・ サーバーを

設定します。

a. IPアドレス  フ ィールドにアドレスを入力します。

b. （オプシ ョ ン） ポート ID フ ィールドのUDPポート番号を変更します。

c. アクセス ・ タイプを指定します。
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d. ク リ アテキス トでクエ リ を LDAP サーバーに送信する （非セキュア LDAP） 場合

は、 LDAP ラジオ ・ ボタンを選択します。

e. SSHを使用してクエ リ を送信する （セキュアLDAP） 場合は、 LDAPS ラジオ ・ ボ

タンを選択します。

8. LDAP ディ レク ト リ ・ サービスでユーザーを検索する際に使用するパラ メーターを設

定するには、 検索 タブをク リ ッ ク して以下の手順を実行します。

9. 「検索 DN」 フ ィールドで識別名 （アプライアンスがディ レク ト リ ・ サービスへのロ

グインに使用する管理者レベルのユーザー） を定義します。 ディ レ ク ト リ ・ サービ

スが一括検索を許可するよ うに構成されている場合を除き、 このフ ィールドは必ず

設定しなければなり ません。

a. 「検索パスワード」 フ ィールドにユーザーのパスワードを入力します。

b. 「検索ベース」 フ ィールドにLDAP検索の開始点を入力します。

c. 「UIDマスク」 フ ィールドにマスクを入力します。 Active Directoryに対してはデ

フォルト値のままで使用します。 このフ ィールドはLDAP検索では必須です。

10. LDAP ディ レク ト リ ・ サービスでユーザーを検索する際に使用するパラ メーターを設

定するには、 検索 タブをク リ ッ ク して以下の手順を実行します。

a. アプライアンスがディ レク ト リ ・ サービスへのログインに使用する管理者の識別

名を、 「検索DN」 フ ィールドに入力します。 ディ レ ク ト リ ・ サービスが一括検

索を許可するよ うに構成されている場合を除き、 このフ ィールドは必ず設定しな

ければなり ません。

b. 検索パスワード  フ ィールドに管理者のパスワードを入力します。

11. クエ リ  をク リ ッ ク してモードを指定します。

• アプライアンス ・ クエ リ ・ モードは、 管理者がアプライアンスそのものにアクセ

スしよ う と している場合に、 その管理者の認証に使用されます。

• デバイス ・ クエ リ ・ モードは、 接続されているターゲッ ト ・ デバイスにユーザー

がアクセスしよ う と している場合に、 そのユーザーの認証に使用されます。

12. 保存 をク リ ッ ク します。
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ユーザーとユーザー・ アクセス権の設定の構成

構成 タブが選択されている場合、 管理者、 ならびにアプラ イアンス管理者およびユー

ザー管理者のアクセス権を持つ他のユーザーは、 左側のメニューでユーザー オプシ ョ ン

をク リ ッ ク してユーザー ・ アカウン トの設定を構成するこ とができます。

図 3.7 ： 「ユーザー」 ウィ ンドウ

ユーザーとユーザー ・ アクセス権の設定構成は、 以下の手順で行います ：

1. アプラ イアンス管理者またはユーザー管理者のアクセス権を持つユーザーと して、

Webインターフェイスにログインします。

2. 構成 タブをク リ ッ ク します。

3. 左側のメニューから  ユーザー をク リ ッ ク します。

4. ユーザーの追加 ボタンをク リ ッ ク します。 ユーザーの追加／変更 ウ ィンド ウが表示

されます。

5. 割り 当てたいユーザー名と パスワード を入力した後、 パスワード の確認 フィ ールド に

確認のためも う 一度そのパスワード を入力します。 パスワード は5～16文字の範囲で、

大文字および小文字のアルファベッ ト と 、 1字以上の数字を含める必要があり ます。
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図 3.8 ： 「ユーザーの追加／変更」 ウィ ンドウ

6. 「ユーザー ・ ア クセス ・ レベル」 プルダウン ・ メ ニューで、 アプラ イアンス管理

者、 ユーザー管理者、 ユーザーのいずれかを選択します。 ユーザー を選択した場合

は、 ユーザー ・ アクセス権の指定 ボタンが有効にな り ます。

a. ユーザー・ アクセス権の指定 ボタンをク リ ッ ク し 、 選択したユーザーのターゲッ

ト ・ デバイス・ サーバーを個別に選択します。 「 ユーザー・ アク セス」 ウィ ンド

ウが表示されます。

図 3.9 ： 「ユーザー ・ アクセス」 ウィ ンドウ 
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b. ターゲッ ト ・ デバイスへのユーザー ・ アクセスを許可するには、 そのデバイスの

チェッ ク ・ ボッ クスを選択します。 すべてのターゲッ ト ・ デバイスに対してアク

セスを許可する場合は、 最初のチェッ ク ・ ボッ クスを選択します。

c. ターゲッ ト ・ デバイスへのユーザー ・ アクセスを禁止するには、 そのデバイス名

の隣にあるチェッ ク ・ ボッ クスの選択を解除します。

d. 保存 をク リ ッ ク します。

パスワードの変更は以下の手順で行います ：

1. アプラ イアンス管理者またはユーザー管理者のアクセス権を持つユーザーと して、

Webインターフェイスにログインします。

2. 構成 タブをク リ ッ ク します。

3. 左側のメニューから  ユーザー をク リ ッ ク します。

4. 既存のユーザーを変更するには、 ユーザー コラムのユーザー名をク リ ッ ク します。

「ユーザーの追加／変更」 ウ ィ ンド ウが表示されます。

5. ユーザーの追加／変更 ウィ ンド ウで パスワード  ボッ クスに新しいパスワード を入力

し、 パスワード の確認 ボッ クスに同じパスワード を再入力します。 パスワード は5～16
文字の範囲で、 大文字および小文字のアルファベッ ト と 、 1字以上の数字を含める必要

があり ます。

6. 保存 をク リ ッ ク します。

ユーザーの削除は以下の手順で行います ：

1. アプラ イアンス管理者またはユーザー管理者のアクセス権を持つユーザーと して、

Webインターフェイスにログインします。

2. 構成 タブをク リ ッ ク します。

3. 左側のメニューから  ユーザー をク リ ッ ク します。

4. ユーザー名の隣のチェッ ク ・ ボッ クスを選択します。

5. ウ ィ ンド ウ左側の 削除 ボタンをク リ ッ ク します。 確認ウ ィンド ウが表示されます。

6. はい をク リ ッ ク します。
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セキュ リ ティ ・ ロッ ク アウト の有効化と ユーザー・ アカ ウント の
ロッ ク解除

構成タブが選択されている場合、 管理者、 ならびにアプラ イアンス管理者のアクセス権

を持つ他のユーザーは、 左側のメニューで ユーザー オプシ ョ ンをク リ ッ ク して 「セキュ

リ テ ィ  ロ ッ クアウ ト 」 機能を指定するこ とができます。 セキュ リ テ ィ ・ ロ ッ クアウ ト を

設定する と、 ユーザーが5回連続して無効なパスワードを入力した場合にユーザー ・ アカ

ウン ト が無効にな り ます。 このアカウン トは、 管理者が指定した時間が経過するまで、

またはアプラ イアンスで電源が入れ直されるまで、 あるいは管理者がロ ッ クを解除する

までロ ッ ク されます。 ユーザー管理者はユーザー ・ アカウン ト のみをロ ッ ク解除でき、

アプライアンス管理者は全タイプのアカウン ト をロ ッ ク解除できます。

注 ： すべてのアカウン ト （ユーザー、 ユーザー管理者、 アプライアンス管理者） がロッ クアウト規定の対象と

なります。

ロ ッ クアウ ト を有効にするには、 以下の手順を行います ：

1. アプラ イアンス管理者またはユーザー管理者のアクセス権を持つユーザーと して、
Webインターフェイスにログインします。

2. 構成 タブをク リ ッ ク し、 左側のメニューで ユーザー をク リ ッ ク します。

3. ロ ッ クアウ トの有効化 チェッ ク ・ ボッ クスをク リ ッ ク します。

4. 継続時間 フ ィールドに時間数 （1～99） を入力します。

アカウン トのロ ッ ク解除は以下の手順で行います ：

1. アプラ イアンス管理者またはユーザー管理者のアクセス権を持つユーザーと して、
Webインターフェイスにログインします。

2. 構成 タブをク リ ッ ク し、 左側のメニューで ユーザー をク リ ッ ク します。

3. ユーザー名の隣のチェッ ク ・ ボッ クスを選択します。

4. ロ ッ ク解除 ボタンをク リ ッ ク します。 ユーザー名の隣にあるロ ッ ク ・ アイコンが表

示されなくな り ます。

セキュ リ ティ ・ ロ ッ クアウ ト を無効にするには、 以下の手順を実行します ：

1. アプライアンス管理者のアクセス権を持つユーザーと して、 Webインターフェイス

にログインします。

2. 構成 タブをク リ ッ ク し、 左側のメニューで ユーザー をク リ ッ ク します。

3. ロッ ク アウ ト の有効化チェッ ク ・ ボッ ク スの選択を解除します。 継続時間 フィ ール

ド が無効になり ます。

注： セキュリティ ・ ロックアウト 機能を無効にしても、 既にロックアウト されているユーザーに影響はありません。



 章 3 ：  Webインターフェイスの使用方法        49

SNMPの構成

構成タブが選択さ れている場合、 管理者、 なら びにアプラ イアンス管理者のアク セス権

を持つ他のユーザーは、 左側のメ ニューでSNMP オプショ ンをク リ ッ ク してSNMPの設定

を構成するこ と ができます。 TivoliやHP OpenViewなどのSNMP管理アプリ ケーショ ンは、

MIB-IIや企業MIBの公共部分にアクセスするこ と でアプライアンスと の通信を行います。

管理者は以下のSNMP設定構成を実行できます ：

• SNMPの有効化／無効化。

• アプライアンス情報と コ ミ ュニティ ・ ス ト リ ングの入力。

• 許可管理マネージャーと して一連のSNMPマネージャーを特定するこ とによ り、 アプ

ラ イアンスの管理が可能なSNMPサーバーを制限。 許可管理マネージャーと しての

SNMPサーバーを何も入力しないと、 すべてのSNMPマネージャーが任意のIPアド レ

スからアプライアンスをモニターできるよ うにな り ます。

• アプライアンスから SNMP ト ラ ップの送信先と してSNMPサーバーを指定。 送信先を

指定しない場合、 ト ラ ップは送信されません。

Web イ ン ターフ ェ イ スは、 アプラ イ アン スからSNMPパラ メ ーターを検索し ます。

「SNMPの有効化」 を選択した場合、 ユニッ ト はUDPポー ト 161上でSNMP要求に応答し

ます。 サードパーテ ィー製のSNMP管理ソフ ト ウェアでアプラ イアンスをモニターする

には、 ファ イアウォールでUDPポート 161を開いておく必要があ り ます。

構成 → SNMPでは、 アプライアンス管理者はシステム情報と コ ミ ュニティ ・ ス ト リ ング

を入力でき、 アプラ イアンスを管理するSNMPサーバーの指定、 およびアプラ イアンス

からSNMP ト ラ ップを受信する他のSNMPサーバーを指定できます。 詳細については、

「SNMP ト ラ ップの構成 （ページ51） 」 を参照して ください。
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図 3.10 ： 「SNMPの構成」 ウィ ンドウ

SNMPの一般設定の構成は以下の手順で行います ：

1. アプライアンス管理者のアクセス権を持つユーザーと して、 Web インターフェイス

にログインします。

2. 構成 タブをク リ ッ ク し、 左側のメニューで SNMP をク リ ッ ク します。

3. SNMPの有効と無効を切り替えるには、 SNMPの有効化 チェッ ク ・ ボッ クスを選択ま

たは選択解除します。

4. SNMPを有効にした場合、 以下の手順を実行します ：

a. 名前 フィ ールド にシステムの完全修飾ド メ イン名を、 システム セクショ ンに連絡

先担当者の名前を入力します。 どちらのフィ ールド も最大文字数は255文字です。

b. 読み取り、 書き込み、 ト ラ ップ の各コ ミ ュニティ名を入力します。 これらの名

前は、 SNMPアクシ ョ ンで使用が必須となっているコ ミ ュニティ ・ ス ト リ ングを

指定します。 読み取り  と  書き込み のス ト リ ングはUDPポート 161上のSNMPにの

み適用され、 アプライアンスへのアクセスを保護するパスワードの役目を果たし

ます。 この値の長さは、 最大64文字です。 これらのフ ィールドを空欄のまま残す

こ とはできません。

c. 許可管理マネージャー フ ィールドに最大4つの管理サーバーのIPアドレスを入力

します。 どのSNMP管理サーバーでもアプラ イアンスを管理できるよ うにする場

合は空欄のままにします。
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d. ト ラ ッ プ送信先 フィ ールド に、 このアプライアンスがト ラ ッ プを送信する対象と

して、 最大4つの管理サーバーのIPアド レスを入力します。 IPアド レスを指定しな

い場合、 ト ラ ッ プは送信されません。

5. 保存 をク リ ッ ク します。

SNMPト ラッ プの構成

構成タブが選択されている場合、 管理者、 ならびにアプラ イアンス管理者のアクセス権

を持つ他のユーザーは、 左側のメニューでSNMP → ト ラ ップオプシ ョ ンをク リ ッ ク し、

有効／無効にする ト ラ ップを指定するこ とができます。 OpenManage™ IT Assistantソフ ト

ウェアはイベン ト ・ マネージャーです。

図 3.11 ： SNMPの 「ト ラ ップ」 ウィ ンドウ

SNMP ト ラ ップ設定の構成は以下の手順で行います ：

1. アプライアンス管理者のアクセス権を持つユーザーと して、 Web インターフェイスに

ログインします。

2. 構成 タブをク リ ッ ク し、 左側のメニューで SNMP → ト ラ ップ をク リ ッ ク します。

3. ト ラ ップの有効と無効を切り替えるには、 有効化された ト ラ ップ チェッ ク ・ ボッ ク

スを選択または選択解除します。

4. SNMP ト ラ ップを有効にした場合、 チェ ッ ク ・ ボッ クスを選択して各SNMP ト ラ ップ

を有効にします。

5. 保存 をク リ ッ ク します。
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ターゲッ ト ・ デバイス情報の表示とターゲッ ト ・ デバイスの命名 

構成 タブが選択されている場合、 管理者、 ならびにアプライアンス管理者およびユーザー管

理者のアクセス権を持つ他のユーザーは、 左側のメ ニューでサーバー オプショ ンをク リ ッ ク

し、 ターゲッ ト ・ デバイスに関する情報を表示すること ができます。 アプライアンス管理者
のアクセス権を持つユーザーであれば、 ターゲッ ト ・ デバイスの命名も可能です。

• 「サーバー名」 コラムには、 アプライアンスのARIポートに接続されている、 あるい

はテ ィア接続のアプラ イアンスやスイ ッチ （カスケード ・ デバイス） のポー ト に接
続されているターゲッ ト ・ デバイスが リ ス ト されます。

• eID コラムには、 COケーブルに保存されているeIDが表示されます。

• パス  コラムには、 ターゲッ ト ・ デバイスがメ イン ・ アプライアンスのポートに接続

されているか、 あるいはテ ィア接続のアプラ イアンスやスイ ッチのポー ト に接続さ
れているかが、 ポートの番号で示されます。

図 3.12 ： 「サーバー」 ウィ ンドウ

サーバー名のいずれかをクリ ックすると 、 「 サーバー名の変更」 ウィ ンド ウが表示されます。

図 3.13 ： 「サーバー名の変更」 ウィ ンドウ
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ターゲッ ト ・ デバイス名の変更は以下の手順で行います ：

1. アプライアンス管理者のアクセス権を持つユーザーと して、 Web インターフェイスに

ログインします。

2. 構成 タブをク リ ッ ク し、 左側のメニューで サーバー をク リ ッ ク します。

3. サーバーの名前をク リ ッ クします。 「 サーバー名の変更」 ウィ ンド ウが表示されます。

4. サーバーの名前を入力します。 サーバー名は長さ 1～15文字で、 英数字が使用可能で

す。 ハイフン以外の特殊文字やスペースは使用できません。

5. 保存 をク リ ッ ク します。

COケーブル情報の表示と CO言語の設定

構成 タ ブが選択さ れている場合、 管理者、 なら びにアプラ イ アンス管理者またはユー

ザー管理者のアク セス 権を持つ他のユーザーは、 左側のメ ニュ ーでサーバー → COs
オプショ ン を ク リ ッ ク し 、 シス テム の各C O ケーブルに関する 情報 （電子 I D 番号

（EID） 、 パス （ポート ） 、 COケーブル・ タ イプ、 接続先ターゲッ ト ・ デバイスのタイ

プなど） を表示できます。

アプライアンス管理者のアクセス権を持つユーザーであれば、 オフラ インCOを リ ス トか

ら ク リ アするこ と もでき、 またUSB COケーブルに記録される言語と ターゲッ ト ・ デバイ

ス上の言語を指定してローカル ・ キーボードの言語に一致させるこ と も可能です。

注 ： アナログのティア接続アプライアンスに接続されているオフラインCOはクリアできません。

注 ： GCM2およびGCM4アプライアンスに接続されているすべてのオフラインCOは、 電源がオフ

になっているサーバーに関連するCOも含めて、 すべてクリアされます。

注 ： ユーザーのデバイス ・ アクセス権は、 ク リアされたオフラインCOに関連するターゲッ ト ・ デ

バイスを削除するように変更されます。 .

表 3.3 ： COケーブルのステータス記号

記号 説明

COケーブルはオンラインである （緑色○） 。

COケーブルがオフラインであるか、 または正し く 作動していない。

COケーブルはアップグレード中 （黄色の○） 。
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図 3.14 ： サーバー － 「CO」 ウ ィ ンドウ

カスケード ・ デバイスの表示と構成

構成 タブが選択されている場合、 管理者、 ならびにアプラ イアンス管理者またはユー

ザー管理者のアクセス権を持つ他のユーザーは、 左側のメニューでサーバー → カスケー

ド ・ デバイス  オプシ ョ ンをク リ ッ ク し、 各カスケード ・ デバイス （アプラ イアンスから

ティア接続されているGCM2アプライアンスやGCM4アプライアンス、 レガシー ・ スイ ッ

チ） に関する情報 （電子ID番号 （EID） 、 パス （ポー ト ） 、 カ ス ケー ド ・ デバイ スの

チャンネル数など） を表示するこ とができます。

アプラ イアンス管理者のアクセス権を持つユーザーであれば、 カスケード ・ デバイス名

をク リ ッ ク して カスケード ・ デバイスの変更ウ ィ ンド ウを表示し、 デバイス名やチャン

ネル数を変更するこ と もできます。

図 3.15 ： 「カスケード  デバイス の変更」 ウィ ンドウ
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注 ： カスケード ・ デバイスのチャンネルは自動的には検出されません。 アプライアンス管理者は、 このウィ ン

ドウから各カスケード ・ デバイスのチャンネル （ポート） 数を手動で指定する必要があります。

カスケード ・ デバイスの名前と チャンネル数を指定するには、 以下の手順で行います

1. アプライアンス管理者のアクセス権を持つユーザーと して、 Web インターフェイス

にログインします。

2. 構成 タブをク リ ッ クし、 左側のメ ニューで カスケード ・ デバイス  をク リ ッ クします。

3. カスケード ・ デバイスの名前をク リ ッ ク します。 デバイスの変更 ウィ ンド ウが開き

ます。

4. デバイスの新しい名前を入力します。

5. デバイスに割り当てるチャンネル数を4～24の範囲で入力します。

6. 保存 をク リ ッ ク します。

アプラ イアンスのソ フ ト ウェ ア・ バージョ ンと フ ァ ームウェ ア・
バージョ ンの表示

構成 タブが選択されている場合は、 どのユーザーも、 左側のメニューで バージョ ン  オ
プシ ョ ンをク リ ッ ク してアプラ イアンスのソフ ト ウェアと ファームウェアのバージ ョ ン

情報を表示するこ とができます。

図 3.16 ： 「バージ ョ ン」 ウィ ンドウ



56        GCM2およびGCM4インス ト レーシ ョ ン／ユーザーガイ ド

COケーブルのバージョ ン情報の表示とファームウェ アの管理

構成タブが選択されている場合は、 どのユーザーも、 左側のメニューで バージョ ン  →
CO オプシ ョ ンをク リ ッ ク し、 名前、 eID、 パス、 タ イプなど各COケーブルに関する情

報を表示する こ とができます。 また、 どのユーザーでもCOケーブルのeIDをク リ ッ クす

れば、 アプ リ ケーシ ョ ン、 起動、 ハード ウェアのバージ ョ ン情報と、 選択したCOケーブ

ルで更新版のファームウェアが利用可能かど うかを確認するこ とができます。

管理者、 ならびにアプライアンス管理者のアクセス権を持つ他のユーザーは、 個々のCO
ケーブルについてファームウェア ・ アップグレードを構成し、 COケーブルの自動ファー

ムウェア ・ アップグレードを有効にできます。

アプラ イアンス管理者は、 ツール ・ タブで、 同じ タ イプのCOケーブルすべてを同時に

アップグレードできます。 詳細については 「ツールの使用法 （ページ59） 」 を参照して

ください。

すべてのCOで自動アッ プグレード を有効にする  チェ ッ ク ・ ボッ ク スを選択する と、 そ

れ以降に接続されるすべてのCOケーブルが、 アプライアンスで利用可能なファームウェ

ア ・ レベルまで自動的にアップグレード されます。 これによって、 COケーブルのファー

ムウェアとアプライアンスのファームウェアの互換性が保証されます。

管理者、 ならびにアプラ イアンス管理者のアクセス権を持つ他のユーザーは、 KCOケー

ブルがティア接続のスイ ッチに接続されている場合に、 このウ ィ ン ド ウを使用してKCO
ケーブルを リ セッ ト できます。 この操作は、 テ ィア接続のスイ ッチがアプラ イアンスに

認識されなくなったと きに必要になる場合があ り ます。

図 3.17 ： 「COファームウェア ・ バージ ョ ン」 ウィ ンドウ
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COケーブルのバージョ ン情報を表示するには、 以下の手順で行います：

1. 任意のユーザー ・ アクセス ・ レベルでWebインターフェイスにログインします。

2. 構成 タブをク リ ッ ク し、 左側のメニューで バージョ ン  → COバージョ ン  をク リ ッ ク

します。

3. CO ケーブルの eID をク リ ッ ク します。 COバージ ョ ン情報を示すウ ィンド ウが表示さ

れます。

図 3.18 ： 「COバージ ョ ン」 ウィ ンドウ

4. ウィ ンド ウ右上の「 X」 をク リ ッ クすると 、 「 COバージョ ン」 ウィ ンド ウに戻り ます。

COケーブル・ ファ ームウェアの自動または個別アッ プグレード を設定するには、 以下

の手順で行います：

1. アプラ イアンス管理者のアク セス権を持つユーザーと して、 Web イ ンターフェイ ス

にログインし ます。

2. 構成 タブをク リ ッ ク し、 左側のメニューで バージョ ン  → CO をク リ ッ ク します。

3. これ以降接続される CO ケーブルの自動アップグレードを有効にするには、 以下の手

順を行います。

a. すべてのCOで自動アッ プグレード を有効にする  ボタンをク リ ッ ク します。 確認

ウ ィンド ウが表示されます。

b. OK をク リ ッ ク して続行します。
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4. CO ケーブルのファームウェアを読み込んでアップグレードするには、 以下の手順で

行います。

a. COケーブルのeIDをク リ ッ クします。 「COのバージョ ン」 ウィ ンド ウが開きます。

b. アプ リ ケーシ ョ ンのバージ ョ ンを、 「利用可能なファームウェア」 のアプ リ ケー

シ ョ ンのバージ ョ ンと比較します。 （現在のバージ ョ ンと使用可能なバージ ョ ン

が一致する場合でもフ ァームウェアを読み込むこ とができます。 場合によって

は、 COケーブルのバージ ョ ンを互換性のある以前のバージ ョ ンに戻すこ と もあ

り ます。 ）

c. ファ ームウェアのロード  ボタンをク リ ッ ク します。 ファームウェアのアップグ

レードが始ま り ます。 アップグレードの間、 進行状態を示すメ ッセージが 利用

可能なファ ームウェア  ボッ クスの下に表示され、 ファ ームウェアのロード  ボタ

ンが薄暗くな り ます。 アップグレードが完了する と、 アップグレードが正し く行

われたこ とを示すメ ッセージが表示されます。

d. 「 COバージョ ン」 ウ ィ ンド ウ右上の  X をク リ ッ ク する と 、 「 COバージョ ン」

ウ ィ ンド ウに戻り ます。

e. アップグレードする各COケーブルに対して、 a～d の手順を繰り返します。

COケーブルのリ セッ ト は以下の手順で行います：

1. アプラ イアンス管理者のアク セス権を持つユーザーと して、 Web イ ンターフェイ ス

にログインし ます。

2. 構成 タブをク リ ッ ク し、 左側のメニューで バージョ ン  → CO をク リ ッ ク します。

3. リ セッ トする KCO ケーブルの eID をク リ ッ ク します。 「COバージ ョ ン」 ウ ィ ンド ウ

が開きます。

4. COのリ セッ ト  ボタンをク リ ッ ク します。 確認ウ ィンド ウが表示されます。

5. OK をク リ ッ ク して続行します。

6. リ セッ ト の完了後、 「COバージョ ン」 ウ ィ ンド ウ右上の  X をク リ ッ ク する と 、

「COバージョ ン」 ウ ィ ンド ウに戻り ます。
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ツールの使用法

「ツール」 タブが選択されている と き、 管理者と、 アプラ イアンス管理者のアクセス権
を持つ他のユーザーは、 「ツール」 ウ ィ ン ド ウの各ボタンをク リ ッ ク して所定のタス ク
を実行するこ とができます。

図 3.19 ： ツール ・ タブ

「 ツール」 からのアプライアンスの再起動

ツール タブが選択されている場合、 管理者、 ならびにアプラ イアンス管理者のアクセス

権を持つ他のユーザーは、 ツール タブの 「アプラ イアンスの再起動」 ボタンをク リ ッ ク

してアプラ イアンスを再起動する こ とができます。 アプラ イアンス管理者であれば、 設
定の変更後に表示される 「アプラ イアンスの再起動」 をク リ ッ ク してアプラ イアンスを
再起動するこ と もできます。 「 アプラ イ アンスの再起動」 をク リ ッ クする と、 すべての
アクテ ィブ ・ ユーザーに接続解除のメ ッセージがブロード キャ ス ト され、 現行のユー
ザーはログアウ ト されてアプライアンスがすぐに再起動します。

「 ツール」 タブからのアプラ イアンスの再起動は以下の手順で行います：

1. アプラ イアンス管理者のアク セス権を持つユーザーと して、 Web イ ンターフェイ ス
にログインし ます。

2. ツール タブをク リ ッ ク します。 「 ツール」 ウ ィンド ウが表示されます。

3. アプラ イアンスの再起動 ボタンをク リ ッ ク します。 確認ウィ ンド ウが表示されます。

4. OK をク リ ッ ク します。 アプライアンスの再起動には1分ほどかかり ます。
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「 ツール」 からのアプライアンス・ ファームウェアのアッ プグレード

ツール タブが選択されている場合、 管理者、 ならびにアプライアンス管理者のアクセス権

を持つ他のユーザーは、 アプラ イ アンス・ ファ ームウェアのアッ プグレード  ボタンをク

リ ッ ク して、 Webインターフェイスを実行しているコンピューターのファ イル・ システム

またはTFTPサーバーにダウンロード したアプライアンス・ ファームウェアをアッ プグレー

ド するこ と ができます。 アッ プグレード を開始すると 、 進行状態を示すバーが表示されま

す。 アップグレード 進行中は、 別のアップグレード を開始するこ と はできません。

注 ： Webインターフ ェイスをサポートするファームウェア ・ バージ ョ ンにアプライアンスをアップグレードす

る場合は、 「Webインターフ ェ イスを使用するためのGCM2およびGCM4アプライアンスのアップグレード

（ページ27） 」 で説明されているように、 VCSを使用してファームウェアをアップグレード し、 その後でアプ

ライアンスの移行と再同期化を行う必要があります。

アプラ イアンス・ ファ ームウェアのアッ プグレード は以下の手順で行います：

1. http://www.ibm.com/support/ から、 アプライアンス ・ ファームウェアをTFTPサーバー

または現行のコンピューターにダウンロード します。

2. アプラ イアンス管理者のアク セス権を持つユーザーと して、 Web イ ンターフェイ ス

にログインし ます。

3. ツール タブをク リ ッ ク します。 ツール ウ ィンド ウが表示されます。

4. アプラ イアンス・ ファ ームウェアのアッ プグレード  ボタンをク リ ッ ク します。 アプ

ラ イアンス・ ファ ームウェアのアッ プグレード  ウ ィンド ウが表示されます。

5. TFTPサーバーからファームウェアをアップグレードする場合は、 TFTPサーバー ラ

ジオ ・ ボタンを選択し、 サーバーIPアド レス  フ ィールドにIPアド レスを、 「フ ァー

ムウェア ・ ファ イル」 フ ィールドにパス名をそれぞれ入力します。

図 3.20 ： 「アプライアンス ・ ファームウェアのアップグレード」 ウィ ンドウ － TFTPサーバー
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6. 現行のコンピューターからファームウェアをアップグレードする場合は、 ファ イ ル

システム  ラジオ ・ ボタンを選択し、 ファ イル ・ システム上でファームウェアが置か

れている場所を開きます。 開く  をク リ ッ ク します。

図 3.21 ： 「アプライアンス ・ ファームウェアのアップグレード」 ウィ ンドウ - ファイル システム

7. アッ プグレード  ボタンをク リ ッ ク します。 アッ プグレード  ボタンが薄暗くな り、 進

行状態を示すメ ッセージとバーが表示されます。

8. アップグレードが完了する と、 「アプラ イアンスの再起動」 ウ ィ ン ド ウが表示され

ます。

9. はい をク リ ッ ク し、 アプライアンスを再起動します。

10. 「ファームウェア アップグレードは完了しました。 アプライアンスの準備ができま

した」 とい う メ ッセージが表示されたら、 閉じ る  を ク リ ッ ク して 「アプラ イアン

ス ・ ファームウェアのアップグレード」 ウ ィ ンド ウを閉じます。

11. この手順を繰り返して、 すべてのアプライアンスをアップグレード します。

12. OK をク リ ッ ク します。

注 ： アプライアンス ・ ファームウェアのアップグレード中は、 アプライアンスの電源を切らないで ください。

「 ツール」 からの複数COケーブルのファームウェアのアップグレード

ツール タブが選択されている場合、 管理者、 ならびにアプラ イアンス管理者のアクセス

権を持つ他のユーザーは、 COファ ームウ ェ アのアッ プグレード  ボタンを ク リ ッ ク し

て、 複数のCOケーブルのファームウェアをアップグレードするこ とができます。
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複数のCOケーブルのファームウェアをアップグレード するには、 以下の手順で行います：

1. アプライアンス管理者のアクセス権を持つユーザーと して、 Web インターフェイス

にログインします。

2. ツール タブをク リ ッ ク します。 ツール ウ ィンド ウが表示されます。

3. COファームウェアのアップグレード  ボタンをク リ ッ ク します。 「COファームウェ

アのアップグレード」 ウ ィ ンド ウが表示されます。

4. アップグレードする各 CO ケーブル ・ タイプ （「 PS2」 、 「 USB」 、 「 USB2」 、

「 SRL」 、 「 Sun」 ） の前にあるチェッ ク ・ ボッ クスを選択します。

注： チェ ッ ク・ ボッ クスが無効になっている場合は、 対応するタイプのすべてのCOケーブルが現行バージョ ンの

ファームウェアで動作しているか、 対応するタイプのCOケーブルがシステムに存在しないことを意味します。

図 3.22 ： 「COファームウェアのアップグレード」 ウィ ンドウ

5. アッ プグレード  をク リ ッ ク します。 アッ プグレード  ボタンが薄暗くな り ます。 最新

の状態 コラムには、 各COケーブルのアップグレード状態に応じて 「進行中」 または

「成功しました」 と表示されます。 選択したすべてのCOケーブル ・ タ イプがアップ

グレード されるまで、 「 ファ ームウェアのアッ プグレード 中です」 とい う メ ッセー

ジが表示されます。 確認ウ ィンド ウが表示されます。

6. OK をク リ ッ ク します。 アッ プグレード  ボタンが有効な状態で「 ファ ームウェアの

アッ プグレード 」 ウ ィ ンド ウが表示されます。

7. 閉じる  をク リ ッ ク し て「 ファ ームウェアのアッ プグレード 」 ウ ィ ンド ウ を閉じ 、

「 ツール」 ウ ィ ンド ウ に戻り ます。
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アプライアンス構成ファイルの管理

ツール タブが選択されている場合、 管理者、 ならびにアプラ イアンス管理者のアクセス

権を持つ他のユーザーは、 アプラ イアンス構成の保存 ボタンをク リ ッ ク してアプライア

ンス設定をファ イルに保存し、 アプラ イ アンス構成の復元 ボタンを ク リ ッ ク して設定

ファ イルを復元するこ とができます。

アプラ イアンス構成ファ イルには、 SNMP設定、 LDAP設定、 NTP設定などを含めてすべ

てのアプラ イアンス設定が収容されています。 このファ イルは、 現行コンピューターの

ファ イル ・ システムのどこにでも保存できます。 保存されたアプラ イアンス設定ファ イ

ルは新しい、 またはアップグレード したアプラ イアンスに復元できるので、 手動の設定

や再設定は不要です。

注 ： ユーザー ・ アカウン ト情報は、 ユーザー構成ファイルに収容されます。 詳細については 「ユーザー ・ デー

タベースの管理 （ページ65） 」 を参照して く ださい。

アプラ イアンス構成の保存は以下の手順で行います：

1. アプライアンス管理者のアクセス権を持つユーザーと して、 Web インターフェイス

にログインします。

2. ツール タブをク リ ッ ク します。 ツール ウ ィンド ウが表示されます。

3. アプラ イアンス構成の保存 ボタンをク リ ッ ク し ます。 「 アプラ イアンス構成の保

存」 ウ ィ ンド ウが表示さ れます。

図 3.23 ： 「アプライアンス構成の保存」 ウィ ンドウ
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4. （ オプショ ン） ファ イル・ パスワード  フィ ールド にパスワード を入力し 、 パスワー

ド の確認 フィ ールド に同じパスワード を再入力します。 ファ イル・ パスワード を指

定し た場合、 管理者はアプラ イ アンス設定の復元を試行すると きにこ のパスワード

を指定する必要があり ます。

5. 保存 をク リ ッ ク します。 確認ウ ィンド ウが表示されます。

6. 保存 をク リ ッ ク します。 「名前を付けて保存」 ウ ィ ンド ウが表示されます。

7. ファ イル ・ システムで、 フ ァ イルを保存したい場所まで移動します。 ファ イル名を

入力します。

8. 保存 をク リ ッ ク します。 構成ファ イルが指定した場所に保存さ れます。 進行状態を

示すウィ ンド ウが表示さ れます。

9. 「 ダウンロード 完了」 と いう メ ッ セージが表示さ れたら 、 閉じる  をク リ ッ ク して進

行状態を示すウィ ンド ウを閉じます。

10. 「アプラ イアンス構成の保存」 ウ ィ ン ド ウ右上の 「X」 を ク リ ッ クする と、 「ツー

ル」 ウ ィンド ウに戻り ます。

保存さ れたアプラ イアンス構成の復元は以下の手順で行います：

1. アプライアンス管理者のアクセス権を持つユーザーと して、 Web インターフェイス

にログインします。

2. ツール タブをク リ ッ ク します。 ツール ウ ィンド ウが表示されます。

3. アプラ イアンス構成の復元 ボタンをク リ ッ ク し ます。 「 アプラ イアンス構成の復

元」 ウ ィ ンド ウが表示さ れます。

図 3.24 ： 「アプライアンス構成の復元」 ウィ ンドウ
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4. 参照 をク リ ッ ク し、 保存した設定ファイルの保存場所を開きます。 ファ イル名と保

存場所が ファ イル名 フ ィールドに表示されます。

5. ファ イル ・ パスワード を作成した場合は、 「フ ァ イル ・ パスワード」 フ ィールドに

パスワードを入力します。

6. 復元 をク リ ッ ク します。 復元が完了する と、 確認ウ ィンド ウが表示されます。

7. OK をク リ ッ ク し、 「ツール」 ウ ィ ンド ウに戻り ます。

ユーザー・ データベースの管理

「 ツール」  タブが選択されている場合、 管理者、 ならびにアプライアンス管理者のアク

セス権を持つ他のユーザーは、 アプラ イアンス・ ユーザー・ データベースの保存 ボタン

をク リ ッ ク してアプラ イアンス構成をファ イルに保存し、 アプラ イ アンス・ ユーザー・

データベースの復元 ボタンをク リ ッ ク して構成ファ イルを復元するこ とができます。

ユーザー ・ データベース ・ ファ イルには、 アプラ イアンスの全ユーザー ・ アカウン ト の

構成が収容されています。 保存されたユーザー ・ データベース ・ フ ァ イルは新しい、 ま

たはアップグレード したアプラ イアンスに復元できるので、 手動の設定や再設定は不要

です。

アプラ イアンス・ ユーザー・ データベースの保存は以下の手順で行います。

1. アプライアンス管理者のアクセス権を持つユーザーと して、 Web インターフェイス

にログインします。

2. ツール タブをク リ ッ ク します。 ツール ウ ィンド ウが表示されます。

3. アプラ イアンス・ ユーザー・ データベースの保存 ボタンをク リ ッ ク します。 「 アプ

ラ イアンス・ ユーザー・ データベースの保存」 ウ ィ ンド ウが表示されます。

図 3.25 ： 「アプライアンス ・ ユーザー ・ データベースの保存」 ウィ ンドウ
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4. （ オプショ ン） ファ イル・ パスワード  フィ ールド にパスワード を入力し 、 ファ イ

ル・ パスワード の確認 フィ ールド に同じ パスワード を再入力し ます。 こ こ でファ

イ ル・ パスワード を設定し た場合、 管理者はアプラ イ アンス設定を復元する と き

にこ のパスワード を指定する必要があり ます。

5. 保存 をク リ ッ ク します。 確認ウ ィンド ウが表示されます。

6. 保存 をク リ ッ ク します。 「ファ イルのダウンロード－セキュ リ ティ警告」 ウ ィンド

ウが開きます。

7. フ ァ イル ・ システムで、 フ ァ イルを保存する場所まで移動し ます。 フ ァ イ ル名

フ ィールドにユーザー ・ データ ・ ファ イルの名前を入力します。

8. 保存 をク リ ッ ク します。 データ ・ ファ イルが指定した場所に保存されます。 進行状

態を示すウ ィンド ウが表示されます。

9. 「 ダウンロード 完了」 と いう メ ッ セージが表示されたら、 閉じる  をク リ ッ ク して進行

状態を示すウィ ンド ウを閉じます。

10. 「アプラ イアンス ・ ユーザー ・ データベースの保存」 ウ ィ ン ド ウ右上の 「X」 を ク

リ ッ クする と、 「ツール」 ウ ィ ンド ウに戻り ます。

11. 確認ウ ィンド ウが表示されます。

12. OK をク リ ッ ク します。

アプラ イアンス・ ユーザー・ データベースの復元は以下の手順で行います。

1. アプライアンス管理者のアクセス権を持つユーザーと して、 Web インターフェイス

にログインします。

2. ツール タブをク リ ッ ク します。 ツール ウ ィンド ウが表示されます。

3. アプラ イアンスのユーザー・ データベースの復元 ボタンをク リ ッ ク します。 「 アプ

ラ イアンス・ ユーザー・ データベースの復元」 ウ ィ ンド ウが表示されます。

図 3.26 ： 「アプライアンス ・ ユーザー ・ データベースの復元」 ウィ ンドウ
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4. 参照 をク リ ッ ク し、 ユーザー ・ データ ・ ファ イルの保存場所を開きます。

5. ファ イルを選択します。 ファ イル名と保存場所が ファ イル名 フ ィールドに表示され

ます。

6. ファ イル・ パスワード を作成した場合は、 ファ イル・ パスワード  フィ ールド にパス

ワード を入力します。

7. 復元 をク リ ッ ク します。 復元が完了する と、 確認ウ ィンド ウが表示されます。

8. OK をク リ ッ ク し、 「ツール」 ウ ィ ンド ウに戻り ます。
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OSCARインターフェイスの使用法

アプラ イアンスの背面にあるローカル ・ ポー ト にキーボード、 モニター、 およびマウス

を接続して、 ダイレク ト ・ アナログ ・ アクセス用のローカル ・ ユーザー ・ ステーシ ョ ン

と して使用できます。 これでローカル ・ ユーザーはOSCARインターフェイスを使用でき

ます。 このインターフェイスを使用して、 スイ ッチング ・ システムを構成し、 ターゲッ

ト ・ デバイスにアクセスします。

OSCARインターフェ イスの「 メ イン」 ウィ ンド ウ

次の図はOSCARインターフェイスの 「メ イン」 ウ ィ ンド ウの一例です。

図 4.1 ： 「メ イン」 ウィ ンドウの一例

「メ イン」 ウ ィ ン ド ウにはスイ ッチング ・ システムに接続されたターゲッ ト ・ デバイス

が一覧されます。 ナマエ、 eIDまたはポートボタンをク リ ッ ク して、 それぞれ、 ターゲッ

ト ・ デバイス名、 eID番号またはポート番号別に一覧を順に表示するこ とができます。

「ポー ト 」 コ ラムにはそれぞれのターゲッ ト ・ デバイスが接続されているARIポー ト が

表示されます。 GCM2／GCM4アプライアンスに以前のモデルのアプライアンスまたはス

イ ッチ （カスケード ・ デバイス と呼びます） が接続されている場合、 カスケード ・ デバ

イ スが接続されている メ イ ン ・ アプラ イアンスのARIポー ト 番号が最初に表示され、

ターゲッ ト ・ デバイスが接続されているカスケード ・ デバイスのポート番号が次に表示

章

4
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されます。 例えば、 図 4.1では、 Actionとい う名前のターゲッ ト ・ デバイスがARIポー ト

06に接続され、 カスケード ・ デバイスのポート 01にターゲッ ト ・ デバイスが接続されて

います。

スイ ッチ ・ システムの各ターゲッ ト ・ デバイスのステータスは、 右側コラムに1つまたは

複数の記号で示されます。 ステータス記号は以下のよ うになっています。

OSCARインターフェイスを開始するには、 以下の手順で行います ：

1. ローカル ・ ユーザー ・ ポートに接続されたモニターをオンにします。

2. 次のいずれかの手順を行なって、 OSCARインターフェイスを起動します。

• Print Screen キーを押します。

• Ctrl キー、 Alt キー、 またはShift キーを1秒以内に2回押し、 OSCARインターフェ

イスを起動します。

表 4.1 ： OSCARインターフェイスのステータス記号

記号 説明

COケーブルがオンラインである （緑色○） 。

COケーブルがオフラインであるか、 または正し く 作動していない。

ターゲッ ト ・ デバイスが他のアプライアンスを介してテ ィアド接続されている。 ターゲッ

ト ・ デバイスおよびアプライアンスはオンラインであり、 給電されている。

ターゲッ ト ・ デバイスが他のアプライアンスを介してテ ィアド接続されている。 アプライ

アンスはオフラインであるか、 給電されていない。

COケーブルはアップグレード中黄色の○。 この記号が表示されるときは、 アプライアン

ス、 または接続されたターゲッ ト ・ デバイスで電源を切ったり、 入れたり しないで く ださ

い。 また、 COケーブルの接続を切らないで く ださい。 そのようにすると、 COケーブルが

恒久的な損傷を受ける場合があります。

COケーブルは表示されているユーザー ・ チャンネルによって現在アクセスされている緑

色のチャンネル文字。

COケーブルは表示されているユーザー ・ チャンネルによってブロッ クされている黒色の

チャンネル文字。 例えば、 図 3.1では、 ユーザーCがForesterを参照中、 かつ同一COケー

ブルに接続されているActon、 Barrett、 Edieへのアクセスをブロッ ク しているこ とを示し

ている。

表示されているユーザー ・ チャンネル （青色の文字） へのリモート ・ バーチャル ・ メディ

ア接続が確立されている。
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注： 本章のいずれの手順においても、 Print Screenキーを押す代わりにこれらのキー・ シーケンスを使用できます。

3. パス ワードが設定されている場合、 「ニンシ ョ ウ」 ウ ィ ン ド ウが開き ます。 パス

ワードを入力し、 OKをク リ ッ ク します。

OSCARインターフェイスの開始遅延を設定するには、 以下の手順で行います ：

1. OSCARインターフェイスの開始。

2. 「メ イン」 ウ ィ ンド ウで、 セッテイ>メニューを順にク リ ッ ク します。

3. 画面遅延時間 フ ィールドに、 秒数を入力します。

OSCARインターフェ イスの使用法

この表には、 OSCARインターフェイスで使用できるキー、 キーの組み合わせ、 およびマ

ウスの操作が説明されています。 コンマ （,） で区切られた2つ以上のキーの名前または

マウスの操作は、 操作のシーケンスを示します。 プラス記号 （+） で区切られた2つ以上

のキーの名前またはマウスの操作は、 操作の組み合わせ、 すなわち、 操作は同時に実行

されるこ とを示します。

Alt+0 キーの組み合わせを使用する場合以外は、 数字入力に、 メ イン ・ キーボードまたは

数字キーパッ ド を使用する こ とができます。 Alt+0を使用する と きには、 メ イン ・ キー

ボード上で0を使用する必要があ り ます。

表 4.2 ： OSCARインターフェイスの操作に関する基本事項

キー、 キーの組み合わせ、 また

はマウスの操作

結果

Print Screen ； Ctrl, Ctrl ； Shift,
Shift ； またはAlt, Alt

OSCARインターフ ェ イスの開始。 OSCARインターフ ェ イスを起動

するために使用するキー ・ シーケンスを指定するには、 セッ ト アッ

プ → メニュー を順にクリ ックして ください。

Print Screen, Print Screen

現在選択されているターゲッ ト ・ デバイスにPrint Screenのキース ト

ローク を送信します。 すなわち、 ターゲッ ト ・ デバイス用に画面

キャプチャーが実行されます。

セッ トアップ → メニュー でPrint Screenキーが起動キー ・ シーケン

スと して選択されていない場合には、 ターゲッ ト ・ デバイスの画面

キャプチャーはPrint Screenキーを一度押すだけですみます。

F1 現在のウィンドウに合ったヘルプを表示します。
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Esc

Oscarの 「メ イン」 ウ ィ ン ドウの場合 ： OSCARインターフ ェ イスを

閉じて、 デスク ト ップのステータス ・ フラグに戻ります。

他のすべてのウィ ン ドウの場合 ： 変更内容を保存せずに現在のウィ

ンドウを閉じて、 元のウィ ンドウに戻ります。

ポップアップ ・ ウ ィ ン ドウの場合 ： ポップアップ ・ ウ ィ ン ドウを閉

じて、 現在のウィンドウに戻ります。

Alt+X 変更内容を保存せずに現在のウィ ンド ウを閉じ て、 元のウィ ンド ウ

に戻り ます。

Alt+O OK をクリ ックすると、 元のウィンドウに戻ります。

Alt+ポート番号 スキャンするターゲッ ト ・ デバイスを選択します。 ポート番号 は
ターゲッ ト ・ デバイスのポート番号です。

Enter

「メ イン」 ウ ィ ン ドウのスイ ッチ操作を完了し、 OSCARイン ター

フェイスを終了します。

編集可能なフ ィールドをク リ ッ ク して編集するテキス ト （文字列）

を選択し、 左または右矢印キーによるカーソルの移動を可能にしま

す。 Enterキーを押すと、 編集モードが終了します。

Print Screen, Backspace 前に選択したターゲッ ト ・ デバイスに戻ります。

Print Screen, Alt+0
選択したターゲッ ト ・ デバイスからユーザーを接続解除します。 ゼ

ロ （0） は数字キーパッ ドではな く メ イン ・ キーボード上で入力しな

ければならないことに注意して ください。

Print Screen, Pause スク リーン ・ セーバーを直ちに起動します。 またパスワード保護を

有効にしてある場合はユーザーをロックします。

上向きまたは下向き矢印 一覧内でカーソルを上下に一行ずつ移動させます。

右向きまたは左向き矢印

フ ィールドでテキス ト を編集している場合 ： フ ィールドのテキス ト

内でカーソルを移動させます。

他のすべての状況の場合は ： 一覧内でカーソルを上下に１ コラムず

つ移動させます。

Page UpまたはPage Down 一覧またはヘルブ ・ ウィ ンドウ内をページごとに移動します。

HomeまたはEnd 一覧の一番上または一番下までカーソルを移動させます。

Delete
フ ィールド内では選択された文字を、 スキャン ・ リス ト内では現在の

選択項目を削除します。 スキャン ・ リス トの詳細については、 「ス

イッチ ・ システムのスキャン （ページ91） 」 を参照して ください。

表 4.2 ： OSCARインターフェイスの操作に関する基本事項 （続き）

キー、 キーの組み合わせ、 また

はマウスの操作

結果
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ターゲッ ト ・ デバイスへの接続

OSCARインターフェイスの 「メ イン」 ウ ィ ン ド ウを使用して接続するターゲッ ト ・ デバ

イスを選択します。 ターゲッ ト ・ デバイスを選択する と、 キーボード とマウスは自動的

にそのターゲッ ト ・ デバイスに適したものに再設定されます。

ターゲッ ト ・ デバイスを選択するには、 以下の手順で行います ：

1. OSCARインターフェイスを起動します。

2. 「メ イン」 ウィ ンド ウで次のオプショ ンのいずれかを使用してデバイスを選択します。

• デバイス名、 EID番号、 またはポート番号をダブルク リ ッ ク します。

• ポート番号を入力して、 Enter キーを押します。

• ターゲッ ト ・ デバイス名の最初の一意の数文字またはeID番号を入力して、 Enter
キーを押します。

3. 選択した2つのターゲッ ト ・ デバイスの間で切り 替えを行う こ と ができます。 以前に選

択し たタ ーゲッ ト ・ デバイ スを選択する には、 Print Screen キーを押し て  Backspace
キーを押します。

ターゲッ ト ・ デバイスからの切断は以下の手順で行います ：

Print Screen キーを押し、 その後 Alt + 0 キーを押します。 OSCARインターフェ イ スで

「Free」 ステータス ・ フ ラグがついている場合、 ユーザーがターゲッ ト ・ デバイスに接

続されていないこ とを表します。

ローカル・ バーチャル・ メ ディ ア・ セッ ショ ンの構成と開始

OSCARインターフェイスを使用してターゲッ ト ・ デバイス とのバーチャル ・ メディア ・

セッシ ョ ンを開始できるのは、 USB メディ ア ・ デバイスがアプラ イアンスのUSBポー ト

を使用してアプラ イアンスに直接接続されている場合のみです。 どの方法で作成された

バーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンでも、 ターゲッ ト ・ デバイスがVCOケーブルで接続

されているこ とが必要です。

注 ： すべてのUSBポートは単一のバーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンに割り当てられており、 個別にマップす

ることはできません。

バーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンの設定を構成するには以下の手順で行います ：

1. OSCARインターフェイスを起動します。

2. ターゲッ ト ・ デバイスを選択します。

3. VMedia ボタンをク リ ッ ク します。 「 バーチャル メ ディ ア」 ウィ ンド ウが開きます。
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4. KVM セッシ ョ ンを終了する とバーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンも終了するよ う指

定する場合は、 ロ ッ ク済み チェッ クボッ クスを選択します。

5. 他のユーザーが接続できないよ うユーザーがバーチャル ・ メディ ア ・ セッシ ョ ンを

予約できるよ うに指定する場合は、 予約 チェッ クボッ クスを選択します。

6. バーチャル ・ メデ ィ ア ・ セ ッ シ ョ ン中にターゲッ ト ・ デバイ スがバーチャル ・ メ

ディアにデータを書き込めるよ うにするには、 書き込みアクセス  チェ ッ クボッ クス

を選択します。 読み込みアクセスはバーチャル ・ メディ ア ・ セッシ ョ ン中常時可能

です。

7. OKをク リ ッ ク します。

ローカル・ バーチャル・ メ ディ ア・ セッショ ンを開始するには、 以下の手順を行います：

1. OSCARインターフェイスを起動します。

2. ターゲッ ト ・ デバイスを選択します。

3. VMedia ボタンをク リ ッ ク します。 「バーチャル・ メ ディ ア」 ウィ ンド ウが開きます。

4. アプライアンスに接続されたCD ROMデバイスをマッ ピングしてターゲッ ト ・ デバイ

スのデスク ト ッ プにアイコンが表示さ れるよ う にするには、 CD ROM チェッ ク ボッ

ク スを選択します。 チェッ クボッ ク スをオフにすると 、 マッ ピングが終了します。

5. アプライアンスに接続された USB ス ト レージ ・ デバイス （ディ スクやハード ・ ド ラ

イブ） をマッピングしてターゲッ ト ・ デバイスのデス ク ト ップにアイコンが表示さ

れる よ う にするには、  大容量記憶装置 チェ ッ クボッ ク スを選択します。 チェ ッ ク

ボッ クスをオフにする と、 マッピングが終了します。

6. OK をク リ ッ ク します。
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アプライアンスと OSCARインターフェ イスの設定

OSCARインターフェイスの セッ ト アッ プ ウ ィ ン ド ウでは、 アプラ イアンス とOSCARイ

ンターフェイスの設定を構成できます。

図 4.2 ： 「セッテイ」 ウインドウ

次の表に、 「セッテイ」 ウ ィ ンド ウのオプシ ョ ンについて説明します。

表 4.1 ： ターゲッ ト ・ デバイスの定期なタスクを管理するための 「セッテイ」 の各機能

オプシ ョ ン 目的

メニュー

ターゲッ ト ・ デバイスの一覧をターゲッ ト ・ デバイス名、 eID番号、 またはポート

番号別に順に並べます。 画面の遅延時間を設定し、 Print Screenキーを押してから

OSCARインターフェイスが起動するまでの間の経過時間を指定します。

セキュリテ ィ
スク リーン ・ セーバーを有効にします。 ターゲッ ト ・ デバイスへのアクセス権を制

限するパスワードを設定します。

フラグ
タイ ミ ング、 カラーおよび位置を含むステータス ・ フラグの表示プロパテ ィ を変更

します。

ゲンゴ インターフェイスでの表示言語を指定します。

デバイス 接続されているテ ィアド ・ アプライアンスにあるポートの数を指定します。

「ナマエ」 各ターゲッ ト ・ デバイスに固有の名前を割り当てます。

キーボード キーボードの国コードを指定します。

ブロードキャスト
キーボードおよびマウスの操作によって複数のターゲッ ト ・ デバイスを同時にコン

ト ロールします。

スキャン
最大16台のターゲッ ト ・ デバイスに対してスキャンのカスタマイズ ・ パターンを設

定します。

プリエンプ ト プリエンプ ト操作の設定を指定します。

ネッ トワーク
ネッ トワーク速度と設定、 スイッチ ・ システムのIPアドレス、 ネッ トマスク、 ゲー

トウェイを指定します。
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ターゲッ ト ・ デバイス名の割当

個々のターゲッ ト ・ デバイスをポート 番号別ではなく 名前別で認識するよ う 設定するに

は「 ナマエ」 ウ ィ ンド ウ を使用し ます。 「 名前」 リ ス ト は常にポート 順で並べら れま

す。 名前はCOケーブル内に保存さ れます。 従って、 たと えケーブル／ターゲッ ト ・ デバ

イスを他のARIポート に移動しても 、 名前と 設定構成はアプライアンスで認識されます。

ターゲッ ト ・ デバイスがオフになっている場合には、 COケーブル名は変更できません。

「ナマエ」 ウ ィンド ウにアクセスするには、 以下の手順を行います ：

1. OSCARインターフェイスを起動します。

2. セッテイ>ナマエを順にク リ ッ ク します。 「ナマエ」 ウ ィンド ウが開きます。

図 4.3 ： 「名前」 ウィ ンドウ

アプライアンスによって新しいCOケーブルが検出された場合は、 画面上のリ ス ト も自動

的に更新されます。 更新中は、 マウス ・ カーソルの代わりに砂時計が表示されます。 リ

ス トの更新が完了するまでは、 マウス とキーボードのいずれから も入力はできません。
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名前をターゲッ ト ・ デバイスに割り当てるには、 以下の手順を行います ：

1. 「名前」 ウ ィ ンド ウで、 ターゲッ ト ・ デバイスを選択し、 変更 をク リ ッ ク します。

「ナマエノ  ヘンコウ」 ウ ィ ンド ウが開きます。

図 4.4 ： 「ナマエノ  ヘンコウ」 ウィ ンドウ

2. アタラシイ  ナマエフィ ールド に名前を入力します。 15文字までの名前を使用できます。

有効な文字は、 A-Z、 a-z、 O-9、 スペースおよびハイフンです。

3. OK をク リ ッ ク します。 選択内容は、 「ナマエ」 ウ ィ ンド ウで OK をク リ ッ クするま

では保存されません。

4. スイ ッチ ・ システムの各ターゲッ ト ・ デバイスで手順1～3を繰り返します。

5. 「ナマエ」 ウ ィ ンド ウで OK をク リ ッ ク して設定内容を保存します。 または、 X をク

リ ッ クするかEscキーを押して変更内容を保存せずに終了します。

COケーブルに名前が割り当てられていない場合は、 eIDがデフォル ト名と して使用され

ます。 ターゲッ ト ・ デバイスを名前別にアルファベッ ト順に一覧するには、 Alt+Nキーを

押すか、 「メ イン」 ウ ィ ンド ウでナマエをク リ ッ ク します。

カスケード ・ デバイスのポートの構成

GCM2またはGCM4アプライアンスは取り付けられているティア接続アプライアンスおよ

びスイ ッチ （カスケード ・ デバイス） を自動的に検出しますが、 「デバイス」 ウ ィ ン ド

ウから各カスケード ・ デバイス上のポー ト数を指定する必要があ り ます。 IBM Console
Switchや他の旧モデルのアプラ イアンスは、 テ ィ ア ド ・ アプラ イアンスの 「タ イプ」 の

カテゴ リーにリ ス ト されます。
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図 4.5 ： 「デバイス」 ウィ ンドウ

アプラ イアンスがテ ィア接続アプラ イアンスまたはスイ ッチを検出する と、 ポー ト番号

が変更されて、 接続されている各ターゲッ ト ・ デバイスを識別します。

設定可能なターゲッ ト ・ デバイスを リ ス トから選択する と、 変更 ボタンが使用可能にな

り、 正しいポート数を割り当てるこ とができます。

「デバイス」 ウ ィ ンド ウにアクセスするには、 以下の手順を行います ：

1. OSCARインターフェイスを起動します。

2. セッテイ>デバイスを順にク リ ッ ク します。 「デバイス」 ウ ィ ンド ウが開きます。

デバイス ・ タイプを割り当てるには、 以下の手順を行います ：

1. 「デバイス」 ウ ィ ンド ウで、 カスケード ・ デバイスのポート番号を選択します。

2. ヘンコウをク リ ッ ク します。 「デバイス ノ  ヘンコウ」 ウ ィ ンド ウが開きます。

図 4.6 ： 「デバイスノ  ヘンコウ」 ウィ ンドウ



 章 4 ： OSCARインターフェイスの使用法        79

3. ラジオ ・ ボタンを選択するか、 カスケード ・ デバイスのポート番号を入力して、 OK
をク リ ッ ク します。

4. 各カスケード ・ アプライアンスについて手順1～3を繰り返します。

5. 「デバイス」 ウ ィ ンド ウでOKをク リ ッ ク し、 設定内容を保存します。

表示動作の変更

「メニュー」 ウ ィ ン ド ウでは、 ターゲッ ト ・ デバイスの表示順の変更やOSCARインター

フェイスの画面遅延の設定ができます。 この表示順序の設定は、 ターゲッ ト ・ アプラ イ

アンスが一覧される 「メ イン」 、 「デバイス」 、 「ブロードキャス ト 」 などのウ ィ ン ド

ウを含むいくつかのウ ィンド ウでの表示順に影響を及ぼします。

「メニュー」 ウ ィ ンド ウにアクセスするには、 以下の手順を行います ：

1. OSCARインターフェイスを起動します。

2. セッテイ>メニューを順にク リ ッ ク します。 「メニュー」 ウ ィンド ウが開きます。

図 4.7 ： 「メニュー」 ウィ ンドウ

ターゲッ ト ・ デバイスの表示順を指定するには、 以下の手順で行います ：

1. 「メニュー」 ウ ィ ンド ウで、 次のチェッ ク ・ ボッ クスの1つを選択します ：

• ターゲッ ト ・ デバイスをターゲッ ト ・ デバイスの名前別でアルファベッ ト順に表

示するにはナマエを選択します。

• ターゲッ ト ・ デバイスをeID番号別で数字順に表示するにはeIDを選択します。

• ターゲット ・ デバイスをポート 番号別で数字順に表示するにはポート を選択します。

2. OKをク リ ッ ク します。
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OSCARインターフェイスを起動するためのキーの組み合わせを指定するには、 以下の手

順で行います ：

1. 「メニュー」 ウ ィ ンド ウの 「OSCAR の起動」 セクシ ョ ンで、 次のキーのいずれかま

たは組み合わせを押して、 OSCARインターフェイスを起動するためのキーを指定し

ます ：

• Print Screen キー

• Ctrl-Ctrl

• Alt-Alt

• Shift-Shift

2. OK をク リ ッ ク します。

画面遅延を設定する こ とで、 OSCARインターフェ イスを起動せずにキーボードでター

ゲッ ト ・ デバイスを選択できるよ うにな り ます。 画面遅延では、 Print Screenキーを押し

てからOSCARインターフェイスが起動するまでの経過時間を指定します。 画面の遅延を

設定するには、 以下の手順を行います ：

1. 「メニュー」 ウ ィ ンド ウの 画面遅延時間 セクシ ョ ンに秒数 （0から9） を入力して遅

延の長さを指定します。 0を指定する と遅延は起こ り ません。

2. OKをク リ ッ ク します。

表示言語の選択

「言語」 ウ ィ ンド ウではOSCARインターフェイスの表示言語を変更できます。

図 4.8 ： 「ゲンゴ」 ウィ ンドウ
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OSCARインターフェイスで使用する言語を選択するには、 以下の手順で行います ：

1. OSCARインターフェイスを起動します。

2. セッテイ>ゲンゴを順にク リ ッ ク します。 「ゲンゴ」 ウ ィ ンド ウが開きます。

3. 「ゲンゴ」 ウ ィ ンド ウで言語を選択し、 OKク リ ッ ク します。

ステータス ・ フラグの構成

ステータス・ フラグは、 ターゲッ ト ・ デバイスのデスク ト ッ プでビデオ・ ビューアーに表

示さ れ、 選択さ れたターゲッ ト ・ デバイスの名前またはeID番号、 または選択さ れたポー

ト のステータスを示します。 フラグに表示される情報、 フラグの色、 デスク ト ッ プでのフ

ラグ表示形態（ 透明／不透明） 、 フラグを常時表示するかどう か、 デスク ト ッ プでの表示

位置などを指定すること ができます。 次の表にステータス・ フラグの例を示します。

ステータス ・ フラグの設定を指定するには、 以下の手順を行います ：

1. OSCARインターフェイスを起動します。

2. セッテイ  → フラグ を順に選択します。

図 4.9 ： 「フラグノ  セッテイ」 ウインドウ

表 4.4 ： OSCARインターフェイスのステータス ・ フラグ

フラグ 説明

名前別のフラグ ・ タイプ

eID番号別のフラグ ・ タイプ

ユーザーが全システムから接続解除されていることを示すフラグ

ブロード キャスト ・ モード が使用可能であることを示すフラグ
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3. 次のチェッ ク ・ ボッ クスを1つまたは複数ク リ ッ ク します ：

• ナマエまたはeIDを選択してフラグに表示する情報を指定します。

• ヒ ョ ウジを選択する と フ ラグが常時表示され、 ジカンセイゲンを選択する と ター

ゲッ ト ・ デバイスを選択した後5秒間だけフラグが表示されます。

• 表示色 セクシ ョ ンで、 フラグを選択します。

• フ ト ウ メ イを選択してフラグを不透明にするか、 または ト ウ メ イを選択してフラグ

を通してデスク ト ップが見えるよ うにします。

4. フラグの位置を指定するには、 以下の手順を行います ：

a. 位置設定 ボタンをク リ ッ ク します。

b. 「イチ セッ テイ 」 ウィ ンド ウのタイ ト ル・ バーでマウスの左ボタンを押したまま

保持して、 ウィ ド ウを新しい位置までド ラグします。

c. マウスの右ボタンを押して 「イチ セッテイ」 ウ ィ ンド ウを閉じます。

図 4.10 ： 「イチ セッテイ」 ウィ ンドウ

5. OK をク リ ッ ク して設定内容を保存します。 または、 X をク リ ッ クするか Escape キー

を押して変更内容を保存せずに終了します。

キーボードの国コードの設定

デフォル ト設定では、 本アプラ イアンスはターゲッ ト ・ デバイスに取り付けられたUSB
ケーブルに米国のキーボード ・ コードを送信するよ うになっています。 このコードは、

該当のターゲッ ト ・ デバイスがオンになった時点、 または再起動された時点で適用され

ます。 コードはこの後、 COケーブルに保存されます。 アプライアンスのファームウェア

の言語と異なる言語に対応のキーボード ・ コードを使用する と、 キーボード ・ マッピン

グに支障をきたします。

複数のキーボードをローカル ・ ポートに接続している場合は、 それらは同じ種類 （PCま

たはMac） であ り、 同じ言語でなければな り ません。 キーボードの国コードの設定を参

照／変更できるのは、 ローカル ・ ユーザーのみです。

キーボード ・ コードが米国に設定されているのに別の国用のキーボードを使用している

場合には、 問題が起こ る こ とがあ り ます。 例えば、 米国用キーボードの 「Z」 キーの位

置は、 ド イツ用キーボードの 「Y」 のキーの位置と同じになっています。

「キーボード」 ウ ィ ン ド ウでは、 デフォル ト と して設定されている米国用のキーボー

ド ・ コード以外の別の国のコードを送信するこ とができます。
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図 4.11 ： 「キーボード」 ウィ ンドウ

キーボードの国コードを変更するには、 以下の手順を行います ：

1. OSCARインターフェイスを起動します。

2. セッテイ >キーボード を順にク リ ッ ク します。 「キーボード 」 ウィ ンド ウが開きます。

3. キーボード用の国コードを選択してOKをク リ ッ ク します。 「キーボード  ケイコ ク」

ウ ィ ンド ウで変更を確認します。

4. OKをク リ ッ ク して設定を保存します。 または、 Xをク リ ッ クするかEscキーを押して

変更を保存せずに終了します。

アプライアンスのセキュリテ ィの設定

パスワードが設定されている場合、 ローカル ・ ユーザー ・ ステーシ ョ ンにアクセスでき

るユーザであれば、 OSCARインターフェ イ スにアクセスできます。 セキュ リ テ ィのた

め、 ス ク リーン ・ セーバーを有効にし、 OSCARインターフェイス用のパスワードを設定

して ください。

ス ク リ ーン ・ セーバーが起動するまでの待ち時間を指定できます。 ス ク リーン ・ セー

バーが起動する と、 ターゲッ ト ・ デバイスの接続はすべて解除されます。 キーボード上

の任意のキーを押すか、 マウスを動かすとスク リーン ・ セーバーは停止します。

パスワードが設定されている場合、 ス ク リーン ・ セーバーをオフにするには、 パスワー

ドを入力して OK をク リ ッ ク します。 パスワードは最高12文字、 アルファベッ ト と数字

の両方が必要で、 大文字と小文字の区別があ り ます。 有効な文字は、 A-Z、 a-z、 O-9、 ス

ペースおよびハイフンです。

重要事項 ： パスワードを忘れた場合は、 テクニカル ・ サポート に連絡していただく必要

があ り ます。 連絡先の詳細については 「ページ114から始まる付録 E」 を参照して くださ

い。
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スク リーン ・ セーバーをただちに起動するには、 以下の手順で行います ：

Print Screen キーを押し、 その後でPause キーを押します。

「セキュ リ テ ィ」 ウ ィ ンド ウにアクセスするには、 以下の手順で行います ：

1. OSCARインターフェイスを起動します。

2. セッテイ  → セキュリ ティ の順にクリ ックします。 「セキュリ ティ 」 ウィ ンド ウが開きま

す。

スクリ ーン・ セーバーを有効にするには、 以下の手順を行います：

1. 「セキュ リ テ ィ」 ウ ィ ンド ウで、 スク リ ーンセーバー有効化 チェッ ク ・ ボッ クスをオ

ンにします。

2. 待ち時間 フィ ールドに、 スク リ ーンセーバーが起動するまでに経過させる秒数（ 1～99）
を入力します。

3. 使用モニターがEnergy Star準拠の場合はエナジーを、 それ以外はスク リーンを選択し

ます。

4. （オプシ ョ ン） ス ク リーン ・ セーバー ・ テス ト を実行するには、 テス ト を ク リ ッ ク

します。 約10秒間スク リーン ・ セーバー ・ テス トが行われます。

5. OK をク リ ッ ク します。

スク リーン ・ セーバーを無効にするには、 以下の手順を行います ：

1. 「セキュリ ティ 」 ウィ ンド ウで、 スク リ ーンセーバー有効化 チェッ ク ・ ボッ ク スをオ

フにします。

2. OK をク リ ッ ク します。

パスワードを設定／変更するには、 以下の手順を行います ：

1. 「セキュ リ テ ィ」 ウ ィ ンド ウで、 新規 フ ィールドをダブルク リ ッ ク します。

2. アタラシイ  パスワードフ ィールドに新しいパスワードを入力します。

3. パスワード ノ  カクニンフ ィールドに、 も う一度そのパスワードを入力します。

4. OK をク リ ッ ク します。

パスワード保護を無効にするには、 以下の手順を行います ：

1. 「セキュリ ティ 」 ウィ ンド ウで、 新規 フィ ールド をダブルク リ ッ ク します。 フィ ール

ド を空欄のままにしてEnterキーを押します。

2. パスワード ノ  カクニンフ ィールドをダブルク リ ッ ク します。 フ ィールドを空欄のま

まにしてEnterキーを押します。
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3. OK をク リ ッ ク します。

プリ エンプト 警告の設定

管理者および特定のアクセス権を持つユーザーは、 KVMセッシ ョ ンをプ リエンプ ト （接

続解除） してターゲッ ト ・ デバイスを制御する こ とができます。 プラ イマ リ ・ ユーザー

に対しては、 KVMのプ リ エンプ ト警告を表示して接続解除までの待機時間 （プラ イマ

リ ・ ユーザーが警告に対応できる時間域） を知らせるかど うかを選択できます。

プ リ エンプ ト ・ セッシ ョ ンおよびプ リ エンプ ト設定の詳細については、 「VCSインス ト

レーシ ョ ン／ユーザー ・ ガイ ド」 を参照して ください。

プ リエンプ ト警告の設定の参照 ・ 変更は、 以下の手順で行います。

1. OSCARインターフェイスを起動します。

2. セッテイ>プリエンプ ト を順にク リ ッ ク します。

3. タイムアウ ト  (ビ ョ ウ )フ ィールドに秒数を入力します。

• 0～4秒に設定した場合には、 このユーザーがセッシ ョ ンから接続解除される前に

警告は表示されません。

• 5～120秒に設定した場合には警告が表示され、 このユーザーはタイムアウト  (ビョ

ウ )フィ ールド で指定した秒数内であればターゲッ ト ・ デバイスを使用し続けるこ

と ができます。 セッ ショ ンは、 このユーザーがOKをク リ ッ ク した時点、 あるいは

指定の秒数が経過した時点でプリ エンプト されます。

4. OKをク リ ッ ク して設定内容を保存します。

図 4.12 ： 「プリエンプ ト」 ウィ ンドウ
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OSCARインターフェ イスを使用したターゲッ ト ・ デバイス・ タ スク
の管理

「コマン ド」 ウ ィ ン ド ウでは、 スイ ッチ ・ システムやユーザー接続の管理、 スキャン ・

モードやブロードキャス ト ・ モードの有効化、 ファームウェアのアップデート などを行

う こ とができます。

図 4.13 ： 「コマンド」 ウィ ンドウ

表 4.5 ： ターゲッ ト ・ デバイスの定期なタスクを管理するためのコマンド

機能 目的

COステータス COケ―ブルのバージ ョ ンとアップグレード ・ ステータスを表示します。

カンキ ョ ウセ ッ テイ ノ

ヒ ョウジ
現在のディスプレイ設定を表示します。

シンダンノ  ジッコウ ターゲッ ト ・ デバイスの診断を設定／開始します。

ブロードキャス ト  ユウ

コウカ

ターゲッ ト ・ デバイスへのブロードキャス ト を開始します。 「セッテイ」 ウィ ン ド

ウで、 ブロードキャスト用のターゲッ ト ・ デバイスのリスト を設定します。

スキャン ユウコウカ
ターゲッ ト ・ デバイスのスキャンを開始します。 「セ ッテイ」 ウ ィ ン ドウで、 ス

キャン用のターゲッ ト ・ デバイスのリス ト を設定します。

ユーザー ・ ステータス ユーザーを表示、 接続解除します。

バージ ョ ンノ  ヒ ョウジ
アプライアンスのバージ ョ ン情報の表示、 また個々のCOケーブルの表示やアップ

グレードを行います。

デバイスノ  リセッ ト キーボード とマウスの作動を再確立します。
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「コマンド」 ウ ィ ンド ウにアクセスするには、 以下の手順を行います ：

1. OSCARインターフェイスを起動します。

2. コマンドをク リ ッ ク します。 「コマンド」 ウ ィ ンド ウが開きます。

バージ ョ ン情報の表示

OSCARイ ンターフェイ スでは、 アプラ イアンスと COケーブルのファ ームウェアのバー

ジョ ンを表示するこ と ができます。 詳細については、 「ページ105から 始まる付録 A」

を参照し てく ださ い。

バージ ョ ン情報にアクセスするには、 以下の手順を行います ：

1. OSCARインターフェイスを起動します。

2. コマンド  → バージ ョ ンの表示を順にク リ ッ ク します。 「バージ ョ ン」 ウ ィ ンド ウが

開きます。 ウィ ンド ウの上部ペインに、 アプライアンスのサブシステムのバージョ ン

が一覧表示されます。

図 4.14 ： 「バージ ョ ン」 ウィ ンドウ

3. 各 CO ケーブルのバージ ョ ン情報を表示するには、 CO ボタンをク リ ッ ク します。

「COノセンタ ク」 ウ ィ ンド ウが開きます。

4. 表示するCOケーブルを選択して、 バージ ョ ンボタンをク リ ッ ク します。 「COノバー

ジ ョ ン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

5. Xをク リ ッ ク し、 「COノバージ ョ ン」 ウ ィ ンド ウを閉じます。



88        Global Console Managerインスレーシ ョ ン／ユーザーガイ ド

COケーブルファームウェアンノアップグレードxCOケーブル ・ フ ァームウェア
のアップグレード

OSCARインターフェイスでは、 COケーブルのファームウェアをアップグレード できます。

COケーブルのファームウェアをアップグレードするには、 以下の手順で行います ：

1. COケーブルのファ ームウェアの最新版を、 http://www.ibm.com/support/ から TFTP
サーバーにダウンロ ード し ます。

2. OSCARインターフェイスを起動します。

3. コマンド  → COステータス  をク リ ッ ク します。 「COステータス」 ウ ィ ンド ウが開き

ます。

4. COケーブル名の隣のチェッ クボッ クスをオンにします。

5. 自動アップグレード を有効にするには、 COの自動アップグレード を有効にする  チェッ

ク ・ ボッ クスをオンにします。

6. アッ プグレード  ボタンをク リ ッ ク します。 「 ダウンロード 」 ウィ ンド ウが開きます。

7. 「TFTP IP」 フ ィールドにTFTPサーバーのIPアドレスを入力します。

8. ファ イル名 フ ィールドにファ イルへのパス名を入力します。

9. ダウンロード  ボタンをク リ ッ ク します。

10. アッ プグレード をク リ ッ ク します。 「 ケイコク 」 ウィ ンド ウが開きます。 OKをク リ ッ

ク する と 、 「アッ プグレード の進行状態」 を示すウ ィ ンド ウが開きます。 アッ プグ
レード の進行状態がプログラムズミ フィ ールド に示されます。

アプライアンス・ ファームウェ アのアッ プグレード

OSCARインターフェイスでは、 アプライアンスのファームウェアをアップグレードする

こ と もできます。 性能を最適化するため、 ファ ームウェアは常に最新バージョ ンのも の

を使用してく ださ い。

図 4.15 ： 「アップグレード」 ウィ ンドウ
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アプライアンス ・ ファームウェアのアップグレードは以下の手順で行います ：

1. ファームウェアの最新版を、 http://www.ibm.com/support/ からTFTPサーバーにダウン

ロード します。

2. OSCARインターフェイスを起動します。

3. コマンド >バージ ョ ンノ ヒ ョ ウジ > アップグレードを順にク リ ッ ク します。 「ダウン

ロード」 ウ ィ ンド ウが開きます。

4. TFTP IP フ ィールドにTFTPサーバーのIPアドレスを入力します。

5. ファ イル名 フ ィールドにファ イルへのパス名を入力します。

6. ダウンロード  ボタンをク リ ッ ク します。

7. アップグレード  をク リ ッ ク します。 「警告」 ウ ィ ンド ウが開きます。 OK をク リ ッ

クする と、 「アップグレードの進行状態」 ウ ィ ン ド ウが開きます。 アップグレード

の進行状態が プログラム済み フ ィールドに示されます。

スイッチ ・ システム設定の表示

「環境設定の表示」 ウ ィ ンド ウからスイ ッチ ・ システムの設定を表示します。

現在の設定を表示する場合は以下の手順で行います ：

コマンド  →  環境設定の表示 の順にク リ ッ ク します。 「カンキ ョ ウセッテイ」 ウ ィ ン ド

ウが開き、 現在のシステムのコンフ ィギュレーシ ョ ン値が一覧されます。

ユーザー接続の表示／解除

「ユーザー ・ ステータス」 ウ ィ ン ド ウでは、 ユーザーの表示およびターゲッ ト ・ デバイ

スからの接続解除を実行するこ とができます。 ユーザー(U)は常に表示されますが、 ユー

ザーが接続されているターゲッ ト ・ デバイス名またはeID番号は、 いずれか一方が表示さ

れます。 チャンネルに現在接続されているユーザーがいない場合は、 ユーザーとサー

バーメ イフ ィールドは空欄になり ます。

現在のユーザー接続を表示するには、 以下の手順で行います ：

1. OSCARインターフェイスを起動します。

2. コマンド  → ユーザー ・ ステータス  を順にク リ ッ ク します。 「ユーザー ・ ステータ

ス」 ウ ィ ンド ウが開きます。
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図 4.16 ： 「ユーザー ・ ステータス」 ウィ ンドウ

ユーザーを接続解除するには、 以下の手順を行います ：

1. 「ユーザー ・ ステータス」 ウ イン ド ウから、 接続を解除するユーザーに対応する文

字をク リ ッ ク します。 「セツゾクカイジ ョ 」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. 次の手順のいずれかを実行します ：

• OK をク リ ッ ク してそのユーザーの接続を解除し、 「ユーザー ・ ステータス」

ウ ィ ンド ウに戻り ます。

• X をク リ ッ クするか Escape キーを押して、 ユーザーを接続解除しないでウィ ン

ド ウを終了します。

注 ： 「ユーザー ・ ステータス」 のリス ト を前回表示してからリス トに変更が加えられている場合は、 リス トが

自動更新される間、 マウスのカーソルは砂時計表示に変わります。 リス トの更新が完了するまで、 マウスと

キーボードのいずれからも入力はできません。

図 4.17 ： 「セツゾクカイジ ョ 」 ウィ ンドウ
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キーボード とマウスの再設定 
キーボード とマウスが応答しない場合は、 ターゲッ ト ・ デバイスのマウス とキーボード

設定用の 「リ セッ ト 」 コマン ド を出してこれらの周辺機器の動作を再確立できる場合が

あ り ます。 この 「 リ セッ ト 」 コマン ドによってホ ッ ト プラグ ・ シーケンスがターゲッ

ト ・ デバイスに送信され、 次にマウス とキーボードの設定情報がアプラ イアンスに送信

されます。 ターゲッ ト ・ デバイス とアプラ イアンスの間で通信が再確立される と、 キー

ボード／マウスの元通りの機能が回復されます。 この機能は、 Microsoft Windowsベース

のコンピューターのみを対象とする ものです。 他のオペレーティ ング ・ システムで稼働

する ターゲッ ト ・ デバイ ス上でのキーボード とマウスの リ セッ ト では、 当該ターゲッ

ト ・ デバイスの再起動が必要となる場合があ り ます。

マウス とキーボードの値を リセッ トするには、 次の手順を行います ：

1. OSCARインターフェイスを起動します。

2. コマンド >バージョ ンノ  ヒ ョ ウジ>COを順にク リ ッ ク し ます。 リ ス ト から 、 リ セッ

ト が必要なマウスと キーボード に接続さ れている COケーブルを選択します。

3. バージ ョ ン > リ セッ ト を順にク リ ッ ク します。

4. マウス とキーボードが リセッ ト されたこ とを知らせる メ ッセージが表示されます。

5. 次の手順のいずれかを実行します ：

• OKをク リ ッ ク して、 メ ッセージ ・ フ ィールドを閉じます。

• X をク リ ッ クするか Escape キーを押して、 リセッ ト ・ コマンドをマウス とキー

ボードに送信せずに終了します。

スイッ チ・ システムのスキャン

スキャン ・ モードでは、 アプラ イアンスは自動的にポート ご と （またはターゲッ ト ・ デ

バイスご と） のスキャンを行います。 スキャン ・ モードでは、 最高16台のターゲッ ト ・

デバイスの動作監視、 スキャン対象ターゲッ ト ・ デバイスの指定、 各ターゲッ ト ・ デバ

イスでの表示秒数の指定ができます。 スキャンの順番はリ ス ト内のターゲッ ト ・ デバイ

スの順序 （常にスキャン順表示になっています） によ り決定されます。 ターゲッ ト ・ デ

バイスの表示は、 名前別、 eID番号別またはポート番号別の一覧から対応するボタンをク

リ ッ ク して選択できます。

スキャン ・ リ ス トにターゲッ ト ・ デバイスを追加するには、 以下の手順を行います ：

1. OSCARインターフェイスを起動します。

2. セッテイ>スキャンを順にク リ ッ ク します。 「スキャン」 ウ ィ ンド ウが開きます。
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図 4.18 ： 「スキャン」 ウィ ンドウ

3. このウ ィ ン ド ウには、 アプラ イアンスに接続されているターゲッ ト ・ デバイス全部

が一覧されます。 スキャンされるターゲッ ト ・ デバイスを選択するには、 次の手順

の一つを実行します ：

• スキャンするターゲッ ト ・ デバイスの横にあるチェッ ク ・ ボッ ク スをチェッ ク し

ます。

• ターゲッ ト ・ デバイス名またはポート をダブルク リ ッ ク します。

• Alt キーおよびスキャンするターゲッ ト ・ デバイスのeID番号を押します。 リ スト か

らターゲッ ト ・ デバイスを最大16台まで選択できます。

4. ジカンフ ィールドに、 スキャンが次のターゲッ ト ・ デバイスに移動するまでの秒数

を （3～255） の範囲で入力します。

5. OK をク リ ッ ク します。

スキャン ・ リ ス トからターゲッ ト ・ デバイスを削除するには、 以下の手順を行います ：

1. スキャン ・ リ ス ト から削除するターゲッ ト ・ デバイスを選択するには、 以下のいず

れかの手順を行います ：

• 「スキャン」 ウ ィ ン ド ウで、 削除するターゲッ ト ・ デバイスの横にあるチェ ッ

ク ・ ボッ クスのチェッ クを外します。

• ターゲッ ト ・ デバイス名またはポート をダブルク リ ッ ク します。

• Shift + Delete を押し、 選択したターゲッ ト ・ デバイス とその下の入力項目すべて

を削除します。

• ク リ アボタンをク リ ッ ク し、 スキャン ・ リ ス ト からすべてのターゲッ ト ・ デバイ

スを削除します。

2. OK をク リ ッ ク します。
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「スキャン」 モードを開始するには、 以下の手順を行います ：

1. OSCARインターフェイスを起動します。

2. コマンドをク リ ッ ク します。 「コマンド」 ウ ィ ンド ウが開きます。

3. 「コマンド」 ウ ィ ンド ウでスキャン  ユウコウカを選択します。 直ちにスキャンが開

始されます。

4. Xをク リ ッ ク し、 「コマンド」 ウ ィ ンド ウを閉じます。

スキャン ・ モードをキャンセルするには、 以下のいずれかの手順を行います ：

• OSCARインターフェイスが開いている場合は、 ターゲッ ト ・ デバイスを選択します。

• OSCAR インターフェイスが開いていない場合には、 マウスを動かすかキーボード上

で任意のキーを押すと、 現在選択されているターゲッ ト ・ デバイスのスキャンが停

止します。

スイッ チ・ システムの診断の実行

スイ ッチ ・ システムの完全性を確認したい場合は、 「シンダンノ  ジッ コウ」 コマンドに

よ り診断を実行します。 このコマン ドは、 各システム ・ コン ト ローラのメ イン ・ ボード

機能のサブシステム （メモ リー、 通信、 アプラ イアンス制御、 ビデオ ・ チャンネル） な

どをチェ ッ ク します。 診断の実行 ボタンを選択する と、 すべてのユーザー （リモート、

ローカルと もに） の接続が解除される旨の警告が表示されます。 OKをク リ ッ ク してシス

テム診断の実行を承認し、 テス ト を開始します。

「シンダン」 ウ ィ ン ド ウが開きます。 ウ ィ ン ド ウの上の部分に、 ハード ウェアの各テス

ト が示されます。 下の部分には、 テス ト されたCOケーブルが次の3つのカテゴ リー別に

示されます ： 「オンラ イン」 、 「オフラ イン」 、 「ギモンノアル」 。 COケーブルのアッ

プグレード中には 「オフライン」 と して リ ス ト される場合があ り ます。

図 4.19 ： 「シンダン」 ウィ ンドウ
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各項目に対するテス ト が完了する と、 合格 （緑色の○） または不合格 （赤色の×） の記

号が項目の左に表示されます。 テス トの詳細は以下の表の通りです。

診断テス ト を実行するには、 以下の手順を行います ：

1. OSCARインターフェイスを起動します。

2. コマンド  → 診断の実行 を順にク リ ッ ク します。 警告メ ッセージですべてのユーザーの

接続が解除されるこ とが示されます。

3. OK  をク リ ッ ク して診断を開始します。

4. すべてのユーザーの接続が解除され、 「診断」 ウ ィ ンド ウが開きます。

5. 各テス ト が終了する と、 成功 （緑色の○） または不成功 （赤色の×） の記号が表示

されます。 最後のテス トの結果が表示された時点でテス トは完了です。

ターゲッ ト ・ デバイスへのブロード キャスト

アナログ ・ ユーザーはスイ ッチ ・ システム内の複数のターゲッ ト ・ デバイスを同時にコ

ン ト ロールする こ とができ、 これによ り、 選択した全ターゲッ ト ・ デバイスが確実に同

一の入力情報を受信できるよ うにな り ます。 また、 「ブロードキャス ト ・ キース ト ロー

クのみ」 または 「マウス動作のみ」 の形態で指定するこ とができます。

• キース ト ロークのブロードキャス ト  － ブロードキャス ト を受信する全ターゲッ ト ・

デバイスのキーボードは、 キース ト ロークを同一のものと して解釈するために同じ

状態に設定されていなければな り ません。 特に、 Caps LockキーとNum Lockキーの

モードはすべてのキーボードで同じでなければな り ません。 アプラ イアンスが指定

デバイスにキース ト ロークを同時送信しよ う と している間に一部のターゲッ ト ・ デ

バイスがこれを阻止するこ とがあ り、 このために送信が遅れるこ とがあ り ます。

表 4.6 ： 診断テス トの詳細

テスト 説明

ファームウェア CRC メ イン ・ ボード搭載のRAMの状態を報告する。

リモート ・ユーザー・ ビデオ リモート ・ ユーザー ・ ビデオの状態を報告する。

LAN 接続 LAN接続の状態を報告する。

オンライン CO ケーブル 現在接続され、 電源が投入されているCOケーブルの総数を示す

オフラインCOケーブル
これまでの接続に問題はなかったが、 現在電源が投入されていないCOケーブ

ルの数を示す

疑問のあるCOケーブル
検出されたが接続に利用できないか、 またはピング ・ テス トの間にパケッ トが

減少したかのいずれかであるCOケーブルの数を示す
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• マウス動作のブロードキャス ト  － マウスを正確に機能させるには、 すべてのシステ

ムでマウス ・ ド ラ イバー、 デス ク ト ップ （同じアイ コンの配置など） 、 ビデオ解像

度を同一に設定する必要があ り ます。 さ らにマウスの位置は、 すべての画面で正確

に同じ場所でなければな り ません。 これらの条件は達成が非常に困難なため、 マウ

ス動作を複数のシステムへブロードキャス トする と、 予期しない結果を生じる こ と

があ り ます。

ARIポート あた り ターゲッ ト ・ デバイス1台で、 同時に16台までのターゲッ ト ・ デバイス

にブロードキャス トするこ とができます。

「ブロードキャス ト 」 ウ ィ ンド ウにアクセスするには、 以下の手順を行います ：

1. OSCARインターフェイスを起動します。

2. セッテイ >ブロードキャス ト を順にク リ ッ ク します。 「ブロードキャス ト 」 ウ ィ ンド

ウが開きます。

図 4.20 ： 「ブロードキャスト」 ウィ ンドウ

ターゲッ ト ・ デバイスにブロードキャス トするには、 以下の手順を行います ：

1. 次の手順のいずれかを実行します ：

• 「ブロードキャス ト 」 ウ ィ ンド ウから、 ブロードキャス ト ・ コマンドを受け取る

ターゲッ ト ・ デバイスのマウスまたはキーボードのチェッ ク ・ ボッ クスをチェ ッ

ク します。

• 上向き矢印または下向き矢印キーを押して、 カーソルをターゲッ ト ・ デバイスま

で移動します。 次にAlt+Kキーを押してキーボードチェ ッ ク ・ ボッ ク スをチェ ッ

クするか、 Alt+Mキーを押してマウスチェ ッ ク ・ ボッ クスをチェ ッ ク します。 他

のターゲッ ト ・ デバイスについても同様の手順を繰り返します。

2. OK をク リ ッ ク して設定内容を保存し、 「セッテイ」 ウ ィ ンド ウに戻り ます。 X をク

リ ッ クするかEscキーを押して、 「メ イン」 ウ ィ ンド ウに戻り ます。
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3. コマンド  をク リ ッ ク します。 「コマンド」 ウ ィ ンド ウが開きます。

4. ブロードキャス ト  ユウコウカチェッ ク ・ ボッ クスをク リ ッ ク して、 ブロードキャス

ト をアクテ ィブにします。 「ブロードキャス ト有効化確認／拒否」 ウ ィ ン ド ウが開

きます。

5. OKをク リ ッ ク して、 ブロードキャス ト を有効にします。 Xをク リ ッ クするかEscキー

を押してキャンセルし、 「コマンド」 ウ ィ ンド ウに戻り ます。

6. ブロードキャス ト が有効な場合は、 情報の入力またはブロードキャス ト したいマウ

ス動作の実行をユーザー ・ ステーシ ョ ンから行います。 リ ス ト に表示されている

ターゲッ ト ・ デバイスのみにアクセスが可能です。 ブロードキャス ト ・ モードがオ

ンになっている間は、 他のユーザーは操作ができな くな り ます。

ブロードキャス ト をオフにするには、 以下の手順で行ないます ：

OSCARインターフェイスの 「コマンド」 ウ ィ ンド ウで、 ブロードキャス ト有効化 チェッ

クボッ クスをオフにします。
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5 コンソール・ メニューの使用法

コンソール ・ メニューでは、 アプラ イアンスでの特定のタイプの構成やファームウェア

のアップグレードを実行できます。 コンソール ・ メニューにアクセスするには、 端末ま

たは端末エ ミ ュレーシ ョ ン ・ ソフ ト ウェア稼動のコンピューターが、 アプラ イアンスの

シ リ アル構成ポートに接続されている必要があ り ます。

注 ： Webインターフ ェ イスとVCSはアプライアンスへのネッ トワーク ・ アクセスを有する任意のコンピュー

ターから使用できるため、 構成を行う場合はこれらを介することが推奨されます。 WIPアドレスが構成される

までは、 Webインターフ ェイスにアクセスできません。 IPアドレスの構成はコンソール ・ メニューから実行で

きます。 アプライアンスにIPアドレスが割り当てられているかどうかに関わらず、 VCSではアプライアンスを

検出できます。

コンソール・ メ イン・ メ ニュー

デフォル ト設定では、 接続された端末または端末エ ミ ュレーシ ョ ン ・ ソフ ト ウェアを有

する コ ンピ ューターに物理的にア クセスでき るユーザーは、 誰でも コ ン ソール ・ メ

ニューを使用できます。
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図 5.1 ： コンソール ・ メニュー

注 ： セキュ リテ ィのため、 「 「パスワードの設定／変更」 オプシ ョ ン （ページ102） 」 に従ってコンソール ・

メニューのパスワード保護を有効にして ください。

コンソール・ メ ニューにアクセスしてオプショ ンを選択するには、 以下の手順で行います：

1. アプライアンスをオンにします。 アプライアンスは初期化を行います。 これには約 1
分かかり ます。

2. 初期化が完了した後、 端末または端末エ ミ ュレーシ ョ ン ・ ソフ ト ウェアを稼動して

いるコンピュータのキーボードで 任意の キーを押します。 Consoleの 「メ イン」 メ

ニューが現れます。

注 ： この端末は、 アプライアンスをオンにした後でもいつでも接続することが可能です。

3. オプシ ョ ンの番号を入力して、 Enter キーを押します。

ネッ ト ワーク構成メ ニュー

ネッ ト ワーク構成メニューでは、 静的アド レスまたはDHCPアド レスの設定を構成でき

ます。 静的IPア ド レ スが有効な場合、 静的IPア ド レ ス、 ネ ッ ト マス ク、 デフォル ト ・

ゲー ト ウェイ、 およびDNSサーバーの構成には他のオプシ ョ ンを選択する こ と もできま

す。 オプシ ョ ン7では、 特定のIPアドレスにpingを送信できます。
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図 5.2 ： ネッ トワーク構成メニュー

コンソール ・ メニューからネッ ト ワーク設定の構成を行うには以下の手順で行います ：

1. コンソールのメ イン ・ メニューにアクセスします。

2. 1　 を入力し て  Enter キーを押し 、 ネッ ト ワークの構成 を指定し ます。 「Network
Configuration」 メ ニュ ーが開きます。

3. ネッ ト ワーク速度の入力は、 以下の手順で行います ：

a. 1 を入力して Enter キーを押します。

b. 設定の入力 プロンプ トが表示されたら、 速度設定の数字を入力して Enter キー

を押します。 自動ネゴシエー ト は選択しないで ください。 ネッ ト ワーク構成メ

ニューが表示されます。

4. 静的IPアドレスまたはDHCP IPアドレスを選択するには、 以下の手順で行ないます ：

a. 2 を入力して Enter キーを押し、 アプライアンスでの静的アドレス とDHCPアド

レスを切り換えます。

• 設定を簡素化するには、 静的アドレスを選択して ください。

• DHCP を使用する場合は、 DHCP ターゲッ ト ・ デバイスを設定構成してアプ

ライアンスのIPアドレスを指定し、 手順 7 に進みます。
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5. 静的IPアドレスを構成するには以下の手順で行います ：

b. 3 を入力して Enter キーを押します。

c. IPアドレスの入力 プロンプ トが表示されたら IPアドレスを入力し、 Enterキーを

押してネッ ト ワーク構成メニューに戻り ます。

6. （オプシ ョ ン） ネッ ト マスクの構成は以下の手順で行います ：

a. 4 を入力して Enter キーを押します。

b. ネッ ト ・ マスクの入力 プロンプ トが表示されたらネッ トマスクを入力し、 Enter
キーを押してネッ ト ワーク構成メニューに戻り ます。

7. （オプシ ョ ン） デフォルト ・ ゲート ウェイの構成は以下の手順で行います ：

c. 5 を入力して Enter キーを押します。

d. デフォルト ・ ゲート ウェイ IPアドレスの入力 プロンプ トが表示されたらゲート

ウェイのIPアド レスを入力し、 Enter 　キーを押してネッ ト ワーク構成メニュー

に戻り ます。

8. （オプシ ョ ン） ping （ICMP要求） を送信するには、 7 を入力してping先のホス トのIP
アドレスを入力し、 Enter キーを押します。 応答を受信したら、 任意のキーを押すと

続行します。

9. 0 （ゼロ） を入力し  Enter キーを押してコンソールのメ イン ・ メニューに戻り ます。

10. 7 を入力して Enter キーを押し、 アプライアンスを再起動して変更を有効にします。

11. プロンプ トが表示されたら任意のキーを押して続行します。

「 セキュリ ティ の構成」 オプショ ン

セキュリ ティ の構成オプショ ンを選択すると 、 DSView 3ソ フト ウェア・ サーバーからアプ

ラ イアンスをアンバインド （ 解放） できます。 認証サーバーが構成さ れている場合、 4台
までの認証サーバーと そのIPアド レスが一覧表示されます。 メ ニューにも 、 アプライアン

スがDSView 3ソフト ウェア・ サーバーによって管理されているかどう かが示されます。

コンソール・ メ ニューを使用してセキュリ ティ を設定するには、 以下の手順で行います：

1. コンソールのメ イン ・ メニューにアクセスします。

2. 2 を入力して Enter キーを押し、 セキュ リ テ ィの構成を選択します。 セキュ リ ティの

構成メニューが開きます。

3. アプライアンスをDSView 3ソフト ウェアで管理している場合は、 DSView 3サーバーか

らアンバインド する  を選択してサーバーからアプライアンスをアンバインド します。
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「 ファームウェ アの管理」 オプショ ン

「フ ァームウェアの管理」 オプシ ョ ンでは、 TFTPサーバーからアプライアンス ・ ファー

ムウェアをアップグレードできます。 最新版のファームウェアをTFTPサーバーにダウン

ロード してアプラ イアンス ・ ファームウェアをアップグレードする方法の詳細について

は、 「フラ ッシュ ・ アップグレード （ページ105） 」 を参照して ください。

コン ソール ・ メ ニューからアプラ イアンス ・ フ ァームウ ェアをア ップグレードするに

は、 以下の手順で行います ：

1. コンソールのメ イン ・ メニューにアクセスします。

2. 3 を入力して Enter キーを押し、 「ファームウェアの管理」 オプシ ョ ンを選択しま

す。 「フ ァームウェアの管理」 メニューに、 ファームウェアの現在のバージ ョ ンが

表示されます。

3. 1 を入力してEnterキーを押し、 「Flashダウンロード」 を選択します。

4. TFTPサーバーのIPアドレスを入力し、 Enter キーを押します。

5. ファームウェア ・ ファ イルのパス名を入力し、 Enter キーを押します。

6. yes と入力してEnter キーを押し、 TFTPダウンロードを確定します。 ダウンロード

したフ ァ イルが有効であるかがアプラ イアンスによって確認されます。 ア ップグ

レードを承認する メ ッセージが次に表示されます。

7. yes と入力し、 Enter キーを押して確定します。 アプライアンスでフラ ッシュ ・ アッ

プグレードのプロセスが開始します。 画面上のインジケーターにアップグレードの

進行状態が表示されます。 アップロードが完了する と、 アプラ イアンスは内部のサ

ブシステムを リ セッ ト し、 アップグレード します。 アップグレードが完了する と確

認のメ ッセージが表示されます。

「デバッグ ・ メ ッセージの有効化」 オプシ ョ ン

「デバッグ ・ メ ッセージの有効化」 オプシ ョ ンを選択する と、 コン ソールのステータ

ス ・ メ ッセージの表示がオンにな り ます。 この操作を行う と性能が大幅に落ちる こ とが

あるため、 テクニカル ・ サポート担当員の了解を得た上でのみデバッグ ・ メ ッセージを

有効にして ください。

コンソール ・ メニューを使用してデバッグ ・ メ ッセージを有効化するには、 以下の手順

で行います ：

1. コンソールのメ イン ・ メニューにアクセスします。

2. 4 を入力して Enter キーを押します。 コンソール ・ ステータス ・ メ ッセージが表示

されます。

3. メ ッセージの表示が終了したら、 任意のキーを押すと表示が中止され、 コンソール

のメ イン ・ メニューに戻り ます。
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「パスワードの設定／変更」 オプシ ョ ン

「パスワードの設定／変更」 オプシ ョ ンでは、 コンソール ・ メニューにアクセスするた

めのパスワードを設定できます。 パスワード欄が空白の場合、 認証なしにコンソール ・

メニューにアクセスできます。

コンソール ・ メニューを使用してアクセス ・ パスワードを設定するには、 以下の手順で

行います ：

1. コンソールのメ イン ・ メニューにアクセスします。

2. 5 を入力して Enter キーを押します。 「パスワードの設定／変更」 メニューが表示

されます。

3. プロンプ トが表示されたら  yes を入力します。 「パスワードの確認」 ウ ィ ンド ウが

表示されます。

4. プロンプ トに従ってパスワードを入力します。

「工場出荷時設定の復元」 オプシ ョ ン

「工場出荷時設定の復元」 オプシ ョ ンでは、 アプラ イアンスのすべての出荷時 （デフォ

ルト ） 設定を復元できます。

コンソール・ メ ニューを使用して工場出荷時設定を復元するには、 以下の手順で行います：

1. コンソールのメ イン ・ メニューにアクセスします。

2. 6 を入力して Enter キーを押します。

3. プロンプ トが表示されたら  yes を入力します。 デフォルトのアプライアンス設定が

復元されます。

「アプライアンスの復元」 オプシ ョ ン

「アプラ イアンスの復元」 オプシ ョ ンからは、 アプラ イアンスのソフ ト ・ リ セッ ト を開

始できます。

コンソール・ メ ニューからアプライアンスをリ セッ ト するには、 以下の手順で行います：

1. コンソールのメ イン ・ メニューにアクセスします。

2. 7 を入力して Enter キーを押します。

3. プロンプト が表示されたら  yes を入力します。 アプライアンスがリ セッ ト されます。
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「LDAPデバッグ ・ メ ッセージの有効化」 オプシ ョ ン

「LDAPデバッグ ・ メ ッセージの有効化」 オプシ ョ ンを選択する と、 LDAPデバッグ ・

メ ッセージの表示がオンにな り ます。

コンソール ・ メニューからLDAPデバッグ ・ メ ッセージを表示するには、 以下の手順で

行います ：

1. コンソールのメ イン ・ メニューにアクセスします。

2. 8 を入力して Enter キーを押します。

3. メ ッセージの閲覧が終了したら、 任意のキーを押してこのモードを終了します。

「終了」 オプシ ョ ン

「終了」 メニュー ・ オプシ ョ ンを選択する と、 入力待機のプロンプ トに戻り ます。

コンソール ・ メニューを終了するには、 以下の手順で行います ：

0 （ゼロ） を入力して Enter キーを押します。
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付録A： フラッ シュ・ アッ プグレード

アプラ イアンスのファームウェアを利用可能な最新バージ ョ ンにアップグレードするに

は、 アプラ イアンスのフ ラ ッシュ ・ ア ップグレード機能を使用し ます。 アプラ イアン

ス ・ フ ァームウェアのアップグレードは、 WebインターフェイスまたはVCSを使用して

リ モー ト で実行する こ と も、 Console メ ニューまたはOSCARインターフェ イスを使用し

てローカルで実行するこ と もできます。

Console メニューとOSCARインターフェイスには、 どちら もTFTPサーバーが必要です。

Webインターフェ イ ス とVCSの場合は、 フ ァ イル ・ システムまたはTFTPサーバーから

ファームウェアをアップグレードできます。

• 推奨されるファームウェア ・ アップグレード方法は、 「 「ツール」 からのアプラ イ

アンス ・ フ ァームウェアのアップグレード （ページ60） 」 に記載されているよ う に

Webインターフェイスを使用する方法です。

• アプライアンスにIPアドレスを指定する前の推奨方法は、 「Webインターフェイスを

使用するためのGCM2およびGCM4アプライアンスのアップグレード （ページ27） 」

の記載のよ う にVCSを使用する方法です。 フ ァームウェア ・ アップグレードにVCS
を使用する際の詳細手順については、 「VCSインス ト レーシ ョ ン／ユーザー ・ ガイ

ド」 を参照して ください。

フラ ッシュ ・ メモ リーがアップグレードで再プログラムされる と、 アプラ イアンスはソ

フ ト ・ リ セッ ト を実行し、 全COケーブル ・ セッシ ョ ンを終了します。 アップグレード中

は、 OSCARインターフェ イスのメ イン ・ ウ ィ ン ド ウのCOケーブル ・ ステータス ・ イン

ジケーターは黄色表示になり ます。

ファームウェアのダウンロードは以下の手順で行います ：

1. Web インターフェイスあるいは VCS でファームウェアのアップグレードを行う コン

ピューターにログインするか、 TFTPサーバーにログインします。

2. http://www.ibm.com/support/ にアクセスし、 GCM2アプライアンスまたはGCM4アプラ

イアンスのファームウェアの更新バージ ョ ンを探してダウンロード します。
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コンソール ・ メニューを使用してアプラ イアンス ・ フ ァームウェアをアップグレードす

るには、 以下の手順で行います ：

1. ス ト レー ト ・ シ リ アル ・ ケーブルを使用して、 端末または端末エ ミ ュレーシ ョ ン ・

ソフ ト ウェア稼動のコンピューターを、 アプラ イアンス背面パネルの構成ポート に

接続します。 この端末は、 9600bps、 8ビッ ト 、 1ス ト ップ ・ ビ ッ ト 、 パ リ テ ィなし、

フロー ・ コン ト ロールなしに設定して ください。

2. アプライアンスの電源がオンになっていない場合は、 オンにします。 約 1分後に、 任

意のキーを押してコンソールのメ イン ・ メニューにアクセスします。

3. コンソールのメ イン ・ メニューが現れます。 Firmware Management （ファームウェア

の管理） オプシ ョ ンを選択します。 「フ ァームウェアの管理」 メニューに、 フ ァー

ムウェアの現在のバージ ョ ンが表示されます。

4. 1 を入力してEnterキーを押し、 「Flashダウンロード」 を選択します。

5. TFTPサーバーのIPアドレスを入力し、 Enter キーを押します。

6. ファームウェア ・ ファ イルのパス名を入力し、 Enter キーを押します。

7. yes と入力してEnter キーを押し、 TFTPダウンロードを確定します。

8. ダウンロード したフ ァ イルが有効であるかがアプラ イアンスによって確認されま

す。 次に、 アップグレードの確認を求める メ ッセージが表示されます。

9. yes と入力し、 Enter キーを押して確定します。 アプライアンスでフラ ッシュ ・ アッ

プグレードのプロセスが開始します。 画面上のインジケーターがアップグレードの

進行状態を表示します。 アップロードが完了する と、 アプラ イアンスは内部のサブ

システムを リ セッ ト し、 アップグレード します。 アップグレードが完了する と確認

のメ ッセージが表示されます。

データ破損したファームウェアの修復

稀にですがファームウェアのアッ プグレード の後にファームウェアが損傷するこ と があり

ます（ これは、 アッ プグレード のプロセス中にアプライアンスのスイッ チの入／切が行わ

れた場合に起こるこ と があり ます） 。 この場合、 アプライアンスはブート ・ モード のまま

と なり ます。 こ のモード では、 背面パネルの電源LEDが約1 Hzで点滅し、 アプライアンス

は以下のデフォルト 設定を使用してTFTPにファームウェアを復元しよう と します。

• TFTPク ラ イアン ト IPアドレス10.0.0.2

• TFTPターゲッ ト ・ デバイスIPアドレス10.0.0.3

• CMN-XXXX.fl と同等のアップグレード ・ ファ イル名、 こ こで XXXX は、 アプライア

ンスのエージェンシー ・ ラベルに印刷されている4桁のコンプライアンス ・ モデル番

号 （CMN）
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損傷したファームウェアの修復は以下の手順で行います ：

1. デフォルトの IPアドレス （10.0.0.3） で構成されている TFTPサーバーに、 アプライア

ンスを （ク ロスオーバー ・ ケーブルまたはハブを使用して） 接続します。

2. アッ プグレード ・ ファ イ ルをデフォルト のファ イ ル名（ CMN-XXXX.fl） に変更し

ます。

アプラ イアンスがアップグレード ・ ファ イルをダウンロード している と きは電源LEDが

約2 Hzで点滅し、 ダウンロード したファ イルをフラ ッシュ用にプログラムしている と き

は約4 Hzで点滅します。 ファームウェアを復元した後、 アプラ イアンスは自動的に再起

動し、 電源LEDは点灯状態になり ます。
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付録B： バーチャル・ メ ディ ア

バーチャル ・ メディアとUSB 2.0の制約

バーチャル ・ メデ ィ ア ・ コ ンバージ ョ ン ・ オプシ ョ ン （VCO） は、 キーボード、 マウ

ス、 CDド ラ イブ、 大容量記憶装置の4つの機能に対応する複合デバイスです。 CDド ラ イ

ブと大容量記憶装置が、 バーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンがマップされているかど う

かに関係な く、 ターゲッ ト ・ デバイスに表示されます。 メディア ・ デバイスがマップさ

れていない場合は、 メディアなしの状態で表示されます。 バーチャル ・ メディアがター

ゲッ ト ・ デバイスにマップされている と、 ターゲッ ト ・ デバイスで、 メディアが挿入さ

れたこ とが通知されます。 メディア ・ デバイスのマップが解除される と、 ターゲッ ト ・

デバイスで、 メディアが取りはずされたこ とが通知されます。 このため、 USBバーチャ

ル ・ デバイスは、 ターゲッ ト ・ デバイスから接続解除にはなり ません。

VCOケーブルは、 キーボード とマウスを複合USB 2.0デバイス と して表示します。 このた

め、 BIOSで複合USB 2.0ヒ ューマン ・ インターフェイス ・ デバイス （HID） をサポート し

ている必要があ り ます。 接続されたコンピューターのBIOSがこの種のデバイスをサポー

ト しない場合は、 オペレーティング ・ システムにUSB 2.0デバイス ・ ド ラ イバーをロード

するまで、 キーボード とマウスが作動しない可能性があ り ます。 この場合は、 USB2.0接
続キーボードおよびマウス用のBIOSサポート を提供するBIOSアップデートがコンピュー

ター ・ メーカーから提供されている可能性があ り ます。

バーチャル ・ メモリーを使用したコンピューターの起動

多く の場合、 このバーチャル ・ メディ アの機能によって、 接続されている コンピュー

ターをアプラ イアンスのUSBポート に取り付けられているデバイスから起動するこ とが

できます。 USBポー ト を有する大部分のコンピューターではバーチャル ・ メディアを使

用できますが、 USBメディア ・ デバイスおよびシステムBIOSの一部に見られる制限によ

り、 GCM2またはGCM4アプラ イアンスに取 り 付けられているUSBデバイ スから コ ン

ピューターを起動するこ とができない場合があ り ます。

バーチャルUSBデバイスからの起動は、 ターゲッ ト ・ デバイスが外付けの複合USBデバ

イスからの起動をサポートするかど うかによって決ま り ます。 また、 外付けUSB2.0によ

る起動をサポートするオペレーティング ・ システムのCDが必要になり ます。 以下は、 外

付けUSB2.0デバイスによる起動をサポートするオペレーティ ング ・ システムの一覧の一

部です ：

• Windows Server 2003

• Windows XP

• Windows 2000 Server、 Server Service Pack （SP4） インス トールまたは以降
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使用コンピューターでバーチャル ・ メディ アから起動ができ るかど う かを判定するに

は、 以下の手順に従ってください。

1. 起動可能な状態になっているオペレーティング ・ システムのインス トール CD を入れ

たUSB CD ド ラ イブをGCM2またはGCM4アプラ イアンスに接続して、 それを ター

ゲッ ト ・ デバイスにマップします。 ターゲッ ト ・ デバイスを再起動して、 取り付け

たCDド ラ イブから起動するかど うか判定します。 外付けUSBデバイスから起動する

にはBIOSを設定する必要がある場合があ り ます。

2. ターゲッ ト ・ デバイスが起動しない場合は、 ターゲッ ト ・ デバイスの USB ポートに

USB CDド ラ イブを接続して、 ターゲッ ト ・ デバイスを再起動します。 ターゲッ ト ・

デバイスがCDド ラ イブから正常に起動する場合は、 そのBIOSは複合USB 2.0デバイ

スからの起動をサポー ト していません。 ターゲッ ト ・ デバイスのメーカーのサポー

ト Webサイ ト を閲覧して、 複合USB 2.0デバイスからの起動をサポートする最新版の

BIOSが利用できるかど うか判断して ください。 可能な場合は、 BIOSを更新し、 手順

をも う一度行ってください。

3. ターゲッ ト ・ デバイスが外付けUSB 2.0デバイスから起動できない場合は、 以下の方

法を使用してそのターゲッ ト ・ デバイスを リモートで起動してみてください。

• BIOS バージ ョ ンの一部では、 USB 速度を制限するオプシ ョ ンが提供されていま

す。 このオプシ ョ ンが利用可能な場合は、 USBポートの設定を 「USB 1」 または

「フル ・ スピード」 モードに変更しても う一度起動してみてください。

• USB 1.1カードを挿入しても う一度起動してみてください。

• USB 1.1ハブをVCOケーブルと ターゲッ ト ・ デバイスの間に挿入しても う一度起

動してみてください。

• 複合USB 2.0デバイスからの起動をサポートするBIOSバージ ョ ンを現在利用でき

るかまたは更新の予定があるかど うかの情報をターゲッ ト ・ デバイスのメーカー

に問い合せてください。

バーチャル ・ メディアの制約について

次の一覧にバーチャル ・ メディアの使用に関する制約を明記してあ り ます。

• GCM2およびGCM4バーチャル ・ メディア ・ アプラアンスでは、 USB 2.0ディ スク ・

ド ラ イブ、 フラ ッシュ ・ ド ラ イブ、 CDド ラ イブの接続のみがサポート されます。

• VCSでは、 ク ラ イアン ト ・ コンピューターに接続されたUSB 2.0とUSB 1.1のディ ス

ク ・ ド ラ イブとフラ ッシュ ・ ド ラ イブのマッピングのみがサポート されます。
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付録C： UTPケーブル配線

以下の情報は、 接続媒体の種々の特徴を概説したものです。 スイ ッチ ・ システムの性能
は、 高品質の接続が得られるかど うかに依存します。 品質の低いケーブル、 設置や保守
に問題のあるケーブルは、 システムの性能を損な う結果となる場合があ り ます。 この付
録内の情報は、 参照用のみとなっています。 当地の法規当局やケーブル関連の専門家の
指導を求めてください。

銅製UTPケーブル

スイ ッチング ・ システムではシールドなしツイス ト ・ ペア （UTP） ケーブルを使用しま

す。 アプライアンスサポート されている3種類のUTPケーブルの基本的な定義は下記の通

りです ：

• Cat5 UTP （4対） 高性能ケーブルはツイス ト ・ ペア電線で構成されており、 主にデー

タ送信に使用されます。 ペア線がよ り合わされている こ とで、 ケーブルは不要な混
信の潜入からある程度免れます。 Cat5ケーブルは通常、 100～1000 Mbpsの範囲で作

動するネッ ト ワークに使用されます。

• Cat5E（ 強化） ケーブルの特徴は Cat5 と 同様ですが、 製造規格が若干厳しいも のに

なっています。

• Cat6 ケーブルは、 Cat5E ケーブに比べよ り厳しい要件に合わせて製造されます。 Cat6
はよ り高い測定周波数範囲を持ち、 同一周波数においてはCat5Eに比べ明らかに分か

る優れた性能要件を示します。

配線規格

8導線 （4対） RJ-45終端処理済みUTPケーブルには、 EIA/TIA 568AおよびEIA/TIA 568Bの

２種類の推奨配線規格があ り ます。 これらの規格は、 Cat5、 5E、 Cat6のケーブル仕様に

よ る インス ト ールに適用されます。 ス イ ッチ ・ システムではこれらの両方の規格がサ
ポート されています。 詳細については下記の表を参照して ください。

表 C.1 ： UTP 配線規格

ピン EIA/TIA 568A EIA/TIA 568B

1 白／緑 白／オレンジ

2 緑 オレンジ

3 白／オレンジ 白／緑

4 青 青

5 白／青 白／青

6 オレンジ 緑

7 白／茶 白／茶

8 茶 茶
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ケーブルのインストール、 保守、 および安全情報

以下は、 ケーブルのインス トールや保守を実行する前に目を通しておくべき重要安全情

報です。

• 各Cat5ケーブルは最長で10 mと して ください。

• ペア線は、 必ず終端箇所までツイス ト された （よ り合わされた） 状態を保つか、 ま

たはツイス トになっていない部分が1.3 cm （半インチ） を超えないよ うにします。 終

端処理の際、 外被を2.5 cm （1インチ） 以上剥がさないでください。

• ケーブルを曲げる必要がある場合は、 半径が2.5 cm(1インチ)を超えない範囲で緩や

かに行います。 ケーブルを鋭角に曲げたりねじったりする と、 ケーブル内部に恒久

的な損傷が起こるこ とがあ り ます。

• ケーブルの整理はケーブル ・ タ イを用いてきちんと束ねます。 操作の圧力は低～中

程度に保ってください。 ケーブル ・ タイは締め過ぎないでください。

• ケーブルは必要に応じて、 定格のパンチ ・ ブロ ッ ク、 パッチ ・ パネル、 その他のコ

ンポーネン ト を用いて交差接続します。 ケーブルは絶対に繋ぎ合わせた りブ リ ッジ

にした り しないでください。

• Cat5ケーブルは、 電線、 ト ランス、 電灯などのよ うなEMI源とな り得る品物からはで

きるだけ距離を持たせて ください。 ケーブルを電線用導管に結びつけた り電気機器

上に配置した り しないでください。

• イ ンス ト ール部分は必ずケーブル ・ テス ターでテス ト して く ださい。 「 ト ーニン

グ」 のみではテス ト と して適切ではあ り ません。

• ジャ ッ クの取り付けは、 接点に埃や他の汚染物質が蓄積しないよ う な形で行って く

ださい。 ジャ ッ クの接点は、 埋め込み型のプレー ト 上では上向きに、 表面実装型

ボッ クスの場合は左／右／下向きにします。

• ケーブルには常に遊びをもたせ、 天井部分あるいは付近の引込んだ箇所にコイル状

に整然と配置します。 少な く と も、 アウ ト レ ッ ト側では1.5 m （5フ ィー ト ） 、 パッ

チ ・ パネル側では3 m （10フ ィート ） ケーブルの長さを残しておいてください。

• 作業を開始する前に、 568A と 568Bのどちらの配線規格を使用するかを決めておいて

く ださい。 ジャ ッ クおよびパッチ ・ パネルはすべて、 同一の配線方式で配線し ま

す。 同一のインス ト レーシ ョ ンに568Aと 568Bのワイヤーを混ぜないでください。

• 常に、 地方／国の消防規則および建築条例のすべてに従って ください。 防火壁を通

過するケーブルには必ず火炎止めをして ください。 規定に応じてプレナム ・ ケーブ

ルを使用して ください。
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付録D： 技術仕様
表 D.1 ： GCM2 および GCM4 アプライアンス製品仕様

タ ー ゲ ッ ト ・ デ バ イ ス ・

ポート

個数 16

種類 VCO、 KCOおよびUCO

コネクター RJ-45

同期タイプ 水平および垂直の分離 

プラグ ・ アンド ・ プレイ DDC2B

ビデオ解像度

640 x 480 @ 60 Hz(ローカル ・ ポートおよびリモート ・ ポートの最小値)
800 x 600 @ 75 Hz 
960 x 700 @ 75 Hz 
1024 x 768 @ 75 Hz 
1280 x 1024 @ 75 Hz(VCO使用時のリモート ・ ポート最大値)

推奨ケーブル 4対UTP Cat5またはCat6、 最大長10 m

シリアル ・ ポート

個数 1

ケーブル ・ タイプ シリアルRS-232

コネクター DB9メス

ネッ トワーク接続

個数 1

タイプ
イーサネ ッ ト ： IEEE 802.3 2002版 - 10BASE-T、 100BASE-T、
1000BASE-T

コネクター RJ-45

ローカル ・ ポート

個数 1

タイプ USB、 PS/2、 VGA 

コネクター PS/2ミニDIN、 15ピンD、 RJ-45 

USBデバイス ・ ポート

個数 4
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タイプ USB 2.0

寸法

高さ  x 幅 x 奥行き
1.72 in. x 17.00 in.x 10.98 in、 1-Uフォーム ・ ファクター 
（4.37 cm x 43.18 cm x 27.98 cm）

重量 3.31 kg （7.3 lbs）  、 ケーブルなし

電源装置

熱放散 92 BTU/Hr

気流 8 CFM

電力消費量 12.5 ワッ ト

AC入力電源 最大 40 ワッ ト

AC入力電圧定格 100～240 VAC自動検出

AC入力電流定格 0.5 A 

AC入力ケーブル
18 AWG 三線ケーブル、 三線式 IEC-320 
電源端 にコンセン ト、 バッテリー端に国別仕様のコネクター

AC周波数 50～60 Hz自動検出

周囲大気条件定格

温度
0o ～50o C （32o～122o F） 、 稼動時

-20o～60o C （-4o～140o F） 、 非稼動時

湿度
20～80%結露なし、 稼動時

5～95%結露なし、 非稼動時

安全認証、 EMC認証、 およびマーキング類

UL、 FCC、 cUL、 ICES、 CE、 N、 GS、 IRAM、 GOST、 VCCI、 MIC、 C-Tick

表 D.1 ： GCM2 および GCM4 アプライアンス製品仕様 （続き）
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付録E： ヘルプおよびテクニカル・ サポート

ヘルプ、 サービスやテクニカル ・ サポート、 あるいは IBM ¨  製品についての詳しい情報

をお探しの場合、 弊社ではさまざまな情報をご用意しており ます。 この付録には、 IBM
およびIBM製品に関する追加情報の入手方法、 お使いのシステムで問題が生じた場合の

対処方法、 サービスが必要な場合の連絡先などについての情報が含まれています。

電話でお問い合わせいただ く前に

電話でお問い合わせいただく前に、 問題をご自分で解決していただくための以下の手順

をすべて試したこ とを確認して ください。

• すべてのケーブルを点検して、 接続されているこ とを確認して ください。

• 電源スイ ッチを点検して、 システム とオプシ ョ ン ・ デバイスの電源がオンになって

いるこ とを確認して ください。

• 使用システムのマニュアルに記載されている ト ラブルシューテ ィ ング情報を使用

し、 さ らにシステムに付属の診断ツールを使用して ください。 診断ツールについて

の情報は、 お使いのシステムに付属の IBM 付属文書／マニュアル CDに収録されて

いる  問題の診断およびサービス ・ ガイ ド  をご参照ください。

• IBM のサポート ・ サイ ト （http://www.ibm.com/systems/support/） では、 技術情報、 ヒ

ン ト 、 特別情報、 新しいデバイス ・ ド ラ イバーの確認や、 情報リ クエス ト の送信な

どを行う こ とができます。

IBMがオン ラ イ ン ・ ヘルプまたはIBM製品に付属のマニュ アルで提供する ト ラブル

シューティ ングの手順に従っていただく こ とで、 外部の支援を求める こ とな くお客様が

多くの問題を解決する こ とができます。 IBMシステムに付属のマニュアルにも、 お客様

が実行できる診断テス ト についての説明が記載されています。 システム、 オペレーティ

ング ・ システム、 プロ グ ラ ムには大抵、 ト ラブルシューテ ィ ングの手順な らびにエ

ラー ・ メ ッセージ とエラー ・ コードの説明を含むマニュアルがついています。 ソ フ ト

ウェアに問題がある思われる場合は、 オペレーティ ング ・ システムまたはプログラムの

マニュアルを参照して ください。
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本書の使用方法

IBMシステムおよび事前インス トールされている ソフ ト ウェア （該当の場合） 、 または

オプシ ョ ンのデバイスに関する情報は、 製品に付属の文書に記載されています。 その文

書には、 印刷版のマニュアル、 オン ラ イン ・ マニュアル、 Readmeフ ァ イル、 ヘルプ ・

ファ イルが含まれます。 診断プログラムを使用する際の手順説明については、 使用シス

テムの文書に含まれる ト ラブルシューティ ング情報を参照して ください。 その ト ラブル

シシューテ ィ ング情報または診断プログラムによって、 デバイス ・ ド ラ イバーの追加ま

たは更新、 あるいは他のソ フ ト ウ ェアが必要である旨が知ら される場合があ り ます。

IBMでは、 ユーザーが最新の技術情報が得られ、 デバイス ・ ド ラ イバーとアップデー ト

をダウンロードできるよ うにWorld Wide Webのページを維持しています。 これらのペー

ジへは、 http://www.ibm.com/systems/support/ からアクセスできます。 また、 一部のマニュ

アルは、 IBM Publications Center （IBM出版セン ター） （http://www.ibm.com/shop/
publications/order/） を通じてお求めいただく こ と もできます。

Webサイ トからヘルプと情報を得る方法

BM のウェブサイ ト には、 IBMシステム、 オプシ ョ ン ・ デバイス、 サービス、 サポー ト

に関する最新の情報が掲載されています。 IBM System x™ および xSeries® の情報につい

ては、 http://www.ibm.com/systems/x/ をご参照 く ださい。 IBM BladeCenterに関する情報

は、 http://www.ibm.com/systems/bladecenter/ をご参照ください。 IBM IntelliStation® の情報

については、 http://www.ibm.com/intellistation/ をご参照ください。

IBM システムおよびオプシ ョ ン ・ デバイ スのサービ ス情報は、 http://www.ibm.com/
systems/support/ のアドレスでご覧いただけます。

ソフ トウェア ・サービスとサポート

IBMサポー ト ・ ラ インでは、 System xやxSeriesサーバー、 BladeCeneter製品、 IntelliStation
ワークステーシ ョ ンやアプラ イアンスの使用、 構成、 ソフ ト ウェア ・ エラーなどに関す

る電話でのサポート を提供しています （有料） 。 ご使用の国、 地域でSupport Lineを通じ

てのサポー ト が受けられる製品に関する情報については、 http://www.ibm.com/services/sl/
products/を閲覧して ください。

Support Line と その他のIBM製品に関する詳細については、 http://www.ibm.com/services
を、 Support Lineの電話番号についてはhttp://www.ibm.com/planetwide/をそれぞれ参照して

ください。 米国およびカナダ国内の場合は、 1-800-IBM-SERV （1-800-426-7378） までお

電話ください。
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ハードウェア ・サービスとサポート

IBM Servicesまたは、 最寄のIBM再販業者が保証サービスの提供を認定されている場合に

は、 当該再販業者を通じてハード ウェアについてのサービスを受ける こ とができます。

サポートの電話番号については、 http://www.ibm.com/planetwide/を参照して ください。 ま

たは、 米国およびカナダの国内の場合、 1-800-IBM-SERV （1-800-426-7378） までお電話

ください。

米国およびカナダの国内では、 ハード ウェアのサービス とサポートは、 週7日24時間体制

でご利用いただけます。 英国では、 このサービスは、 月曜～金曜、 午前9時から午後6時
の間でご利用いただけます。

IBM台湾製品サービス

IBM台湾製品サービス  連絡先 ：

IBM Taiwan Corporation
3F, No 7, Song Ren Rd.
Taipei, Taiwan 

電話 ： 0800-016-888
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付録F： 注記

この情報は、 米国内で提供される製品とサービスを対象と して作成されたものです。

IBM社は、 本マニュアルに記載の製品、 サービス、 機能を米国以外の国では提供してい

ない場合があ り ます。 お住まいの国、 地域で現在利用可能な製品やサービスについて

は、 お近くのIBM代理店までお問い合わせください。 IBM社の製品、 プログラム、 また

はサービスについて述べた記載事項はすべて、 必ずし もその言及する IBM製品、 プログ

ラムやサービスのみが使用可能である と言明するものではな く、 また含蓄するものでも

あ り ません。 機能的に同等な製品、 プログラム、 サービスでIBMの知的所有権を侵害し

ないものを代わりに使用する こ とは可能です。 ただし、 IBM以外の製品、 プログラム、

サービスの作動を評価、 確認するこ とは、 ユーザーの責任とな り ます。

IBMは、 本マニュアルの記載事項に関する特許取得済みあるいは特許申請中のアプ リ

ケーシ ョ ンを所持している場合があ り ます。 当社が本マニュアルを提供する こ とは、 そ

れらの特許の使用許諾を与える こ とにとって代わるものではあ り ません。 使用許諾につ

いてのお問い合わせは、 以下まで書面にてお寄せください ：

IBM Director of Licensing
IBM Corporation
North Castle Drive
Armonk, NY 10504-1785
U.S.A.

INTERNATIONAL BUSINESS MACHINES CORPORATION （IBM） は、 特定用途への非

違反性、 市場性、 適合性に関する黙示の保証を含めて （ただし これに限定される こ とな

く） 、 明示あるいは黙示のいずれを問わずいかなる保証をも行わない 「現状のまま」 と

して本出版物を提供しています。 国によっては、 特定の取引における明示または黙示の

保証の拒否が認められない場合があ り ます。 このため、 この声明は適用されないこ とが

あ り ます。

本情報には、 技術的に不正確な記述または印刷上の間違いが含まれている可能性があ り

ます。 こ こに記載の情報には定期的に変更が加えられます。 それらの変更は、 本出版物

の新版に組み込まれる こ とになっています。 本出版物に記載の製品やプログラムには、

IBMによ り予告なしに改良や変更が加えられる可能性が常にあ り ます。

本情報における IBM以外のウェブサイ ト に関する言及は、 便宜目的のみで行う もので、

いかなる点においても これらのウェブサイ トへの賛同 ・ 支持を表明するものではあ り ま

せん。 これらのウェブサイ ト の資料は本IBM製品の資料の一部をなすものではな く、 こ

れらのウェブサイ トの使用に伴う リ スクの責任はユーザー自身が負う ものと します。

IBMは、 ユーザーから提供された情報を、 提供者へのいかなる責務も負う こ とな く、 適

切と信じる任意の方法によ り使用または配布するこ とができます。
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版記

© Copyright International Business Machines Corporation 2005, 2007. All rights reserved.
U.S. Government Users Restricted Rights — Use, duplication, or disclosure restricted
by GSA ADP Schedule Contract with IBM Corp.

商標

以下の語句は、 International Business Machines Corporation社の、 米国、 それ以外の国ある

いは両方での商標です。

IIntel、 Intel Xeon、 Itanium、 およびPentiumは、 Intel Corporation社の、 米国、 それ以外の

国あるいは両方での商標です。

Microsoft、 WindowsおよびWindows NTは、 Microsoft Corporation社の、 米国、 それ以外の

国あるいは両方での商標です。

OSCARは、 Avocent Corporation社の米国、 それ以外の国あるいは両方での登録商標です。

AdobeおよびPostScriptは、 Adobe Systems Incorporated社の、 米国、 それ以外の国あるいは

両方での登録商標または商標です。

UNIXは、 The Open Group社の米国およびその他諸外国における登録商標です。

JavaおよびJavaベースの商標は、 Sun Microsystems, Inc.社の、 米国、 それ以外の国あるい

は両方での商標です。

AdaptecおよびHostRAIDは、 Adaptec, Inc.社の、 米国、 それ以外の国あるいは両方での商

標です。

Linuxは、 Linus Torvalds氏の米国、 それ以外の国あるいは両方での登録商標です。

IBM FlashCopy TechConnect

IBM （ロゴ） i5/OS Tivoli

Active Memory IntelliStation Tivoli Enterprise

Active PCI NetBAY Update Connector

Active PCI-X Netfinity Wake on LAN

AIX Predictive Failure Analysis XA-32

Alert on LAN ServeRAID XA-64

BladeCenter ServerGuide X-Architecture

Chipkill ServerProven XpandOnDemand

e-ビジネス ・ ロゴ System x xSeries

<eserver>Eserver
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Red Hat、 Red Hatの 「Shadow Man」 ロゴ、 およびRed Hatベースのすべての商標およびロ

ゴは、 Red Hat, Inc.社の、 米国およびそれ以外の国の商標または登録商標です。

これ以外の会社、 製品、 またはサービス名は、 上記以外の会社の商標またはサービス

マークである可能性があ り ます。

重要事項

IBM社は、 ServerProven® であっても IBMのものではない製品、 サービスに関しては、 そ

の代理または保証を行わないものと します。 これには特定目的への市場性および適合性

に関する黙示の保証が含まれますが、 これらに限定される ものではあ り ません。 これら

の製品はサード ・ パーティーによってのみ提供、 保証されるものです。

IBMは、 非IBM製品に関しては、 代理および保証をいたしません。 非IBM製品に対する

サポー ト （利用できる場合） は、 サードパーテ ィーから提供される もので、 IBM社から

ではあ り ません。

一部のソ フ ト ウ ェアは、 小売版製品 （市販されている場合） と異な り、 ユーザー ・ マ

ニュアルまたはプログラムの全機能が含まれていない場合があ り ます。

製品リサイクルおよび廃棄

本製品は適用でき る 地方または国の規則に則ってリ サイ ク ルまたは廃棄さ れなければ

なり せん。 IBMでは、 情報技術（ IT） 機器の所有者が必要がなく なったと き に責任を

持って自分の機器をリ サイ ク ルする こ と を奨励し ます。 IBMでは機器の所有者を IT製
品のリ サイ ク ルにおいて支援する ために様々な製品返却プロ グラ ムと サービスを数カ

国で提供しています。 IBM製品のリ サイ ク ルの情報については、 IBMのウェブ・ サイ ト

（ http://www.ibm.com/ibm/environment/products/prp.shtml） でご確認く ださ い。

Esta unidad debe reciclarse o desecharse de acuerdo con lo establecido en la normativa nacional o
local aplicable. IBM recomienda a los propietarios de equipos de tecnología de la información (TI)
que reciclen responsablemente sus equipos cuando éstos ya no les sean útiles. IBM dispone de una
serie de programas y servicios de devolución de productos en varios países, a fin de ayudar a los
propietarios de equipos a reciclar sus productos de TI. Se puede encontrar información sobre las
ofertas de reciclado de productos de IBM en el sitio web de IBM http://www.ibm.com/ibm/
environment/products/prp.shtml.

注意 ： このマークは欧州連合 （EU） 諸国およびノルウェーにおいてのみ適用されます。
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このアプラ イアンスには、 EU諸国に対する廃電気電子機器指令2002/96/EC （WEEE） の

ラベルが貼られています。 この指令は、 EU諸国に適用される使用済みアプライアンスの

回収およびリサイ クルの骨子を定めています。 このラベルは、 製品が使用済みになった

と きに指令に従って適正な処理をする必要がある こ とを知らせるために種々の製品に貼

られています。

Remarque :  Cette marque s’applique uniquement aux pays de l’Union Européenne et  la Norvège.
L’etiquette du système respecte la Directive européenne 2002/96/EC en matière de Déchets des
Equipements Electriques et Electroniques (DEEE), qui détermine les dispositions de retour et de
recyclage applicables aux systèmes utilisés  travers l’Union européenne. Conformément  la
directive, ladite étiquette précise que le produit sur lequel elle est apposée ne doit pas être jeté mais
être récupéré en fin de vie.

EU諸国に対する廃電気電子機器指令 （WEEE） に従って、 電気電子機器 （EEE） は、 使

用済みとなった段階では別個に回収して再使用、 リサイ クル、 または再生する こ とが義

務づけられています。 廃電気電子機器指令 （WEEE） の付録IVに準ずるWEEEマーク

（イ ラス ト参照） が貼付された電気電子機器のユーザーは、 使用済みの電気電子機器を

未分別の一般廃棄物と して廃棄する こ とはできません。 必ず電気電子機器の返却、 リサ

イ クル、 再生のための体制に準じて処理を行って ください。 電気電子機器に含まれ得る

危険物質が環境および人体に及ぼす影響を最小限に抑えるため、 各人がこの廃棄手順を

遵守する こ とが重要とな り ます。 適切な回収／取り扱い方法については、 お近くのIBM
代理店までお問い合わせください。

バッテリー回収プログラム

本製品は、 密閉型鉛、 ニッケルカド ミ ウム、 ニッケル水素、 リチウム、 リチウム ・ イオ

ンの各バッテ リーを含んでいる可能性があ り ます。 特定のバッテ リーについての情報

は、 ユーザーマニュアルまたはサービスマニュアルを参照して ください。 バッテ リーは

必ず適切に リサイ クルまたは廃棄して ください。 お住まいの地域にはリサイ クル施設が

ない場合があ り ま す。 米国以外でのバ ッ テ リ ーの処分方法については、 h t t p : / /
www.ibm.com/ibm/environment/products/batteryrecycle.shtml をご覧いただくか、 またはお近

くの廃棄物処理施設までお問い合わせください。
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米国内の場合IBMは、 使用済みのIBM機器からの密閉型鉛、 ニッケルカ ド ミ ウム、 ニッ

ケル水素の各バッテ リーおよびバッテ リー ・ パッ クを再利用、 リサイ クル、 または適切

に処分するための回収プロセスを確立しています。 これらのバッテ リーの適切な処分方

法については、 IBMまでお問い合わせください （電話 ： 1-800-426-4333） 。 なお、 お電話

の際は、 バッテ リーに記載されている IBMの部品番号を事前にお確かめください。

台湾向け ： バッテ リーはリサイ クルして ください。

EU向け ：

注意 ： このマークは欧州連合 （EU） 諸国においてのみ適用されます。

バッテ リーまたはバッテ リー ・ パッケージには、 バッテ リーと蓄電池、 ならびに使用済

みバ ッ テ リ ー と蓄電池に関し て、 EU諸国に対する廃電気電子機器指令2002/96/EC
（WEEE） のラベルが貼られています。 この指令は、 EU諸国に適用される使用済みバッ

テ リーと蓄電池の回収およびリサイ クルの骨子を定めています。 このラベルは、 バッテ

リーが使用済みになったと きに指令に従って適正な処理をする必要がある こ と を知らせ

るために種々のバッテ リーに貼られています。

Les batteries ou emballages pour batteries sont étiquetés conformément aux directives européennes
2006/66/EC, norme relative aux batteries et accumulateurs en usage et aux batteries et
accumulateurs usés. Les directives déterminent la marche  suivre en vigueur dans l'Union
Européenne pour le retour et le recyclage des batteries et accumulateurs usés. Cette étiquette est
appliquée sur diverses batteries pour indiquer que la batterie ne doit pas être mise au rebut mais
plutt récupérée en fin de cycle de vie selon cette norme.
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EU諸国に対する廃電気電子機器指令2006/66/EC （WEEE） に従って、 バッテ リーと蓄電

池には、 使用済みとなった段階では別個に回収して リサイ クルする こ と を義務づけるラ

ベルが貼られています。 またバッテ リー ・ レベルには、 バッテ リーに関する金属 （Pb ：

鉛、 H ｇ ： 水銀、 Cd ： カ ド ミ ウム） の化学記号が含まれている場合もあ り ます。 バッテ

リーおよび蓄電池のユーザーは、 バッテ リーと蓄電池を未分別の一般廃棄物と して廃棄

する こ とはできません。 必ずバッテ リーと蓄電池の返却、 リサイ クル、 再生のための体

制に準じて処理を行って ください。 バッテ リーと蓄電池に含まれ得る危険物質が環境お

よび人体に及ぼす影響を最小限に抑えるため、 各人がこの廃棄手順を遵守する こ とが重

要とな り ます。 適切な回収／取り扱い方法については、 お近くのIBM代理店までお問い

合わせください。

カ リ フォルニア州向け ：

過塩素酸塩含有物質 － 特殊処理を要する場合があ り ます。 以下を参照して ください ：

http://www.dtsc.ca.gov/hazardouswaste/perchlorate/

前述の注記は、 カリ フォルニア規則コード 第22章4.5項33節の「 過塩素酸塩含有物質の管

理における ベス ト プラ ク ティ ス」 （ California Code of Regulations Title 22, Division 4.5
Chapter 33. Best Management Practices for Perchlorate Materials） に準ずるものです。 本製品／

部品には、 過塩素酸物質を含有する二酸化マンガン・ リ チウム電池が使用さ れている場

合があり ます。

電子放出に関する特記事項

米連邦通信委員会 （FCC） 声明

注 ： 本装置は、 テス ト の上FCC規則の15部に準拠する ク ラ スAのデジタル ・ デバイスの

限度に適合している こ とが明らかにされています。 この限度は、 当該装置を業務用環境

下で作動させる際に、 有害な干渉を妥当な範囲で防止するために設定されています。 当

該装置は、 無線周波 （RF） エネルギーを生成、 使用し ます。 また放射する可能性もあ

り、 マニュアルに準拠して取り付けや操作を行わない場合、 無線通信に有害な干渉を生

じる可能性があ り ます。 本装置を家庭環境で使用する と電波妨害を引き起こすこ とがあ

り ます。 この場合には、 ユーザーが自費で適切な対策を講ずるよ う要求される こ とがあ

り ます。
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FCC放出限度の要件を満たすためには、 適切に遮蔽、 接地されたケーブルおよびコネク

ターを使用する必要があ り ます。 IBM社は、 ユーザーが指定ケーブル、 指定コネク ター

以外を使用した り、 あるいは本装置に認められていない変更および改造を行ったこ とに

よって生じる ラジオおよびテレビ干渉に対する責任は一切負いません。 認められていな

い変更または改造を行った場合、 本装置に対するユーザーの使用権が取り消される可能

性があ り ます。

本デバイスはFCC規則のPart 15に準拠しています。 作動は、 以下の ２つの条件の下で行

われる ものと します ： （ １ ） 本装置は、 有害な干渉を生じる原因とはならない可能性が

ある。 （ ２ ） 本装置は、 不要な作動を生じる可能性がある干渉を含め、 受信した干渉は

すべて受容しなければならない。

カナダ、 クラスA放出準拠に関する声明

ク ラスAの本デジタル器具は、 カナダICES-003に準拠しています。

Avis de conformité  la réglementation d'Industrie Canada
Cet appareil numérique de la classe A est conforme  la norme NMB-003 du Canada.

オースト ラリアおよびニュージーランドのクラスA声明

注意 ： 本製品は、 ク ラ スA製品です。 家庭環境において、 本製品は、 ユーザーが適切な

対策を講じる必要がある無線干渉を生じる可能性があ り ます。

英国通信安全要件

使用者への通告

本器具は、 英国内における公共通信システムに間接的に接続するこ とが、 承認番号NS/G/
1234/J/100003の下で承認されています。

欧州連合EMC指令適合に関する声明

本製品は、 電磁互換性に関係する加盟国の法律をま とめた形のEU議会指令2004/108/EC
の保護条件に準拠しています。 IBM社は、 非IBM社製オプシ ョ ン ・ カードの装着を含

め、 製品へ推奨されていない改造を加える こ とによって保護条件を満足させる こ とがで

きない事例が発生した場合、 それに対しては一切の責任を負いません。

本製品は、 テス ト の結果、 CISPR 22/欧州規格EN 55022に従った情報技術機器のク ラスA
の制限に合致している こ とが証明されています。 ク ラ スAの機器に対する この制限は、

認定されている通信機器との干渉に対して妥当な保護を提供するため、 商用および産業

用の環境から設けられています。

注意 ： 本製品は、 ク ラ スA製品です。 家庭環境において、 本製品は、 ユーザーが適切な

対策を講じる必要がある無線干渉を生じる可能性があ り ます。



124        Global Console Switchインス トーラ／ユーザーガイ ド

EC圏連絡先 ：

IBM Technical Regulations
Pascalstr. 100, Stuttgart, Germany 70569

電話 ：  0049 (0)711 785 1176

ファ ッ クス ：  0049 (0)711 785 1283

電子メール ：  tjahn@de.ibm.com

台湾クラスA警告声明

中国クラスA警告声明

日本の情報処理装置等電磁障害自主規制評議会 （VCCI） 声明
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は 80

SCAR インターフェイスで CO ケーブル・
ファームウェアをアップグレードす
るには 89

VCS を起動してアプライアンスの AMP
にアクセスするには 28

Web インターフェイスで CO ケーブルを
リセッ トするには 58
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Web インターフェイスで CO ケーブル ・
ファームウェアをアップグレードす
るには 62

Web インターフェイスでSNMP ト ラ ップ
設定を構成するには 51

Web インターフェイスでSNMPの一般設
定を構成するには 50

Web インターフェ イ スでアカウン ト を
ロ ッ ク解除するには 48

Web インターフェイスでアプライアンス
構成を保存するには 63

Web インターフェイスでアプライアンス
情報を表示するには 38
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を再起動するには 59
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ドするには 60
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ス ・ ユーザー ・データベースを復元
するには 66
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ス ・ ユーザー ・データベースを保存
するには 65

Web インターフェイスでカスケード ・デ
バイスを構成するには 55

Web インターフェイスでセキュ リティ ・
ロ ッ クアウ ト を無効にするには 48

Web インターフェイスでセッシ ョ ン状態
の表示とセッシ ョ ンの接続解除を行
うには 37

Web インターフェイスでセッシ ョ ンを構
成するには 39

Web インターフェイスでターゲッ ト ・デ
バイスに接続するには 36

Web インターフェイスでターゲッ ト ・デ
バイス名を変更するには 53

Web インターフェイスで認証を構成する
には 42

Web インターフェイスでネッ ト ワーク ・
パラ メーターを構成するには 39

Web インターフェイスでバーチャル・ メ
ディアを構成するには 41

Web インターフェイスでパスワードを削
除するには 47
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更するには 47
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ライアンス構成を復元するには 64

Web インターフェイスで無効なパスワー
ドのロ ッ クアウ ト を有効にするには
48

Web インターフェイスでユーザーとユー
ザー・アクセス権を構成するには 45

Web インターフェ イ スを使用してユー
ザー ・ アカウン ト の構成やターゲッ
ト ・ デバイスへのアクセス権指定を
行うには 25

アプラ イアンスを垂直に設置するには
16

アプラ イアンスを水平に設置するには
17

以前のモデルのアプライアンスをティア
接続するには 22

コンソール・メニューから LDAP エラー・
メ ッセージを表示するには 103

コンソール ・ メニューからアプライアン
スを リセッ トするには 102

コンソール ・ メニューから工場出荷時設
定を復元するには 102
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コンソール・メニューからネッ ト ワーク・
パラ メーターを構成するには 99

コンソール・メニューでアプライアンス・
ファームウェアをアップグレードす
る 101, 106

コンソール ・ メニューでコンソール ・ ス
テータス ・ メ ッセージを表示するに
は 101

コンソール ・ メニューにアクセスするに
は 98

コンソール ・ メニューのパスワードを設
定するには 102

コンソール ・ メニューを使用してセキュ
リティ を構成するには 100

コンピューターをバーチャル ・ メディア
から起動できるかど うか判定するに
は 109

最大数 （2048 台） のターゲッ ト ・デバイ
スを構成するには 23, 25

ターゲッ ト ・デバイスをデイジー・チェー
ン接続するには 19

データ破損したファームウェアを修復す
るには 107

ハード ウェアを接続してオンにするには
17

複数のアプライアンスをティア接続する
には 22

デバイス ノ リセッ ト 86
デバイス、 カスケード、 OSCARインター

フェイスでのポートの構成77
デバッグ ・ メ ッセージの有効化101
デフォルト設定、 復元102
電源

アプライアンスへの接続 17
安全上の注意点 14

電子ID （EID） 5

な

認証

Web インターフェイスでの構成手順 42
コンソール ・ メニューに表示されるサー

バー 100
ネッ ト ワーク

アプライアンスへの接続 18
構成手順 39

は

「バージ ョ ン」 ウ ィ ン ド ウ、 OSCARイン
ターフェイス87

バージ ョ ンの表示86
バーチャル ・ メディア

はじめに 3
OSCAR インターフェイスでのローカル・

セッシ ョ ンの開始 73
OSCAR インターフェイスのセッシ ョ ン

のステータス記号 70
アプライアンスへの接続 18
構成手順 41
コンピューターをバーチャル ・ メディア

から起動できるかど うかの判定 109
サポート されない構成 10
接続図 7
特長 2
接続図 10
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ケーブル

VCO ケーブルを参照

パスワード
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OSCAR インターフェイスのパスワード
を変更または設定する 84

ロ ッ クアウ ト して無効にする 48
ビデオ ・ ビューアー

JRE の要件 12
Web インターフェ イ スによ るアクセス

33

表示

OSCAR インターフェイスでのセッシ ョ
ン ・ ステータス 89

Web インターフェイスでのセッシ ョ ン状
態 37

ファームウェア

CO ケーブル、 自動アップグレードの構
成 56

「フ ァームウ ェアの管理」 コン ソール ・
メニュー ・ オプシ ョ ン101

ファームウェア　、 COケーブル

Web インターフェイスでの設定構成 56
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レードの構成 56

ファームウェア、 アプライアンス55
VCSによる最新バージ ョ ンへのアップグ

レード 28
Web インターフェイスでのアップグレー

ド 59
Web インターフェイスをサポートするた

めのアップグレード 27
修復 107

フラグ、 OSCARインターフェイス

設定 81
フ リー 81

フラ ッシュ ・ アップグレード105
フ リー ・ フラグ81
ブロードキャス ト

ウ ィンド ウ 95
有効化 86

ポート

USB および PS/22
カスケード ・デバイスの、 構成 54
マウス とキーボード 2
マウス とキーボード接続の混在 18

ポート番号

OSCAR インターフェイスでカスケード・
デバイスについて構成する 78

OSCAR インターフェイスでの表示 70
Web インターフェイスでの表示 32

ま

マウスのポート 2

や

「ユーザー ステータス」 ウ ィ ンド ウ86, 90
ユーザー接続、 OSCARインターフェ イス

での接続解除89
ユーザー ・ アカウン ト

Web インターフェイスでの設定構成 32
構成手順 26, 45
削除手順 47
データベース、 保存と復元 65

ユーザー ・ アクセス権

Web インターフェイスでの設定構成 45
定義 35

ユーザー ・ セッシ ョ ン、 表示と解除89
用語1
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の機能 1
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